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く 1)

成
所
作
智

感
国
軍
作

作
智
は
大
睦
よ
り
云
は
H
A紹
封
潟
象
、
物
心
二
象
と
現
じ
た
る
感
畳
的
態
に
し
て
、
物
質
よ
り
設
す
る
分
子
動
が
ま

観
の
分
た
る
感
費
機
能
に
感
燭
す
べ
き
態
に
し
て
、
之
を
成
所
作
智
と
名
づ
く
。

天
則
に
理
性
に
は
現
象
界
に
主
観
客
観
の
二
象
と
現
じ
、
鯖
趣
の
理
性
と
し
て
は
観
念
即
ち
霊
界
の
顧
現
に
し
て
、

即
ち
心
眼
及
び
心
耳
等
の
質
現
な
り
。

天
則
理
性
の
感
費
の
現
象
は
五
官
及
知
費
運
動
榊
経
等
の
組
織
の
中
に
感
魔
智
態
を
作
智
と
名
づ
く
。

-'ｭ
，、

入

成所作智

六
入
卸
感
売
機
能
を
入
と
名
ゃ
つ
く
る
こ
と
は
、
感
良
寛
知
胃
態
が
五
色
整
等
の
極
徴
の
分
子
を
吸
入
す
る
が
故
に
入
と
云
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六
入
本
如
来
臓
の
作
智
の
所
現
な
り
。
若
し
感
性
な
き
時
は
極
微
分
子
盲
動
な
り
。
感
費
な
き
時
は
分
子
は
如
何
な

る
も
の
ぞ
。
太
陽
の
光
も
盲
人
に
は
其
の
明
あ
る
を
感
ぜ
ず
。

拐
巌
に
眼
入
即
ち
蔵
性
作
智
の
所
現
な
り
と
、
人
の
眼
が
明
と
暗
と
の
こ
塵
に
劃
し
て
見
て
、
此
の
明
暗
の
塵
を
吸

ひ
て
見
る
。
明
暗
を
離
れ
て
は
腫
な
し
。
こ
の
覗
費
は
物
象
よ
り
来
る
や
、
持
た
眼
根
よ
り
生
ず
る
や
、
明
の
分
子
動

か
ず
し
て
は
太
陽
の
明
も
感
費
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
人
の
眼
球
機
能
は
紳
経
等
で
物
質
分
子
の
集
に
し
て
外
よ

り
来
る
虚
の
物
象
即
ち
光
明
等
の
物
色
は
物
よ
り
護
動
す
る
分
子
な
り
。
雨
方
共
に
物
的
分
子
の
集
り
の
み
に
し
て
眼

視
費
あ
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
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然
れ
ど
も
眼
の
物
質
機
能
に
、
作
智
態
の
、
一
意
志
に
よ
り
て
賓
現
し
た
る
色
塵
分
子
と
、
覗
費
と
に
し
て
眼
及
び
神

経
等
は
智
態
の
力
的
賓
現
な
り
。

聴
畳
の
撃
に
於
て
も
ま
同
撃
は
物
に
あ
る
か
耳
に
あ
る
か
。
例
へ
ば
鉦
を
打
つ
に
一
音
は
鉦
に
あ
る
か
耳
に
あ
る
か
と
云

は
ど
、
耳
に
て
撃
を
感
費
す
。
鉦
の
分
子
動
を
裂
し
て
響
動
は
空
気
に
停
は
り
て
波
動
し
て
人
の
鼓
膜
を
打
ち
鼓
膜
は

之
を
脳
に
通
ず
。
こ
与
に
於
て
聴
賓
と
な
る
。
音
盤
は
物
に
あ
ら
ず
、
分
子
動
は
客
観
智
態
に
し
て
、
分
子
渉
入
す
る

聴
官
機
能
に
あ
る
感
莞
は
主
観
的
智
態
な
り
。

鼻
の
喚
費
を
感
ず
る
は
、
諸
の
香
臭
の
気
を
感
ず
る
も
、
呑
臭
の
分
子
動
は
香
煙
よ
り
費
す
。
此
の
分
子
動
は
客
観



的
智
態
に
し
て
、
主
蔵
の
感
費
に
渉
入
し
て
喚
費
と
な
る
。
然
れ
ど
も
嘆
売
は
全
く
鼻
に
あ
っ
て
物
に
非
ず
。
嘆
官
は

中
に
主
観
的
感
性
あ
り
。

舌
官
能
く
味
費
を
な
す
。
甘
苦
等
の
物
質
分
子
の
舌
紳
経
に
交
渉
し
て
味
費
を
生
ず
。
物
分
子
に
含
有
せ
る
客
観
智

態
が
人
の
舌
神
経
に
含
蓄
せ
る
主
観
的
智
態
に
渉
入
し
て
味
費
を
感
ず
。

鰯
費
皮
膚
に
物
の
冷
暖
等
を
燭
る
L

時
は
、
皮
膚
の
知
費
神
経
に
物
的
分
子
の
振
動
を
停
へ
て
冷
暖
を
感
ぜ
し
む
。

物
質
の
分
子
は
客
観
智
態
に
し
て
、
皮
膚
に
主
親
的
智
態
あ
る
も
の
と
す
。

感
費
は
主
離
の
方
に
あ
り
て
、
之
が
材
料
と
な
る
も
の
は
客
観
よ
り
供
給
せ
ら
る
L

物
の
分
子
と
自
己
の
主
観
の
紳

鰹
と
の
卒
等
な
る
時
は
感
費
な
し
。

人
の
物
の
性
を
識
る
も
の
は
、
物
に
非
ず
し
て
主
観
に
あ
り
。
客
観
よ
り
受
く
る
主
離
の
感
費
な
り
。
色
聾
香
味
蝿

法
皆
南
り
。
冷
暖
も
香
臭
も
方
園
の
肢
も
高
低
の
肢
も
悉
く
人
の
感
費
に
あ
り
。
此
の
感
費
が
物
質
分
子
と
の
交
感
に

つ
き
で
好
悪
愛
情
の
生
ず
る
は
、
生
理
規
定
に
起
因
す
る
が
如
し
。

或
唯
心
論
に
は
、
一
切
の
法
は
唯
識
の
み
に
し
て
心
の
外
に
何
物
も
有
る
な
し
と
。
さ
れ
ど
こ
の
一
片
に
執
す
べ
か

ら
ず
。
主
観
の
感
費
に
拘
ら
ず
し
て
物
質
の
分
子
動
は
依
然
と
し
て
存
せ
り
。
然
れ
ど
も
物
質
の
性
質
を
感
ず
る
は
感

費
を
離
れ
て
は
有
る
な
し
。
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若
し
人
の
感
畳
な
か
ら
ん
か
、
好
醜
の
色
に
於
け
る
整
呑
等
の
分
子
あ
る
も
、
色
も
な
く
撃
も
な
く
香
味
鰯
法
も
な

く
太
陽
の
光
も
熱
も
感
ず
る
な
く
雷
震
鳴
れ
ど
も
聾
な
く
、
若
し
一
切
の
感
魔
性
を
滅
し
去
ら
ば
色
も
な
く
盤
香
味
鯖

も
な
き
唯
分
子
動
、
物
値
動
が
相
互
に
衝
突
し
反
動
あ
る
の
み
な
ら
ん
。
す
べ
て
の
色
撃
等
は
作
智
の
所
現
な
り
。
然

れ
ど
も
作
智
は
主
観
の
み
に
存
す
と
す
べ
か
ら
ず
。
客
輔
副
界
物
質
の
分
子
動
な
く
し
て
感
費
を
な
す
こ
と
な
け
れ
ば
な ~14 

り物
質
分
子
動
は
作
智
の
所
現

物
質
及
び
分
子
は
本
紐
封
心
霊
の
所
費
に
し
て
一
切
作
智
の
所
現
な
れ
ば
、
物
質
は
皆
活
き
て
動
く
な
り
。
太
陽
よ

り
設
す
る
光
線
も
電
気
も
皆
物
質
の
分
子
動
な
り
。
分
子
動
が
運
動
し
活
劇
し
て
吾
々
に
劃
す
る
作
用
を
設
す
。
鐘
の

中
に
水
の
分
子
動
き
、
水
の
分
子
は
火
を
燃
す
が
故
に
熱
の
分
子
を
設
し
、
熱
と
水
と
の
分
子
動
の
蒸
気
力
を
護
し
、

機
闘
を
運
轄
す
。
太
陽
の
光
線
の
如
き
の
強
度
な
る
分
子
は
人
の
税
売
に
刺
撃
し
明
揮
を
感
ぜ
し
む
。
熱
の
分
子
動
は

膚
に
暖
熱
の
鰯
費
を
起
こ
さ
し
む
。
電
気
の
分
子
動
は
人
の
耳
の
鼓
膜
を
停
ひ
て
聴
費
を
感
ぜ
し
む
。
栴
檀
香
木
の
煙

の
分
子
動
は
鼻
一
脚
経
に
刺
撃
し
て
嘆
費
を
感
ぜ
し
む
る
如
き
、
叉
織
の
分
子
は
常
に
織
の
中
に
活
動
し
て
、
ア
ト
ム
は

織
の
中
に
分
子
動
を
起
す
。
織
の
中
に
自
ら
分
子
動
が
微
細
に
し
て
人
の
聴
官
之
を
感
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
若
し
織
を



打
つ
時
は
餅
々
と
響
あ
る
は
、
分
子
と
分
子
と
の
刺
戟
よ
り
起
る
も
の
な
り
。
呑
木
分
子
動
は
木
の
中
に
動
い
て
居
る

と
人
の
嘆
官
に
感
魔
せ
し
め
ざ
る
も
、
之
に
火
を
つ
け
て
賛
く
と
き
は
忽
ち
呑
分
子
を
護
し
て
、
喚
官
に
著
ら
か
に
費

せ
し
む
る
に
至
る
。

覗
官
に
は
色
と
感
じ
聴
官
は
撃
と
魔
し
、
興
費
に
香
味
と
感
じ
舌
官
に
は
味
と
感
じ
皮
膚
に
は
鰯
畳
と
感
ず
。
物
睦

よ
り
設
す
る
庫
の
す
べ
て
の
極
微
の
分
子
の
響
動
は
、
常
に
作
智
態
の
故
に
、
自
ら
活
動
し
て
作
用
を
な
す
。

十
ニ
入

物
質
の
極
微
分
子
と
人
の
主
観
の
感
費
と
は
、
本
来
同
一
作
智
の
主
観
客
観
の
雨
方
面
に
現
じ
た
る
も
の
に
外
な
ら

ず
。
物
質
は
即
ち
客
観
観
念
態
な
り
。
物
質
よ
り
分
子
動
を
醸
す
。
人
の
心
は
主
観
的
観
念
態
な
れ
ば
、
こ
の
同
一
の

観
念
の
物
心
二
象
と
な
り
、
此
の
物
心
に
作
用
、
物
睦
の
分
子
動
と
心
腫
の
感
費
作
用
と
は
互
に
交
渉
し
て
感
費
作
用

を
な
す
。

成所作智

客
観
作
智
態
即
ち
分
子
動
が
、
主
観
作
智
態
の
感
費
に
交
渉
し
、
初
め
に
例
へ
ば
太
陽
の
光
線
分
子
は
人
の
覗
費
よ

り
脳
に
達
し
、
覗
費
を
賓
現
す
る
如
き
、
客
観
の
分
子
動
の
み
に
し
て
主
観
の
感
費
な
き
時
は
一
切
の
感
費
色
も
臭
も

な
き
と
同
じ
く
、
客
観
作
智
の
分
子
動
な
き
時
は
感
費
の
材
料
あ
る
こ
と
な
し
。
物
質
分
子
動
は
感
費
の
材
料
に
し
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て
、
も
と
能
所
致
一
な
り
。
人
或
は
謂
は
ん
、
分
子
動
は
物
的
の
故
に
感
費
と
は
別
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
日
く
爾

ら
ず
。
彼
は
感
費
の
材
料
な
り
。
材
料
な
る
が
故
に
感
畳
に
非
ず
と
云
は
x

、
感
費
あ
る
こ
と
な
し
。
例
せ
ば
炭
素
が

酸
素
を
吸
入
し
て
光
明
を
裂
す
る
に
、
酸
素
は
火
の
燃
料
な
り
。
燃
料
の
故
に
明
に
非
ず
と
せ
ば
、
燃
性
な
く
し
て
明

を
費
す
べ
き
も
の
な
け
れ
ば
な
り
。
故
に
客
観
の
分
子
動
と
主
観
の
感
性
と
は
同
一
の
作
智
態
な
り
。
若
し
共
通
の
性

な
き
時
は
相
互
の
渉
入
す
べ
き
能
あ
る
な
し
。
能
感
の
心
と
所
感
の
物
象
と
渉
入
し
て
感
費
を
起
す
。

拐
巌
に
六
入
の
性
本
如
来
轍
妙
員
如
の
性
な
り
と
。
叉
十
二
慮
本
如
来
識
。
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慮
と
は
方
隅
の
慮
所
な
り
。
五
官
機
能
を
内
の
六
慮
と
し
色
と
墜
と
呑
味
燭
を
外
の
六
慮
と
し
、
天
則
の
感
費
機
能

現
象
世
界
の
依
正
を
以
て
慮
と
す
。
二
乗
は
方
便
の
依
正
を
以
て
慮
と
す
。
菩
薩
は
賞
報
の
依
正
を
感
費
す
る
を
慮
と

す
。客

観
の
物
象
と
主
観
の
心
象
と
は
本
同
一
の
性
な
る
が
故
に
交
渉
し
て
感
費
を
生
ず
。
異
相
と
な
る
が
故
に
感
費

す
ο

絶
封
本
質
に
は
同
一
に
し
て
相
待
に
は
物
心
相
反
す
る
二
性
と
す
。

眼
と
色
と
慮
所
。
紙
陀
林
の
諸
の
泉
池
を
観
ず
れ
ば
、
物
色
の
分
子
が
眼
官
を
生
ぜ
し
む
や
、
但
し
は
眼
官
よ
り
物

色
を
生
ず
る
や
l
l

乃
至
、
物
色
の
分
子
も
眼
官
機
能
も
二
庭
共
に
臓
性
員
如
の
所
現
な
り
と
。

乃
至
盤
塵
の
分
子
と
、
耳
官
機
能
も
呑
喚
の
物
質
の
分
子
も
、
鼻
官
を
構
造
せ
る
物
的
分
子
食
物
の
分
子
と
舌
官
分



子
と
身
に
燭
費
的
物
質
分
子
と
は
、
本
皆
如
来
識
性
即
ち
作
智
態
に
よ
り
て
感
費
作
用
起
す
も
の
に
し
て
、
物
質
も
と

死
物
な
ら
ば
客
観
と
主
観
と
の
分
子
の
衝
突
す
る
の
み
に
し
て
い
か
で
か
感
費
作
用
起
る
べ
き
も
の
ぞ
。

十
八
界
本
如
来
臓
の
作
智
態

界
と
は
五
官
と
、
五
極
微
分
子
の
刺
撃
に
よ
り
て
感
売
を
生
ず
。
感
売
を
生
ず
る
を
界
と
な
す
。
五
官
能
と
五
塵
と

感
費
と
の
三
つ
各
々
種
子
あ
り
、
各
族
種
を
な
す
。

眼
能
と
色
塵
の
分
子
と
の
交
渉
に
よ
り
て
覗
感
費
を
生
ず
。
之
を
眼
識
界
と
云
ふ
。
此
の
亦
眼
根
即
ち
覗
官
機
能
を

構
造
す
べ
き
質
料
の
物
質
分
子
と
、
客
観
の
色
塵
即
ち
物
の
分
子
動
と
の
交
渉
に
よ
り
て
、
眼
識
界
即
ち
覗
費
の
世
界

と
額
は
れ
来
り
し
、
宇
宙
現
象
界
の
、
肉
眼
感
畳
の
及
ぶ
所
を
、
眼
識
界
と
云
ふ
。
物
的
分
子
よ
り
組
織
せ
ら
れ
た
る

眼
官
機
能
と
色
塵
は
物
質
に
し
て
、
眼
識
は
心
象
な
れ
ど
も
、
物
と
心
と
は
本
同
じ
く
醸
性
が
作
智
態
の
所
現
に
し

て
、
能
所
同
一
性
の
南
方
に
現
は
れ
て
眼
識
界
と
現
は
れ
た
る
な
り
。

耳
識
界
も
同
じ
く
蔵
性
作
智
の
所
現
な
り
と
云
ふ
ベ
し
。
耳
即
ち
聴
官
機
能
は
物
質
分
子
よ
り
組
織
し
、
整
塵
即
ち

物
質
分
子
の
波
動
と
の
関
係
な
り
。

聴
費
削
ち
耳
識
界
と
な
る
、
此
亦
同
じ
く
臓
性
智
態
の
物
心
二
象
と
現
は
れ
た
る
も
の
と
す
。
鼻
根
副
ち
喚
官
の
呑 成所作智317 



喚
の
分
子
と
の
渉
入
に
鼻
識
界
を
現
じ
、
舌
根
即
ち
味
官
が
物
質
分
子
の
味
に
よ
り
て
味
費
削
ち
舌
識
界
を
現
じ
、
身

腫
の
知
費
運
動
神
経
等
の
物
質
分
子
の
組
織
と
外
物
と
の
闘
渉
に
よ
り
て
鰯
費
を
現
ず
、
之
を
身
識
界
と
一
五
ふ
。

一
意
識
界
と
は
、
交
感
神
経
と
客
観
の
五
塵
の
感
費
と
の
交
渉
に
よ
り
て
、
感
情
知
力
を
現
ず
。
頭
脳
分
子
及
び
交
感

神
経
の
そ
の
物
質
分
子
と
、
客
塵
と
に
よ
り
種
々
の
感
費
よ
り
、
経
験
す
る
慮
に
知
魔
を
起
す
。
之
を
十
八
界
と
云

ふ
。
本
識
性
作
智
態
が
主
観
と
客
観
と
の
交
渉
の
中
に
之
を
分
つ
時
は
、
か
く
の
如
き
の
界
分
を
な
す
も
の
な
り
。
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六
入
と
十
二
慮
と
十
八
界
は
磁
性
の
感
受
作
用
に
闘
す
る
も
の
と
な
す
。
六
人
十
二
慮
十
八
界
は
天
則
の
理
性
に
客

観
と
主
観
と
の
南
方
面
に
現
じ
て
分
別
し
致
一
す
。
若
し
能
と
所
と
分
別
な
け
れ
ば
、
色
と
覗
莞
と
感
費
す
る
こ
と
な

し
。
若
し
致
一
な
け
れ
ば
、
眼
官
と
色
塵
と
は
交
渉
し
て
感
費
す
る
能
は
ず
。

蔵
性
作
智
態
は
、
ま
た
十
二
慮
十
八
界
と
現
じ
て
、
宇
宙
現
象
界
に
種
々
の
活
劇
を
感
畳
せ
し
む
。

拐
巌
文
句
に
蒲
盆
師
日
く
、
仰
の
十
八
界
は
僻
限
傍
耳
乃
至
併
一
意
、
俳
色
仰
聾
乃
至
俳
法
、
併
眼
識
乃
至
俳
身
識
を

成
所
作
智
と
魚
す
。
仰
の
一
意
識
は
妙
観
察
智
な
り
、
併
の
霊
根
は
園
智
性
智
と
属
す
。
菩
薩
の
十
八
界
は
法
眼
法
耳
乃

至
漏
無
漏
の
色
乃
至
漏
無
漏
の
一
意
識
界
な
り
。
聾
聞
縁
賓
の
無
漏
の
十
八
界
。

人
天
の
善
有
漏
の
十
八
界
四
趣
の
法
界
は
悪
有
漏
五
陰
乃
至
十
八
界
。



成
所
作
智
中
五
宮
分
子

物
質
分
子
と
人
の
五
官
能
と
の
交
渉
に
よ
り
て
感
魔
作
用
を
起
す
。
感
費
は
人
の
心
に
あ
り
て
物
に
あ
ら
ず
。
人
が

火
に
鰯
る
与
に
熱
き
は
人
の
皮
膚
の
紳
経
に
あ
り
て
火
自
ら
熱
き
を
起
さ
ず
。
ま
た
限
が
火
を
見
れ
ば
光
あ
り
。
此
の

光
は
火
に
在
る
や
人
の
眼
に
あ
る
や
、
光
の
性
質
な
る
や
人
の
感
魔
な
る
や
。
人
に
感
性
な
く
ば
火
の
光
何
に
か
あ
る
。

ま
た
火
の
燃
え
る
に
王
国
あ
り
此
の
一
音
感
賛
す
る
は
耳
に
あ
り
。

物
質
よ
り
色
聾
香
等
の
極
微
の
分
子
、
即
ち
火
の
分
子
が
隈
に
停
ふ
、
是
火
光
と
感
じ
、
分
子
の
響
が
空
気
に
停
は

り
、
波
動
を
生
じ
て
人
の
鼓
膜
を
打
ち
紳
経
よ
り
脳
に
倖
達
し
て
脳
に
響
感
を
設
す
。
若
し
人
の
方
の
五
官
な
か
り
せ

ば
、
物
質
分
子
が
護
散
し
て
擦
が
り
ゆ
く
の
み
に
て
、
色
も
な
き
聾
も
な
き
香
も
な
き
味
も
な
く
冷
熱
も
な
く
す
べ
て

の
色
な
し
。
故
に
経
に
心
生
ず
る
が
故
に
種
々
の
法
生
じ
、
心
滅
す
る
が
故
に
種
々
の
法
減
す
と
は
、
此
感
費
作
用
は

成
所
作
智
の
妙
用
に
し
て
物
障
に
は
非
ず
。

客
観
観
念
態
が
力
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
物
質
な
れ
ば
、
物
質
皆
活
け
り
。
客
観
に
物
質
の
極
微
の
分
子
は
色
整
香
味

燭
と
の
物
瞳
よ
り
護
現
し
て
、
主
離
の
感
魔
性
に
交
感
し
て
感
売
を
起
さ
し
む
。
客
親
物
分
子
と
し
て
護
現
す
る
も
、

主
観
の
感
費
作
用
と
は
同
じ
く
作
智
の
物
心
の
二
面
の
作
用
に
外
な
ら
ず
。
此
の
分
子
と
人
の
感
魔
と
は
賓
鐙
と
精
紳 成所作智319 



と
に
属
す
る
性
能
に
し
て
、
質
腫
よ
り
分
子
即
ち
感
費
の
劃
象
な
る
も
の
を
護
現
し
て
成
所
作
智
の
象
即
電
気
光
線
等320 

は
物
質
の
分
子
動
な
り
。

汽
鐘
の
水
の
分
子
の
躍
る
熱
も
同
じ
く
分
子
動
な
り
。
火
よ
り
設
す
る
分
子
動
と
水
の
分
子
動
と
、
ま
た
織
の
中
に

分
子
も
動
く
。
ア
ト
ム
は
織
の
中
に
在
り
て
活
躍
す
。
織
と
織
と
打
つ
と
き
は
響
を
設
す
、
響
は
極
微
の
分
子
が
相
互

に
燭
れ
て
設
す
分
子
動
な
り
。
極
微
分
子
は
其
の
性
の
適
す
る
者
が
抱
合
し
て
ま
た
交
々
極
微
分
子
は
舞
踏
し
、
ま
た

分
子
動
は
響
い
て
一
Z一
固
と
な
り
、
蹴
官
に
組
問
る
れ
ば
色
と
な
り
、
青
黄
等
の
色
と
な
り
、
一
音
響
と
な
り
呑
嘆
や
甘
辛
の
味

費
と
な
る
。

作
智
の
腸
趣
の
理
性

浄
土
の
五
妙
境
界

天
則
秩
序
の
統
一
理
性
な
る
一
切
作
智
に
よ
り
て
造
化
せ
ら
れ
た
る
高
有
は
、
伯
仲
局
目
的
あ
る
手
段
と
し
て
生
産
造

作
せ
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ば
高
有
の
作
智
に
摸
塑
せ
ら
れ
て
之
を
造
化
せ
ら
れ
た
る
も
、
此
の
目
的
は
心
霊
的
精
一
紳
生
活

を
作
す
に
騎
趣
せ
し
む
る
に
あ
り
。
作
智
の
要
は
人
の
心
震
が
本
に
し
て
寓
物
は
末
な
り
。
心
霊
の
中
に
感
魔
作
用
が

作
智
の
主
と
す
る
慮
な
り
。

人
の
天
則
的
の
感
費
に
は
霊
妙
な
霊
化
す
べ
き
性
能
あ
る
と
共
に
垢
質
あ
り
て
覆
は
る
。
故
に
天
然
の
人
に
は
作
智



の
妙
用
よ
り
蝿
贋
作
す
る
天
然
感
費
方
面
の
み
を
感
費
す
る
こ
と
を
得
て
、
観
念
界
と
宇
宙
に
微
妙
不
可
思
議
の
霊
感
費

態
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
若
し
人
心
霊
開
裂
し
て
超
自
然
的
に
美
化
す
る
時
は
微
妙
な
る
荘
厳
不
可
思
議

の
妙
象
界
を
観
ず
る
こ
と
を
得
ベ
し
。

信
論
に
説
く
が
如
し
、
如
来
は
本
第
一
義
諦
に
し
て
用
相
の
得
ぺ
き
な
し
。
但
不
可
思
議
の
徳
用
あ
り
て
種
々
色
聾

等
の
感
費
態
を
示
現
す
と
。
津
土
五
妙
境
界
の
妙
荘
巌
象
は
如
来
作
智
の
所
現
の
如
寅
に
霊
化
せ
る
心
霊
に
感
費
す
る

象
を
示
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。

前
に
云
へ
る
如
く
、
天
然
界
に
於
け
る
感
畳
に
於
て
も
宇
宙
蔦
物
の
物
質
の
分
子
が
常
に
動
き
て
波
動
を
な
す
も
、

人
の
感
費
に
し
て
絶
無
な
り
と
せ
ば
、
太
陽
も
光
明
な
く
、
ま
た
温
燭
の
感
な
く
雷
鳴
も
一
音
な
く
分
子
の
波
動
あ
る
の

み
な
ら
ん
、
之
を
青
黄
の
色
彩
ま
た
普
響
香
嘆
等
を
感
ず
る
も
の
は
人
の
感
畳
に
あ
る
の
み
。
さ
れ
ば
と
て
分
子
動
な

し
と
云
ふ
に
非
ず
。
客
観
の
分
子
動
と
主
観
の
感
費
と
は
、
同
一
性
の
物
心
二
面
に
現
は
れ
た
る
な
り
。

如
来
ま
た
常
に
作
智
が
本
然
と
し
て
内
外
商
界
に
於
て
作
用
を
施
し
、
一
方
に
清
津
園
土
を
襲
作
し
心
霊
化
せ
る
も

の
に
感
費
せ
し
む
。
斯
く
の
如
き
の
霊
妙
の
感
魔
界
は
純
粋
理
性
に
は
之
を
認
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
賓
行
理
性
に
は

之
を
護
見
す
る
こ
と
を
得
ベ
し
。

起
信
論
〈
の
一
意
〉
に
日
く
、
か
く
の
如
き
の
用
と
は
自
然
に
不
可
思
議
の
業
種
々
の
用
あ
り
て
員
如
と
等
し
く
一
切

成所作智321 



虞
に
備
す
。
然
れ
ど
も
用
相
の
得
べ
き
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是
法
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
世
諦
の

境
界
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
作
一
意
を
以
て
の
施
作
を
離
る
。
但
衆
生
の
見
聞
に
盆
を
得
せ
し
む
る
に
障
ひ
て
の
故
に
説

い
て
用
と
す
。
此
の
用
に
二
種
あ
り
。
一
に
凡
夫
の
矯
に
麿
身
を
見
て
是
心
理
作
用
の
所
現
と
し
ら
ず
し
て
、
全
く
外

よ
り
来
る
も
の
と
見
と
め
て
車
に
色
相
の
み
を
見
て
理
の
所
在
を
識
ら
ず
、
即
ち
之
が
本
韓
は
智
慧
態
の
所
現
な
り
と

し
ら
ざ
る
な
り
。
こ
に
菩
薩
の
所
見
を
報
身
と
な
す
。
身
に
無
量
の
色
あ
り
、
色
に
無
量
の
相
あ
り
、
相
に
無
量
の
好
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あ
り
て
、
所
住
の
依
果
に
亦
無
量
種
々
の
荘
厳
あ
り
て
、
示
現
す
る
慮
に
随
ひ
て
卸
ち
漫
あ
る
こ
と
な
し
。
窮
謹
す
べ

か
ら
ず
。
分
賓
の
相
を
離
れ
無
所
臆
に
随
ひ
て
常
に
能
く
住
持
し
て
散
せ
ず
、
失
せ
ず
。
復
次
に
凡
夫
の
見
る
慮
は
但

だ
危
な
る
の
み
な
ら
ず
六
道
共
に
各
々
其
の
見
る
慮
を
相
同
じ
か
ら
ず
。
種
々
の
異
類
と
現
じ
て
受
柴
の
相
に
非
ず
。

故
に
臆
身
と
名
づ
く
。

員
如
の
理
睦
よ
り
現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
故
に
、
少
分
彼
の
色
相
荘
巌
の
事
は
来
も
な
く
去
も
な
く
分
粛
を

離
る
。
唯
心
に
依
っ
て
現
じ
て
員
如
を
離
れ
ず
。
然
れ
ど
も
此
の
菩
薩
猶
自
ら
分
別
し
て
未
だ
法
身
の
位
に
入
ら
ざ
る

を
以
て
の
故
に
、
若
し
得
心
を
得
れ
ば
見
る
慮
微
妙
に
し
て
其
の
用
も
轄
た
勝
れ
た
り
。

如
来
の
霊
瞳
に
作
智
の
性
能
あ
り
て
衆
生
の
所
見
に
随
ひ
て
、
種
々
微
妙
の
色
相
荘
巌
を
施
作
す
。
然
れ
ど
も
自
然
無

作
に
し
て
襲
化
す
る
を
作
智
の
妙
用
と
す
。
作
智
周
遁
の
故
に
慮
と
し
て
浄
土
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
衆
生
之
を
見
聞
す



る
こ
と
能
は
ざ
る
は
無
明
に
障
ら
る
与
震
な
り
。
観
経
大
経
等
に
読
き
給
へ
る
涛
土
荘
巌
の
相
は
、
無
明
垢
質
を
離
れ

た
る
心
象
に
所
現
し
た
る
作
智
の
象
相
な
り
。
人
心
眼
聞
き
て
一
一
一
味
の
窓
に
所
現
す
る
こ
と
は
察
智
に
於
て
説
明
す
る

が
如
し
。
人
心
垢
を
脱
す
る
時
は
常
恒
に
静
土
に
在
っ
て
清
浄
荘
巌
が
段
た
ず
失
せ
ず
し
て
見
聞
す
る
こ
と
を
得
ん
。

先
に
読
き
た
る
如
く
作
智
は
任
運
無
作
の
如
来
の
作
用
な
り
。
故
に
浄
土
の
一
切
の
荘
巌
は
自
然
無
作
の
作
智
の
願

現
な
り
。
経
に
其
の
相
を
示
し
て
、

観
経
に
、
阿
調
陀
悌
身
無
量
退
、
是
凡
夫
心
力
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
阿
輔
陀
僻
紳
通
如
意
に
し
て
十
方
園
に
於
て
襲

現
自
在
に
し
て
、
或
は
大
身
を
現
ず
れ
ば
虚
空
中
に
満
ち
、
或
は
小
身
を
現
ず
れ
ば
丈
六
八
尺
な
り
と
。

に
、
依
報
の
如
来
作
智
自
然
襲
作
の
相
を
読
い
て
、

ま
た
大
経

其
の
園
土
自
然
の
七
賓
合
成
し
て
地
と
震
る
。
快
廓
臆
蕩
に
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
。
又
自
然
の
佼
柴
あ
り
て
法
品
目

に
非
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。
又
七
費
宮
股
一
切
荘
巌
自
然
化
成
な
り
。
又
衆
聖
が
賓
池
に
入
る
に
意
に
水
を
し
て
足
を

渡
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
水
即
ち
足
を
混
む
。
等
乃
至
、
自
然
に
一
意
に
随
ひ
て
紳
を
聞
き
韓
を
悦
ば
し
め
心
垢
を
蕩
除

し
、
清
明
機
潔
に
し
て
浮
き
こ
と
形
な
き
が
如
し
。
叉
波
は
自
然
の
妙
聾
を
揚
ぐ
、
但
自
然
快
柴
の
一
音
の
み
あ
り
故
に

安
柴
と
名
づ
く
。
又
宮
殿
衣
服
飲
食
衆
妙
華
香
荘
巌
の
具
猶
し
第
六
天
の
自
然
の
物
の
如
し
。
若
し
食
せ
ん
と
欲
せ
ば

七
賓
の
孟
器
自
然
に
前
に
在
り
。
百
味
の
飲
食
自
然
に
盆
浦
す
。
此
の
食
貨
に
食
す
る
も
の
な
し
。
但
色
を
見
香
を
聞 成所作智323 



い
て
意
に
食
せ
り
と
以
爵
へ
ば
自
然
に
飽
足
す
。
身
心
柔
軟
に
し
て
味
著
す
る
こ
と
な
し
。
事
己
れ
ば
化
し
去
る
。
復

彼
の
併
の
園
土
清
海
安
穏
に
し
て
微
妙
快
楽
、
無
篤
泥
湿
の
道
に
次
げ
り
。
其
の
諸
の
聾
聞
菩
薩
天
人
智
蓑
高
明
に
、

紳
通
洞
達
し
て
威
く
同
一
類
に
し
て
形
異
肱
な
し
。
但
し
儀
方
に
閤
順
す
る
が
故
に
天
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端
正
に
し

て
世
に
超
え
て
希
有
な
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
天
に
非
ず
人
に
非
ず
。
皆
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
瞳
を
受
く
、
と
。
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浄
土
五
妙
境
界
即
ち
感
魔
的
の
目
に
其
の
色
を
覗
、
耳
に
其
の
一
音
を
聴
き
、
鼻
に
其
呑
を
嘆
ぎ
、
舌
に
其
の
味
を
嘗

め
、
身
に
燭
る
も
の
、
是
等
は
皆
如
来
作
智
の
内
外
に
願
現
し
た
る
も
の
な
り
。
個
々
の
感
費
に
作
智
が
顕
現
し
外
に

五
妙
の
境
と
な
り
、
微
妙
の
心
象
態
に
顕
現
す
。
個
々
よ
り
は
能
感
の
心
と
所
感
の
境
と
は
内
外
に
別
つ
如
き
の
観
あ

る
も
、
某
の
賓
は
如
来
の
作
智
の
南
方
面
に
現
じ
た
る
に
外
な
ら
ず
。

一
大
心
霊
に
属
す
る
作
智
は
自
然
に
不
可
思
議
の
妙
用
あ
り
て
、
摩
尼
天
鼓
の
思
意
に
よ
ら
ず
し
て
自
ら
事
を
成
ず

る
加
く
な
り
。
内
外
に
願
現
す
る
作
智
の
妙
用
を
知
ら
ず
し
て
、
人
海
土
の
読
相
を
き
L

て
天
然
界
の
経
験
界
に
等
し

く
、
数
多
の
太
陽
系
を
超
え
て
彼
岸
に
物
質
的
に
存
在
せ
り
と
謂
ふ
は
甚
だ
謬
り
な
り
。
其
の
寅
、
作
智
周
遍
す
る
故

に
、
衆
生
無
明
垢
質
除
き
て
、
作
智
に
よ
り
て
自
己
の
感
性
霊
化
す
る
時
、
鹿
と
し
て
清
掃
園
土
妙
色
荘
厳
な
ら
ざ
る

な
き
を
観
見
す
る
こ
と
を
得
ベ
し
。

浄
土
と
は
如
来
作
智
の
現
象
に
し
て
、
衆
生
作
智
に
霊
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
L

現
は
す
心
象
な
り
。



く 2)

成
所
作
智

成
所
作
智
の
作
用
に
て
、

自
然
と
心
震
の
雨
界
に
涛
妙
食
識
と
現
は
る
れ
。

成
所
作
智
と
は
主
観
と
客
観
と
の
感
受
作
用
な
り
。
主
観
と
し
て
は
生
物
の
五
識
の
感
受
作
用
に
て
、
客
観
と
し
て

は
色
聾
等
の
五
塵
の
現
象
な
り
。
能
感
の
心
と
所
感
の
境
と
は
本
同
じ
く
作
智
に
し
て
南
面
現
な
り
。

一
法
界
中
の
一
方
面
を
自
然
界
と
名
づ
け
、
他
の
方
面
を
心
霊
界
と
名
づ
く
。
自
然
界
は
凡
夫
の
所
感
に
し
て
、
心

霊
界
は
聖
者
の
所
照
な
り
。
凡
夫
の
所
感
は
危
識
な
る
五
塵
に
し
て
、
聖
者
の
所
照
は
勝
妙
な
る
五
塵
な
り
。

頭
に
日
く
、
五
塵
五
識
は
こ
と
ん
\
く

鏡
智
は
一
大
観
念
態
の
組
相
に
し
て
、
作
智
は
色
聾
等
の
別
相
な
り
。
ま
た
主
観
の
方
は
、
観
念
は
線
に
て
、
感
費

は
唯
外
界
と
の
閥
係
に
よ
り
て
其
の
作
用
を
起
す
。

感
受
の
本
質
を
論
ず
る
に
、
賓
在
論
者
、
観
念
論
者
、
卒
行
論
者
あ
り
。
寅
在
論
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
感

売
は
客
観
の
事
物
即
ち
色
墜
等
の
質
性
を
吾
人
が
寅
に
感
売
す
と
。
感
受
は
物
理
的
と
精
神
的
と
の
こ
要
素
を
含
む
。

一
方
は
身
障
と
他
は
精
神
、
即
ち
或
外
界
一
の
物
質
刺
戟
を
感
費
榊
鰹
の
末
梢
に
受
け
て
、
之
を
脳
に
惇
へ
、
精
神
の
反

成所作智325 



動
と
し
て
起
す
心
理
作
用
、
即
ち
物
質
の
分
子
運
動
が
吾
人
の
官
能
を
刺
戟
し
、
精
神
が
之
を
受
け
て
一
の
感
費
を
な

す
。
極
端
な
る
物
理
挙
者
の
如
き
は
、
勢
力
襲
化
の
理
を
感
賓
と
其
刺
戟
と
の
関
係
に
慮
用
し
、
心
の
働
き
凡
て
紳
経

に
外
な
ら
ず
と
。
例
へ
ば
音
響
の
分
子
運
動
が
鼓
膜
に
達
し
て
、
其
勢
力
が
紳
経
の
力
と
な
り
て
脳
に
俸
は
り
て
感
費

生
ず
と
。
故
に
感
受
は
物
力
の
襲
態
に
外
な
ら
ず
と
。
怨
る
唯
物
論
者
は
決
し
て
相
待
的
関
係
の
解
揮
を
す
る
こ
と
を

得
ず
。
物
理
的
運
動
の
原
因
が
心
理
的
感
費
の
結
果
を
生
ず
と
は
奇
な
ら
ず
や
、
殊
に
況
や
宗
教
は
生
理
的
の
感
費
即

ち
肉
眼
等
に
限
ら
ず
、
心
眼
等
を
も
て
感
費
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
唯
物
論
者
の
見
解
は
遁
せ
ざ
る

な
り
。
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次
に
観
念
論
者
は
、
客
観
界
感
費
な
る
も
の
は
、
物
質
其
物
に
あ
ら
ず
し
て
、
主
観
精
神
の
形
式
を
客
観
化
し
て
、

物
質
の
五
鹿
の
境
と
現
ず
。
自
己
の
主
観
的
形
式
を
離
れ
て
物
質
に
感
費
あ
る
こ
と
な
し
。
幻
境
夢
現
の
如
き
は
物
質

的
賓
在
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
全
く
其
現
象
が
感
費
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

唯
物
論
と
唯
心
論
、
何
れ
に
し
て
も
一
方
に
偏
す
る
も
の
は
全
く
其
嘗
を
え
ず
。
物
心
一
元
論
に
進
み
て
物
心
卒
行

論
あ
り
。
謂
く
一
切
の
心
意
過
程
は
之
に
卒
行
し
て
件
起
す
る
物
質
過
程
あ
り
。
ま
た
物
質
過
程
に
は
之
と
件
起
す
る

心
意
過
程
あ
り
。
例
せ
ば
物
質
の
運
動
即
ち
空
気
の
波
動
は
紳
経
の
末
端
を
刺
戟
し
、
之
を
脳
に
達
す
れ
ば
、
此
空
気

の
運
動
に
卒
行
件
起
す
る
心
意
過
程
に
感
費
と
現
は
る
。
普
遍
的
不
行
論
は
感
費
の
根
底
を
護
見
す
。
い
か
に
と
な
れ



ば
物
心
は
雨
田
に
し
て
物
の
裏
に
は
必
ず
心
あ
り
。
市
し
て
此
両
面
の
賓
在
員
相
を
示
す
も
の
は
心
に
し
て
物
質
は
其

外
面
の
現
象
に
過
ぎ
ず
。
内
性
は
心
に
し
て
外
象
は
物
、
物
心
一
盟
。
心
に
寓
象
と
一
意
志
あ
り
。
心
の
現
象
た
る
物
質

あ
れ
ば
力
の
活
動
あ
り
。
内
的
一
意
志
は
即
ち
外
界
に
物
の
運
動
に
な
り
、
動
力
は
即
ち
一
意
志
な
り
。
例
へ
ば
太
陽
の
力

に
よ
り
て
、
地
球
に
分
子
運
動
を
起
し
光
と
熱
と
に
な
り
、
引
力
に
よ
り
て
重
力
固
形
髄
と
な
る
如
き
、
す
べ
て
物
力

な
る
も
の
は
内
性
の
一
意
志
な
り
と
云
へ
り
。
一
一
意
志
的
運
動
に
よ
り
て
客
観
的
観
念
即
ち
物
象
な
れ
ば
、
力
の
分
子
運
動

即
ち
客
観
の
感
莞
な
り
。
能
感
莞
の
心
と
所
感
畳
の
五
塵
と
は
、

一
睦
の
雨
面
的
現
象
、
す
べ
て
之
を
作
智
の
作
用
と

す
。吾

人
の
感
費
は
唯
自
然
現
象
界
に
封
し
て
の
み
之
を
見
聞
す
。
然
れ
ど
も
是
作
智
の
全
憶
に
あ
ら
ず
し
て
唯
一
面
に

過
ぎ
ず
。

物
質
の
分
子
運
動
あ
れ
ば
、
必
ず
こ
れ
を
五
官
に
射
し
て
感
費
を
な
さ
し
む
。
分
子
運
動
は
極
め
て
微
細
な
る
も
の

に
至
つ
て
は
、
吾
人
の
見
聞
の
及
ば
ざ
る
慮
、
た
と
へ
ば
分
子
な
る
も
の
は
人
の
見
る
こ
と
能
は
ず
。
織
の
中
に
あ
り

て
ア
ト
ム
は
不
断
に
運
動
す
。
極
微
分
子
相
組
問
る
た
め
に
一
音
撃
を
裂
す
れ
ど
も
吾
人
は
こ
れ
を
聴
く
こ
と
能
は
ざ
る
が成所作智

円
μ
/
O

,E1 

作
知
日
の
妙
用
は
賓
に
こ
の
自
然
界
に
於
て
、
い
か
な
る
慮
に
於
て
も
行
は
れ
つ
L

あ
れ
ど
も
、
吾
人
の
官
能
は
愈
に
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し
て
普
く
こ
れ
を
感
費
す
る
能
は
ず
。

此
器
械
的
の
肉
の
感
費
を
超
え
て
天
眼
等
の
五
官
を
も
っ
て
せ
ば
、
自
然
界
に
行
は
れ
つ
L

あ
る
作
智
の
妙
用
は
一
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層
深
遠
な
り
と
す
。
然
れ
ど
も
肉
眼
と
天
眼
等
の
感
能
は
自
然
界
の
現
象
に
糾
問
し
て
、
食
と
妙
な
る
の
別
あ
る
の
み
に

し
て
、
未
だ
猶
一
層
高
等
な
る
微
妙
な
る
心
霊
界
に
於
け
る
作
智
の
妙
用
を
誼
す
る
能
は
ず
。

法
界
は
本
一
睡
に
し
て
相
た
る
智
用
の
方
面
よ
り
窺
ふ
時
は
重
々
無
壷
に
感
費
の
相
が
行
は
れ
つ

L

あ
り
。
若
し
心

眼
開
護
す
る
時
は
心
霊
界
に
勝
妙
五
塵
の
境
界
あ
り
。
一
法
界
は
本
よ
り
婆
婆
に
即
し
て
寂
光
土
、
機
土
と
慮
異
る
に

あ
ら
ず
。
作
智
は
自
然
界
に
常
恒
に
行
は
れ
つ

L

あ
る
如
く
心
盤
界
に
も
行
は
る
。
一
法
界
中
に
在
っ
て
各
其
機
能
に

障
っ
て
感
魔
を
異
に
す
。
警
へ
ば
青
眼
鏡
を
も
て
向
ふ
時
は
物
と
し
て
青
色
な
ら
ざ
る
は
な
き
が
如
く
、
吾
人
が
此
器

械
的
の
肉
眼
を
も
て
、
世
界
は
賓
に
是
の
如
し
と
感
ず
。
吾
人
人
類
の
外
に
い
か
に
法
界
を
感
費
し
つ
L

あ
る
や
は
、

吾
人
の
経
験
す
べ
か
ら
ざ
る
慮
。
然
れ
ど
も
若
し
心
眼
を
聞
く
と
き
は
、
霊
界
微
塵
の
五
塵
を
賓
験
す
る
こ
と
を
う
ベ

し
。
唯
識
論
に
一
水
四
見
の
轍
を
も
て
斯
理
を
詮
す
。
一
水
四
見
の
曹
と
は
、
吾
人
人
類
が
水
と
感
ず
る
物
は
、
水
族

即
ち
魚
類
等
に
は
空
気
の
如
く
に
見
え
、
若
し
餓
鬼
道
の
衆
生
の
矯
め
に
は
熱
河
に
感
じ
て
、
天
人
の
震
に
は
瑠
璃
費

地
と
認
む
と
の
例
の
如
〈
、
一
賓
法
界
中
の
作
智
の
妙
用
種
々
に
費
易
す
る
。
プ
ラ
ト
ー
が
常
人
の
費
め
た
る
所
は
賢

人
の
夜
に
て
、
賢
人
が
闇
黒
と
見
る
方
を
常
人
は
明
り
と
調
へ
り
。
肉
眼
を
も
て
自
然
界
を
経
験
す
る
の
外
に
、
こ
E
A



に
在
て
霊
界
を
賓
験
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
人
の
痛
に
は
、
美
天
園
を
超
然
た
る
彼
岸
か
ま
た
は
十
高
億
土
の
西
方
に
在

り
と
す
。
若
し
心
眼
聞
き
し
人
の
痛
に
は
阿
覇
陀
併
園
去
此
不
遠
と
読
く
。
(
一
一
良
忠
上
人
の
一
意
)

樺
迦
併
陀
は
肉
眼
を
以
て
は
吾
人
と
同
じ
く
婆
婆
界
を
見
る
。
同
じ
く
此
土
に
在
っ
て
悌
眼
を
も
っ
て
は
寂
光
浄
土

微
妙
の
荘
巌
の
相
を
知
見
し
給
ふ
。
さ
れ
ば
法
華
経
に
、
我
は
三
界
の
如
く
に
三
界
を
見
ず
、
如
貨
に
三
界
の
相
を
知

見
す
と
。

心
霊
界
の
方
面
に
於
い
て
、
法
眼
を
も
っ
て
は
、
十
方
法
界
一
切
慮
の
微
妙
の
五
塵
清
浄
園
土
、
是
諸
の
三
賢
日
上

七
地
己
下
の
菩
薩
の
所
見
。
宇
宙
を
議
し
て
一
心
法
界
無
相
国
明
の
員
空
界
、
一
切
の
勝
妙
の
五
塵
を
も
超
絶
せ
る

は
、
八
地
空
位
の
菩
薩
の
所
見
。
空
有
費
べ
照
し
、
一
員
法
界
に
在
っ
て
無
量
の
荘
巌
を
知
見
し
、
一
塵
に
無
量
の
悌

剰
を
見
、
重
々
無
蓋
に
互
映
し
て
窮
り
な
き
能
感
と
及
び
所
感
な
る
は
即
ち
悌
眼
な
り
。
併
界
を
遠
き
彼
岸
に
求
む
べ

か
ら
ず
、
併
眼
聞
く
慮
に
願
は
れ
ん
。

自
然
界
の
客
観
の
五
塵
と
、
主
観
の
感
費
と
、
ま
た
心
霊
界
に
行
は
る
L

物
心
の
感
費
と
は
、
共
に
作
智
の
異
方
面

成所作智

現
象
な
り
。

宗
教
は
終
局
は
心
蜜
界
の
悌
眼
俳
土
を
得
る
を
目
的
と
す
。
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肉

眼
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顔
に
云
く
、
成
所
作
智
の
妙
用
は

自
然
界
に
行
は
れ

肉
と
天
と
の
五
官
に
て

食
妙
の
五
塵
感
ず
な
れ

自
然
界
の
現
象
た
る
一
切
の
客
観
界
な
る
感
費
、
即
ち
青
責
等
の
色
塵
、
宮
商
等
の
聾
塵
、
香
臭
の
塵
、
甘
苦
の
味

塵
、
冷
援
の
燭
塵
等
は
す
べ
て
客
観
的
物
質
の
分
子
運
動
の
現
象
な
り
。
客
観
に
こ
の
分
子
運
動
あ
る
も
、
若
し
主
観

の
五
官
的
機
能
な
か
ら
ん
か
、
す
べ
て
の
感
費
の
象
あ
る
こ
と
な
し
。
こ
の
能
感
と
所
感
と
は
同
じ
く
作
智
の
雨
現
象

な
り
と
は
己
に
論
じ
た
り
き
。

自
然
界
に
於
け
る
主
観
の
感
費
に
二
種
あ
り
。
肉
的
五
根
と
及
び
天
的
五
根
な
り
。
肉
的
五
根
と
は
即
ち
眼
耳
鼻
舌

身
の
感
魔
作
用
な
り
。
ま
た
次
に
天
眼
天
耳
等
是
な
り
。

今
吾
人
が
肉
的
五
根
に
つ
き
て
自
然
界
の
現
象
を
説
明
せ
ん
に
、
先
づ
暫
く
吾
人
が
本
能
に
具
備
せ
る
五
官
を
も
っ

て
す
る
、
物
質
の
五
塵
の
分
子
の
刺
戟
に
よ
り
て
件
起
す
る
覗
聴
等
の
感
費
は
、
い
か
な
る
関
係
に
よ
る
や
と
云
ふ

に
、
肉
は
生
理
的
器
械
的
に
し
て
、
外
界
の
色
塵
的
極
微
の
分
子
が
眼
に
刺
戟
し
、
神
経
繊
維
に
よ
り
て
中
植
に
停
達

し
、
之
に
卒
行
せ
る
心
意
過
程
に
於
て
心
理
作
用
を
伴
起
し
、
こ
与
に
於
て
楓
費
生
ず
。
客
観
的
感
性
は
物
理
的
エ
l



テ
ル
の
媒
介
に
よ
り
、
弾
力
の
振
動
電
気
等
の
犀
迫
よ
り
振
動
す
る
分
子
運
動
の
刺
戟
よ
り
件
起
す
。

物
理
器
械
的
な
る
を
以
て
、
若
し
同
一
の
生
理
機
能
に
同
一
の
刺
戟
を
輿
ふ
る
時
は
、
同
一
の
感
費
を
生
ず
ベ
し
。

然
れ
ど
も
生
理
的
官
能
は
生
物
護
達
の
程
度
に
随
っ
て
、
必
ず
し
も
同
一
な
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
最
下
等
の
生
物
に

至
つ
て
は
感
魔
作
用
の
鈍
き
こ
と
は
勿
論
な
り
。

吾
人
の
肉
眼
等
は
生
理
的
機
能
な
る
を
以
て
、
全
〈
生
理
的
に
便
利
の
方
に
作
用
成
せ
り
。
こ
の
生
理
的
に
着
色
拘

摸
せ
ら
れ
た
る
感
魔
な
れ
ば
、
吾
人
は
自
己
の
感
魔
を
も
て
自
然
界
に
劃
し
て
賓
相
を
感
ず
と
謂
へ
り
。
蓋
し
未
だ
巳

上
の
感
能
開
設
せ
ざ
る
震
の
み
。
吾
人
が
現
在
の
感
魔
の
主
観
と
客
観
と
は
一
分
に
過
ぎ
ず
。

天
眼
等
の
五
官
に
よ
り
て

吾
人
は
肉
眼
等
の
五
官
を
も
っ
て
、
自
然
界
中
に
行
は
れ
つ
L

あ
る
作
智
の
用
を
知
れ
り
。

次
に
ま
た
天
眼
等
を
も
っ
て
は
自
然
界
に
行
は
る
べ
き
感
畳
作
用
に
よ
り
て
作
智
の
一
大
用
を
謹
せ
ん
。
天
眼
等
の

成所作智

五
官
と
し
て
主
観
と
客
観
と
に
現
ず
る
用
は
肉
眼
の
如
く
器
械
的
な
ら
ず
。
天
眼
的
感
莞
は
自
己
の
精
神
と
天
然
即
ち

自
然
と
一
致
す
る
時
に
紳
通
感
醸
し
て
、
自
然
界
中
の
遠
隔
の
地
に
あ
る
事
物
を
見
聞
す
る
こ
と
を
う
。
本
来
斯
の
如331 

き
感
質
的
作
用
は
自
然
界
中
に
存
在
す
る
作
智
の
妙
用
に
存
す
れ
ど
も
、
個
人
感
麿
が
之
と
相
臆
せ
ざ
る
が
故
に
こ
の



作
用
な
き
な
り
。
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催
眠
的
心
力
感
臆
の
如
き
は
術
者
が
、
被
術
者
を
し
て
幻
費
に
よ
り
て
他
郷
の
事
を
見
聞
せ
し
む
る
如
き
吋
ま
た
熱

火
を
冷
涼
と
感
ぜ
し
め
、
人
格
を
更
換
し
、
種
々
の
感
費
作
用
を
な
さ
し
む
る
如
き
は
、
物
理
拳
的
の
み
に
て
は
解
し

難
き
な
り
。
精
神
共
通
し
感
臆
に
よ
り
て
こ
の
作
用
あ
り
。

俳
教
の
天
眼
天
耳
は
居
な
が
ら
に
し
て
千
里
の
地
を
見
聞
し
、
他
心
通
は
他
人
の
心
事
を
能
く
讃
み
う
る
。
是
ら
の

理
は
い
か
に
し
て
此
と
彼
と
感
臆
す
る
や
と
な
ら
ば
、
個
々
物
質
的
に
は
別
々
な
れ
ど
も
其
形
而
上
の
理
に
於
て
は
同

じ
く
一
大
精
紳
界
中
の
個
々
に
し
て
、
作
智
の
妙
用
に
よ
り
て
こ
れ
を
可
能
と
す
。

吾
人
が
生
ま
れ
た
る
ま
与
の
心
意
は
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
生
理
の
本
能
的
に
感
費
し
う
る
外
に
見
聞
の
用
を
な

す
能
は
ず
。
若
し
精
紳
修
行
の
結
果
で
、
作
智
の
用
が
生
得
己
上
に
達
す
る
時
は
自
然
を
使
用
す
。
本
能
の
感
費
は
自

然
に
使
用
せ
ら
る
。
自
然
を
使
用
す
る
が
故
に
意
に
障
っ
て
、
自
然
界
の
事
物
を
生
理
機
能
の
肉
眼
に
籍
ら
ず
し
て
見

る
こ
と
を
得
。
そ
れ
と
同
じ
例
は
賓
行
的
理
性
の
道
徳
意
志
も
、
天
然
素
杯
の
人
は
自
然
と
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
、

性
癖
や
習
慣
の
痛
に
意
志
の
自
由
を
得
ず
。
然
る
に
遁
徳
的
意
志
が
護
達
す
る
時
は
、
意
志
自
由
と
な
り
て
、
自
我
が

自
己
の
気
質
に
も
習
慣
に
も
う
ち
勝
っ
て
己
を
制
す
る
こ
と
を
う
る
如
し
。

認
識
に
も
自
然
の
規
定
の
許
さ
ざ
る
物
在
を
、
自
ら
見
ん
と
欲
せ
ば
見
る
こ
と
を
う
。
精
神
護
達
の
結
果
は
自
然
の



規
定
を
超
え
て
自
由
な
る
感
費
を
成
し
う
。
天
然
素
朴
の
人
は
自
然
に
産
出
せ
ら
れ
た
る
嬰
児
に
し
て
、
認
識
に
て
も

寅
行
に
し
て
も
未
だ
自
由
を
得
ざ
る
な
り
。

進
み
て
天
眼
を
腫
達
し
た
る
人
は
、
自
然
を
規
定
せ
る
天
則
の
理
性
と
自
己
の
心
性
と
は
同
一
な
れ
ば
、
自
己
の
作

智
は
即
ち
自
然
界
の
作
智
な
れ
ば
、
震
に
随
っ
て
自
然
界
の
事
物
を
見
聞
す
る
こ
と
を
う
。

併
在
世
の
ア
ラ
カ
ン
及
び
一
紳
通
を
得
た
る
人
の
五
識
が
、
よ
く
、
通
達
せ
る
こ
と
肉
眼
の
及
ば
ざ
る
慮
、
是
本
よ
り
作

智
の
妙
用
が
自
然
界
に
行
は
る

L

こ
と
は
、
彼
此
の
感
臆
作
用
が
感
莞
と
な
り
〆
ま
た
能
感
費
の
作
用
は
行
は
れ
あ
る

も
肉
器
械
が
之
を
感
費
し
能
は
ざ
る
の
み
。
最
も
精
明
な
る
望
遠
鏡
は
肉
眼
の
一
千
高
倍
の
距
離
を
望
み
う
る
と
。
若

し
其
鏡
よ
り
も
高
億
借
の
度
な
る
鏡
な
し
と
云
ひ
う
ベ
け
ん
や
。
自
然
界
に
自
然
律
と
し
て
行
は
れ
あ
る
作
智
の
作
用

は
、
宇
宙
を
壷
し
て
一
切
の
寓
物
が
栢
互
に
感
慮
し
、
乃
至
重
々
無
壷
に
感
慮
す
べ
き
理
は
本
来
有
す
れ
ど
も
、
吾
人

が
肉
眼
の
器
械
は
拙
劣
に
し
て
こ
の
閥
係
を
明
瞭
に
せ
ざ
る
の
み
。
作
智
の
妙
用
は
無
謹
な
れ
ど
も
吾
人
の
器
械
が
有

限
な
る
な
り
。

天
眼
等
を
以
て
ま
た
望
遠
鏡
な
ど
を
以
て
も
、

ベ
し
。

一
分
自
然
界
に
行
は
れ
つ
つ
あ
る
作
智
の
用
を
謹
明
す
る
こ
と
を
得成所作智

叉
天
的
感
莞
と
は
諸
の
発
天
等
の
境
界
な
り
。
色
界
無
色
界
が
那
漫
に
存
在
す
る
や
は
今
の
論
に
あ
ら
ず
。
四
騨
と333 



回
無
色
定
を
修
す
る
行
者
が
、
深
輔
定
に
入
っ
て
一
切
の
外
界
の
五
塵
に
封
す
る
感
畳
は
滅
し
、
四
輔
の
静
慮
澄
浄
と

し
て
十
方
洞
か
に
し
て
、
有
漏
輯
定
の
光
明
普
く
十
方
に
偏
し
、
自
己
と
天
と
融
合
し
榊
心
恰
柴
歓
喜
自
然
の
妙
柴
を

334 

感
じ
、
色
究
寛
天
の
如
き
は
経
に
、
群
機
を
究
寛
し
色
性
の
性
を
究
め
て
無
遺
際
に
入
る
。
人
間
の
五
塵
の
分
別
を
離

れ
て
五
識
を
去
り
澄
浄
な
る
大
虚
に
同
じ
け
れ
ば
な
り
。
無
色
定
と
は
無
色
と
は
前
の
色
究
寛
定
に
て
一
切
の
五
塵
の

境
界
は
巳
に
空
じ
て
亡
じ
、
日
に
す
べ
て
空
し
く
主
観
の
心
の
み
。
空
慮
天
と
は
、
す
べ
て
の
分
別
の
一
一
意
識
が
な
く
な

り
て
、
無
意
識
に
な
る
を
空
慮
と
云
ひ
空
と
云
ふ
。
識
無
遠
慮
は
幽
玄
な
る
樟
定
の
心
の
み
あ
り
て
宇
宙
に
遁
漏
し
、

失
に
無
所
有
庭
と
は
深
き
禅
定
心
の
み
に
し
て
、
食
想
の
心
な
き
故
に
無
所
有
慮
と
云
ふ
。
次
に
非
想
非
々
想
と
は
微

細
な
る
想
念
の
み
に
し
て
静
慮
心
の
微
妙
の
極
ま
れ
る
慮
、
即
ち
是
有
漏
の
紳
識
に
し
て
は
最
も
幽
玄
な
る
紳
秘
的
霊

の
相
な
り
。

是
ら
は
静
慮
三
昧
中
の
所
観
の
境
に
し
て
、
も
ろ
/
\
の
凡
夫
有
漏
定
中
の
極
な
り
。
此
紳
秘
的
観
念
界
は
自
然
界

の
感
費
は
感
ぜ
ざ
れ
ど
も
定
中
に
自
然
に
微
細
の
感
畳
に
比
す
べ
き
も
の
あ
り
。
こ
れ
ら
を
天
的
五
識
の
境
と
名
づ

ノ
く
、
。

心
思
界
の
十
ニ
慮
十
八
界



頭
に
日
く
、
心
霊
界
に
作
智
の
用

勝
妙
五
塵
の
霊
界
と

法
慧
二
限
聞
く
と
き

清
浄
員
天
と
顕
現
す

自
然
界
に
自
然
の
理
法
と
し
て
感
麿
作
用
行
は
れ
つ
L

あ
る
う
ち
、
肉
眼
は
生
理
的
機
能
、
器
械
的
に
し
て
感
畳
作

用
狭
少
に
し
て
、
天
眼
は
自
然
と
一
致
す
る
が
故
に
無
限
な
る
こ
と
を
明
せ
り
。
次
に
進
ん
で
作
智
が
心
霊
界
に
行
は

る
L

こ
と
を
明
さ
ば
、

法

眼
(
法
身
菩
薩
の
所
感
)

肉
眼
は
肉
身
に
相
躍
す
る
と
同
じ
く
、
法
眼
法
耳
は
法
身
と
相
雁
す
。
こ
れ
が
所
感
の
境
界
を
清
掃
界
と
名
づ
く
べ

し
。
肉
眼
が
自
然
界
に
於
て
極
微
の
分
子
動
を
明
か
に
感
畳
す
る
如
く
、
法
眼
等
は
心
霊
界
の
妙
色
荘
巌
等
の
五
塵
を

感
費
す
。
肉
眼
が
自
然
の
子
た
る
如
く
、
法
眼
は
心
霊
作
智
の
子
た
り
。
備
眼
等
は
作
智
の
自
己
に
し
て
全
く
一
致
し

た
る
慮
。

成所{乍智

一
員
法
界
に
は
自
然
界
と
心
霊
界
と
は
本
一
盟
の
異
現
象
に
し
て
、
五
日
人
が
目
撃
す
る
慮
の
自
然
界
は
愈
械
な
れ
ば

此
を
去
っ
て
遠
き
彼
岸
に
清
浄
園
土
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
法
眼
聞
く
慮
に
浄
土
の
門
は
闘
け
ん

Q

微
妙
の
荘
厳
は
額
は

れ
ん
。
経
に
、
阿
調
陀
仰
去
此
不
遠
、
浄
業
成
ず
る
も
の
は
観
る
こ
と
を
得
ん
と
。
人
々
悉
く
自
修
し
て
其
の
員
理
を335 



認
め
よ
。
古
聖
我
を
欺
か
ざ
る
を
謹
せ
ん
。
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心
霊
界
の
荘
巌
は
、
自
然
の
感
費
界
を
超
え
て
、
超
感
費
の
慧
眼
と
相
醸
せ
る
一
心
法
界
に
至
る
と
き
は
、
超
時
間

超
空
間
超
感
費
な
り
。
而
し
て
其
心
霊
界
に
ま
た
勝
妙
な
る
五
塵
の
霊
界
願
現
す
。
濁
逸
の
ポ
l

ル
ゼ
ン
日
く
、
宗
教

は
一
た
び
捨
て
た
る
感
魔
界
を
ま
た
高
速
な
る
彼
こ
に
勝
れ
た
る
感
費
世
界
を
再
び
立
つ
る
と
。
明
の
智
旭
師
日
く
、

問
て
日
く
、
寂
光
浄
土
に
は
理
智
の
光
の
み
に
し
て
五
塵
の
相
あ
る
な
け
ん
。
答
て
日
く
、
爾
ら
ず
、
若
し
寂
光
に
勝

妙
の
五
塵
な
く
ん
ば
、
何
ぞ
そ
れ
偏
員
に
異
な
ら
ん
。

霊
界
作
智
の
用
に
法
眼
等
の
五
識
は
、
作
智
の
全
に
あ
ら
ず
し
て
分
な
り
。
是
法
身
菩
薩
の
境
界
な
れ
ば
な
り
。
若

し
如
来
地
に
入
る
と
き
は
全
く
作
智
を
自
己
と
し
て
、
自
ら
作
智
の
能
所
一
致
し
て
自
由
を
得
た
り
。
起
信
論
に
作
智

の
菩
薩
に
劃
す
る
相
を
読
い
て
日
く
、
員
如
の
用
と
は
即
ち
自
然
に
不
可
思
議
の
業
種
々
の
用
あ
り
。
員
如
と
同
じ
く

一
切
慮
に
備
す
、
然
れ
ど
も
用
相
の
得
ベ
き
有
る
こ
と
な
し
。

慧
眼
の
墳
と
し
て
の
作
智

心
霊
界
が
法
眼
の
境
と
し
て
は
勝
れ
た
る
五
塵
の
境
界
と
し
て
感
費
す
る
な
り
。
進
ん
で
慧
眼
等
の
劃
象
と
し
て
の

作
智
の
用
は
い
か
に
と
な
れ
ば
、
前
の
自
然
界
の
物
的
の
感
費
を
超
え
、
ま
た
心
霊
界
の
妙
感
畳
を
超
ゆ
る
時
は
、
非



物
質
非
感
費
、
直
観
的
に
一
睡
観
の
如
き
感
あ
り
。
時
間
空
間
因
果
律
に
し
た
が
っ
て
現
ず
る
慮
の
自
然
の
物
質
的
感

費
を
超
え
、
ま
た
潟
象
の
漣
績
的
説
話
的
を
超
え
て
、
純
粋
な
る
形
式
直
観
な
る
は
、
一
大
国
相
、
十
方
洞
然
と
し
て

虚
徹
霊
通
、
内
に
非
ず
、
外
に
非
ず
、
巾
聞
に
非
ず
、
一
切
差
別
の
相
を
離
れ
、
絶
封
唯
一
、
智
蓑
の
光
明
、一
切
の

用
相
を
離
れ
た
る
自
性
天
員
。

慧
眼
に
は
能
感
所
感
な
く
、
本
来
一
艦
、
自
己
の
直
観
同
一
智
蓄
の
故
に
劃
象
の
現
ず
べ
き
な
し
。

慧
眼
に
よ
り
て
一
大
心
霊
界
員
境
現
前
す
る
時
、
一
切
の
感
費
揖
紐
し
、
擾
々
た
る
蔦
物
紛
綜
た
る
塵
累
は
夢
幻
泡

露
の
戯
論
絶
え
て
、
一
切
の
約
束
を
脆
し
、
紐
掛
無
規
の
新
天
地
を
護
見
せ
り
。

慧
眼
は
無
碍
に
し
て
肉
眼
所
封
の
寓
象
を
通
じ
て
墨
硬
な
し
。
擾
々
た
る
高
物
は
慧
眼
を
障
る
能
は
ず
。
吾
人
慧
眼

を
以
て
賓
相
を
観
ず
る
時
は
一
員
法
界
顧
然
た
り
。
法
界
一
切
の
山
河
大
地
よ
り
乃
至
塵
数
の
園
土
天
瞳
に
羅
列
せ
る

も
、
生
滅
鱒
襲
の
物
は
悉
く
一
員
法
界
の
片
影
に
過
ぎ
ぬ
。
凡
夫
の
夜
と
す
る
慮
は
聖
人
の
重
た
り
。
慧
眼
に
よ
り
て

一
心
法
界
の
本
質
を
直
観
す
。

成所作智

諸
の
聾
聞
縁
魔
の
二
乗
が
浬
繋
地
と
固
執
せ
る
備
員
の
空
理
は
蓑
眼
の
消
極
的
方
面
な
り
。
浄
心
を
得
た
る
菩
薩
の

所
見
は
微
妙
に
し
て
轄
勝
れ
た
り
と
。
業
識
で
ふ
分
を
離
れ
て
は
能
見
の
心
と
所
見
の
境
と
一
致
し
て
見
相
な
し
。
諸

備
の
慧
は
此
彼
の
相
を
超
え
て
相
見
る
こ
と
な
し
。
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一
法
界
の
中
に
於
て
一
分
た
り
と
も
自
我
分
別
あ
る
が
故
に
此
に
封
し
て
彼
を
見
る
。
こ
の
相
待
を
離
る
与
が
放
に

紐
封
無
硬
な
り
。
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信
諭
に
、
若
し
見
を
趨
さ
ば
則
ち
不
見
の
相
あ
り
。
心
性
見
を
離
る
れ
ば
印
是
偏
照
法
界
の
義
。

見
不
見
の
相
待
を
絶
し
心
霊
と
一
致
す
る
時
は
法
界
遍
照
な
り
。

f搾

自慢
煩
日
く
、
作
智
の
妙
用
不
思
議
に
て

一
塵
無
量
の
土
を
現
じ

重
々
無
査
の
感
費
は

俳
眼
あ
り
て
相
麿
す

如
来
作
智
の
妙
用
は
自
然
界
に
も
心
霊
界
に
も
、
所
能
の
感
費
作
用
と
し
て
映
現
し
た
る
も
、
肉
と
天
眼
と
は
自
然

界
に
、
法
と
蓄
と
は
心
霊
界
に
。
然
れ
ど
も
未
だ
全
く
本
然
の
作
智
と
全
然
一
致
し
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
唯
其
分
に
鹿

じ
て
作
用
を
な
す
。
例
限
の
み
ひ
と
り
法
仰
自
然
の
作
智
と
全
然
一
致
し
た
る
慮
。

傍
眼
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
受
照
す
。
故
に
悌
眼
聞
く
時
は
常
寂
光
土
の
大
慧
光
明
界
中
に
衆
賓
荘
厳
の
事
相

を
現
ず
。

如
来
の
大
智
慧
は
無
濯
に
し
て
法
界
に
周
遁
す
る
と
共
に
、
無
査
の
微
妙
な
る
五
塵
の
勝
妙
荘
厳
守
}
現
じ
、
而
し
て



諸
の
菩
薩
の
法
眼
は
如
来
作
智
に
て
現
じ
た
る
も
の
を
能
感
費
す
。
併
眼
は
作
智
と
全
く
一
致
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
‘

自
ら
境
界
を
示
現
し
て
自
ら
感
費
す
。
諸
の
菩
薩
の
法
眼
は
報
身
如
来
が
他
に
受
用
せ
し
む
る
慮
の
相
を
感
費
す
る
の

み
。
併
眼
は
自
受
用
に
て
自
ら
現
じ
自
ら
感
ず
。
能
感
と
所
感
と
自
己
に
あ
り
。

無
壷
の
妙
用
。

傍
眼
は
法
書
二
限
を
統
一
し
費
照
す
る
が
故
に
一
塵
の
中
に
十
方
無
量
の
世
界
を
現
じ
、
而
し
て
こ
れ
を
見
る
。
一

塵
爾
る
が
如
く
一
切
塵
に
ま
た
一
切
併
土
を
見
る
。
経
に
、
於
一
微
塵
中
、
各
示
那
由
陀
無
数
諸
側
、
於
中
読
法
、

等
。
又
云
く
一
微
塵
所
示
現
、
一
切
微
塵
亦
如
是
、
等
。

五
根
互
用
。
国
融
無
碍
。

五
根
互
用
と
は
、
華
巌
に
如
来
の
五
根
は
大
小
無
碍
、

し
て
、
市
も
相
混
雑
せ
ず
し
て
諸
根
の
用
を
な
す
。

互
用
無
碍
。

一
々
の
根
が
皆
法
界
に
補
し
て
、
ま
た
見
聞
の
性
を
壊
せ
ず

六
根
互
に
相
用
ゐ
て
醍
げ
ず
、
即
ち
眼
根
を
以
て
見
聞
嘆
味
等
の
識
を
起
し
、
身
を
使
用
し
て
無
碍
な
り
。
ま
た
麿

機
無
碍
に
し
て
自
在
の
身
、
十
方
一
切
衆
生
の
震
に
膏
し
く
慮
じ
、
多
く
の
機
類
が
一
時
一
念
に
感
ず
る
も
、
身
ま
た

分
た
ず
し
て
普
く
現
ず
。
此
に
在
っ
て
彼
に
現
ず
る
こ
と
を
碍
た
げ
ず
。
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十
方
法
界
一
々
塵
に
十
方
依
正
を
現
ず
る
と
共
に
、
こ
れ
を
感
じ
、

妙
用
な
り
。

一
切
高
物
の
中
に
五
塵
を
現
ず
。
悉
く
作
智
の
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依
正
互
融
。

密
経
に
日
く
、
併
身
不
思
議
園
土
悉
く
中
に
在
り
。
又
一
毛
に
多
利
海
を
示
現
す
。

の
如
し
。
普
く
法
界
に
同
じ
。
又
一
毛
孔
内
に
難
思
の
利
一
切
園
土
所
有
の
塵
、
一
一
塵
中
併
皆
入
。
今
此
ら
の
文
に

よ
り
て
明
に
知
ん
ぬ
、
悌
身
及
衆
生
身
、
大
小
重
々
、
或
は
虚
空
一
法
界
を
以
て
身
量
と
錆
し
、
乃
至
一
切
大
小
の
身

士
、
互
に
内
外
と
な
り
、
互
に
依
正
と
漏
る
故
に
依
正
互
具
と
す
。

一
一
毛
現
ず
る
こ
と
悉
く
亦
是

如
来
の
五
根
と
及
び
所
感
の
五
塵
と
は
如
来
作
智
の
作
用
に
し
て
、
能
感
の
五
識
と
所
感
の
五
塵
と
一
睡
の
雨
面
現

な
れ
ば
、
能
所
の
異φ
め
る
こ
と
な
し
。
如
来
は
依
報
の
高
物
の
中
に
如
来
眼
あ
り
て
正
報
を
見
る
、
乃
ち
色
心
不
二
な
り
。

華
巌
に
日
く
、
法
界
一
切
高
物
の
中
に
、
自
然
に
併
、
中
に
在
し
て
、
常
恒
に
読
法
し
、
乃
至
、
不
思
議
を
示
現

す
。
是
の
如
き
説
法
と
不
思
議
の
業
用
と
は
、
如
来
唯
自
ら
之
を
見
聞
し
給
ふ
の
み
。
甚
深
微
妙
の
五
塵
は
如
来
自
ら

之
を
裂
し
て
自
ら
之
を
受
用
し
給
ふ
の
み
。
之
を
自
受
用
の
法
祭
と
云
ふ
。

三
世
常
恒
自
然
法
爾
の
作
用
は
唯
傍
輿
仰
の
境
界
、
如
来
成
所
作
智
の
作
用
な
り
。
之
を
併
の
五
根
に
劃
す
る
五
塵

の
境
と
し
、
作
智
の
全
部
と
す
。



自
然
界
霊
界
本
一
睦
の
爾
聞
と
は
巳
に
読
き
ぬ
。
向
重
ね
て
密
教
に
よ
り
て
之
を
記
さ
ば
、
此
二
界
を
彼
に
は
法
爾

随
縁
の
二
義
と
す
。
日
く
、
法
爾
と
は
法
例
如
来
自
性
の
境
界
、
一
切
の
五
妙
境
界
は
法
然
の
所
成
、
即
ち
法
併
の
依

正
是
な
り
。
大
日
鰹
に
大
日
世
隼
等
至
三
昧
に
於
て
卸
時
に
諸
併
の
園
土
地
卒
な
る
こ
と
掌
の
如
し
。
五
賓
間
錯
し
、

八
功
徳
水
芥
謹
盈
瀬
せ
り
。
無
量
衆
鳥
鴛
鷲
錦
鵠
和
雅
の
一
旦
与
を
出
す
。
時
華
雑
樹
敷
祭
せ
る
聞
に
無
量
の
祭
器
を
列
ね

自
然
に
韻
に
譜
ひ
其
聾
微
妙
に
し
て
人
聞
く
こ
と
を
祭
ふ
所
な
り
。
無
量
の
菩
薩
随
一
帽
所
感
の
宮
室
殿
堂
意
生
の
座
あ

り
。
如
来
信
解
願
力
の
所
生
な
り

υ

法
界
標
轍
の
大
蓮
華
王
を
出
現
し
て
、
如
来
法
界
性
身
其
中
に
安
住
せ
り
と
。

此
文
は
何
の
義
を
明
す
や
。
謂
く
、
二
義
あ
り
。
一
に
は
法
身
法
爾
の
身
土
を
明
す
。
謂
く
、
法
界
標
轍
の
故
に
。
二
、

随
縁
顕
現
を
明
す
。
調
く
菩
薩
随
一
幅
所
感
と
及
び
如
来
信
解
願
力
所
生
の
故
に
。
調
く
大
日
傘
と
は
大
ピ
ル
シ
ヤ
ナ
傍

是
乃
法
身
如
来
な
り
。
法
身
の
依
正
は
則
法
爾
所
成
。
故
に
法
然
有
と
云
ふ
。
若
し
報
併
と
謂
ば
亦
大
日
傘
故
に
信
解

力
所
生
と
云
ふ
。
文
云
ふ
、
時
彼
如
来
一
切
支
分
無
障
関
力
十
智
力
信
解
よ
り
生
ず
る
所
の
無
量
の
形
色
荘
厳
の
相
は
、

報
併
の
身
土
を
明
す
。
若
慮
化
例
大
日
傘
と
謂
は
ば
、
臆
化
光
明
普
照
法
界
故
此
名
を
得
。
或
は
鰹
迦
と
名
づ
く
。
無

数
胡
に
六
度
の
功
徳
に
費
長
せ
ら
る
L

身
、
此
に
は
麿
化
仰
の
行
願
の
身
土
を
明
す
。
若
し
は
謂
く
、
等
流
身
を
亦
大

日
傘
と
名
く
。
分
に
此
義
あ
る
が
故
に
。
経
に
即
時
出
現
と
一
-
一
一
一
回
ふ
は
、
此
文
は
等
流
身
の
暫
現
速
隠
を
明
す
。
身
己
に
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有
り
、
土
量
無
か
ら
ん
や
。
此
は
等
流
身
の
土
を
明
す
。
上
所
読
依
正
の
士
は
並
に
四
種
に
通
ず
。
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く 3)

成
所
作
一
智

感
質
的
作
用
の
原
理

如
来
作
智
と
は
紐
封
寓
象
に
属
せ
る
智
態
に
し
て
、

一
切
の
主
観
の
感
官
作
用
と
な
り
、
ま
た
一
面
に
は
客
劃
界
の

色
整
香
味
燭
等
と
な
り
て
、
感
費
せ
ら
る
与
物
象
と
の
雨
面
と
な
る
べ
き
一
大
潟
象
態
な
り
。
之
を
成
所
作
智
と
名
づ

ノ
〈
、
。

吾
人
に
覗
聴
等
の
官
能
あ
り
て
、
能
く
劃
象
と
な
る
べ
き
日
月
の
光
り
山
河
大
地
を
覗
、
ま
た
一
音
楽
及
び
人
の
一
言
語

等
を
聴
く
等
、
感
能
と
共
に
感
畳
せ
ら
る
L

客
観
の
物
象
等
は
、
宇
宙
造
化
に
如
何
な
る
性
能
よ
り
是
の
作
用
を
賦
せ

ら
る
与
と
言
ふ
に
、
臓
性
に
成
所
作
智
の
性
あ
り
て
、
天
則
理
性
に
よ
り
、
す
べ
て
の
自
然
界
と
生
物
の
生
理
機
能
と

の
相
待
的
関
係
作
用
に
此
の
作
用
を
起
こ
さ
し
む
も
の
と
す
。

宇
宙
に
か
L

る
物
心
二
象
の
感
費
作
用
を
な
さ
し
む
も
の
は
如
来
臓
性
に
属
す
。
作
智
の
作
用
と
す
る
も
此
に
ま
た

二
面
あ
り
。



甲
は
天
則
理
性
の
自
然
律
に
制
せ
ら
る
与
生
理
機
能
に
よ
る
感
費
作
用
な
り
。

乙
は
鯖
趣
の
理
性
。
心
霊
が
開
護
し
て
心
霊
界
に
劃
す
る
霊
的
感
畳
と
心
象
と
の
感
費
作
用
な
り
。

甲
は
吾
人
の
生
得
の
五
官
の
作
用
に
よ
り
て
、
見
聞
す
る
経
験
世
界
の
感
費
な
り
。

乙
は
宗
教
規
定
に
よ
り
心
霊
開
費
し
、
心
眼
心
耳
等
に
よ
り
て
見
聞
す
べ
き
霊
界
の
顕
現
な
り
。

天
則
の
理
性
に
よ
る
感
官
機
能
と
、
鯖
趣
の
理
性
に
よ
っ
て
の
霊
的
感
費
作
用
と
は
、
其
作
用
に
於
て
は
凡
聖
相
ひ

同
じ
か
ら
ず
、
雲
泥
の
差
あ
り
と
難
も
、
其
は
衆
生
精
神
の
成
不
成
に
よ
る
の
み
に
し
て
、
雨
方
と
も
如
来
磁
性
の
一

切
作
智
が
精
愈
の
爾
機
能
に
顧
現
す
る
は
相
ひ
同
じ
。

初
め
に
自
然
律
に
支
配
せ
ら
る
与
衆
生
の
感
費
を
論
ぜ
ば
、

自
然
律
と
生
理
機
能
の
感
彊
及
び
所
感
の
境

能
感
の
主
観
の
方
面
の
み
を
六
根
六
識
と
云
ひ
客
観
を
六
入
と
名
づ
く
。

成所作智

六
入
。
生
物
の
感
官
機
能
を
入
と
名
@
つ
く
る
は
、
感
費
官
が
客
観
の
色
聾
香
味
燭
等
の
極
微
の
分
子
を
吸
入
し
主
観

と
客
観
と
の
渉
入
に
よ
り
て
感
費
作
用
を
起
こ
す
が
故
に
名
づ
く
。

此
感
費
作
用
に
就
て
は
、
唯
物
論
者
は
感
魔
は
唯
物
理
的
運
動
に
外
な
ら
ず
、
意
識
も
紳
粧
の
物
理
的
活
動
な
り
と343 



し
、
ま
た
二
元
論
者
は
物
心
二
元
は
関
係
な
し
、
感
費
は
榊
粧
活
動
に
由
ら
ず
と
す
。
此
二
読
何
れ
も
正
論
に
あ
ら
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ず
生
理
的
機
能
は
紳
経
細
胞
の
質
化
な
く
し
て
感
費
起
る
こ
と
な
し
。
ま
た
感
官
紳
鰹
或
は
脳
髄
な
け
れ
ば
感
費
は
起

こ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。

唯
物
論
が
心
の
働
き
は
一
珊
艇
に
外
な
ら
ず
、
光
線
の
波
動
が
網
膜
に
達
す
る
や
其
勢
力
が
榊
粧
の
力
と
興
じ
て
脳
に

俸
は
り
、
又
襲
化
を
起
こ
し
て
感
費
の
作
用
を
起
こ
す
と
は
、
其
は
物
理
皐
の
勢
力
襲
化
の
理
を
臆
用
し
て
、
脳
の
襲

化
は
向
ほ
動
力
襲
じ
て
熱
と
な
る
と
の
理
論
と
同
じ
な
れ
ど
も
、
其
は
ま
た
正
嘗
に
非
ず
。
感
魔
は
物
理
的
運
動
に
非

ず
、
之
に
刺
激
を
輿
ふ
る
は
物
力
な
る
も
、
之
を
感
じ
て
感
費
と
な
り
し
は
精
神
作
用
な
り
。

何
れ
に
し
て
も
外
物
と
内
官
と
の
相
闘
に
よ
り
て
感
費
を
起
す
。

物
的
の
所
感
と
心
の
能
感
と
は
、
本
同
じ
く
臓
性
所
費
と
言
ふ
と
雄
も
、
相
待
に
は
物
心
雨
性
相
ひ
同
じ
と
き
一
同
ふ
べ

か
ら
ず
。
物
象
の
力
が
内
界
に
刺
激
し
そ
れ
を
印
象
し
た
影
が
感
費
な
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
外
物
の
刺
激
は
エ
1

テ

ル
の
運
動
に
し
て
、
内
界
は
之
を
紳
経
よ
り
脳
に
停
へ
て
精
神
之
が
感
費
を
な
す
。
分
子
運
動
は
刺
激
に
し
て
感
費
に

非
ず
。
感
費
は
全
く
精
神
作
用
な
り
。
物
的
刺
激
と
心
的
感
費
作
用
と
は
相
ひ
同
じ
か
ら
ず
。

感
費
は
精
紳
の
受
容
的
に
し
て
受
動
の
も
の
に
非
ず
。
感
費
は
活
動
の
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
之
が
活
動
せ
し
め
ん



に
は
客
観
界
に
資
料
を
要
す
る
な
り
。

更
に
ま
た
感
性
の
所
在
を
論
ぜ
ん
。

感
費
な
る
も
の
は
主
観
に
あ
る
か
、
牌
た
物
睦
に
あ
る
か
の
こ
と
は
既
に
論
じ
た
り
。
然
る
に
ま
た
更
に
之
を
論
ぜ

ん
に
、
客
観
界
の
エ
ー
テ
ル
な
る
弾
力
あ
る
振
動
に
よ
り
、
ま
た
電
気
及
び
機
械
的
匪
迫
が
刺
激
と
な
り
て
、
副
腕
紳
粧

を
停
て
覗
費
を
起
し
、
ま
た
弾
力
性
と
し
て
物
力
が
空
気
を
振
動
す
る
如
く
、
ま
た
其
弾
力
の
分
子
動
が
議
し
て
響
動

は
空
気
に
停
は
り
、
波
動
し
て
人
の
鼓
膜
を
打
ち
、
鼓
膜
は
之
を
神
経
に
よ
り
脳
に
俸
ふ
。
此
に
於
て
-
初
め
て
聴
費
と

な
る
。
然
る
に
一
音
撃
の
感
費
は
精
神
に
あ
り
て
物
に
あ
ら
ず
、
弾
力
の
分
子
動
は
物
に
し
て
客
観
観
念
態
な
り
。
此
分

子
な
る
も
の
と
渉
入
し
て
聴
費
を
な
す
も
の
即
ち
感
能
は
主
観
観
念
な
り
。

彼
の
喚
問
覚
に
於
て
も
一
片
の
栴
檀
香
木
を
焚
く
、
其
香
気
分
子
の
瓦
斯
鰹
が
香
煙
よ
り
護
し
て
鼻
孔
の
粘
膜
な
る
嘆

紳
艇
を
刺
激
し
、
脳
に
達
し
喚
売
を
感
ず
。
香
気
は
香
煙
よ
り
設
す
る
瓦
斯
的
分
子
な
る
も
全
く
香
気
の
嘆
費
な
る
は

主
観
に
あ
り
。
人
の
精
神
感
性
な
か
ら
ん
か
香
気
喚
畳
あ
る
こ
と
な
し
。
嘆
費
は
主
観
に
在
っ
て
物
に
あ
ら
ず
。

舌
官
の
分
子
あ
り
て
味
費
を
な
す
。
電
気
及
び
機
械
的
匡
迫
の
物
質
分
子
が
舌
神
経
に
刺
激
し
て
甘
酸
苦
辛
等
の
味

売
を
生
ず
。
味
売
は
主
観
に
あ
り
て
物
に
あ
ら
ず
。

成所作 ~I

若
し
主
観
の
性
能
な
か
ら
ん
か
普
ね
く
世
は
闇
々
た
る
盲
目
的
運
動
の
み
な
ら
ん
。
故
に
知
る
す
べ
て
の
感
費
は
人
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の
心
理
に
あ
る
こ
と
を
。
而
し
て
人
の
官
能
を
刺
激
す
る
資
料
は
客
観
の
物
質
に
あ
る
こ
と
を
。

是
の
如
く
人
の
精
神
に
感
費
機
能
を
構
造
し
、
覗
聴
及
び
鰯
費
等
の
感
受
せ
し
む
べ
き
性
能
を
賦
し
た
る
も
の
は
何

ぞ
や
。
宇
宙
本
健
に
如
来
蔵
性
が
天
則
理
性
に
感
費
作
用
せ
し
む
べ
き
成
所
作
智
の
所
現
な
り
。

か
与
る
不
思
議
の
作
用
は
天
則
を
外
に
し
て
能
ふ
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
宇
宙
天
則
に
か
L

る
精
妙
な
る
機
用
を
起

346 

す
べ
き
性
能
を
如
来
蔵
性
の
成
所
作
智
と
な
す
。

客
甑
界
の
所
感
の
物
象

生
物
の
感
費
な
る
も
の
は
、
天
則
の
作
智
態
が
所
現
な
り
と
は
己
に
論
じ
ぬ
。
向
ほ
其
が
資
料
と
な
る
宇
宙
の
感
魔

的
物
象
な
る
も
の
は
、
同
じ
く
臓
性
が
天
則
作
智
に
よ
り
て
の
所
現
な
る
理
を
陳
べ
ん
。

客
観
観
念
態
が
、
紐
劃
一
意
志
即
ち
力
に
よ
り
て
護
現
せ
ら
れ
た
る
世
界
寓
物
は
、
皆
悉
く
活
け
りo
物
々
活
き
ざ
る

な
し
。
活
け
る
も
の
は
活
動
す
。

太
陽
よ
り
裂
す
る
力
が
物
質
分
子
の
運
動
よ
り
光
と
な
り
、
熱
と
な
り
電
気
と
な
り
、
ま
た
機
械
的
匡
迫
と
な
り
、

す
べ
て
の
分
子
運
動
が
相
互
に
刺
激
し
て
、
吾
人
に
感
魔
的
資
料
と
な
る
。
蔵
性
の
性
能
活
動
の
力
あ
れ
ば
必
ず
象
相

あ
り
。
太
陽
の
力
よ
り
設
す
る
分
子
動
が
人
の
覗
に
刺
激
し
て
光
明
を
感
ぜ
し
め
、
身
鐙
の
暖
熱
皮
膚
の
嫡
魔
に
於
る
、



ま
た
温
熱
の
感
受
筋
費
等
に
於
て
も
、
物
理
的
機
械
的
な
る
を
離
れ
て
、
感
費
を
起
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
勿
論
な

れ
ど
も
、
す
べ
て
感
費
す
る
も
の
は
主
観
に
あ
り
て
客
観
に
あ
ら
ず
。

感
魔
は
主
観
に
あ
り
て
、
之
が
資
料
と
な
る
高
象
は
客
観
よ
り
供
給
せ
ら
る
。
物
の
分
子
と
自
己
の
紳
経
と
卒
等
な

る
時
は
感
魔
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
感
費
は
反
動
的
刺
激
の
如
し
。

人
が
客
観
の
物
の
性
格
を
識
る
も
の
は
、
物
に
あ
ら
ず
し
て
主
観
に
あ
り
。
色
の
視
に
撃
の
聴
香
の
嘆
及
び
味
に
於

て
も
然
り
。
ま
た
方
国
の
朕
高
低
の
態
に
於
て
も
之
を
識
る
も
の
は
、
人
の
感
魔
に
於
て
好
悪
嫌
悪
の
生
ず
る
も
の
は
、

蓋
し
生
理
規
定
に
起
因
す
る
も
の
な
ら
ん
。

感
費
は
す
べ
て
主
観
に
あ
り
と
言
ふ
と
雄
も
、
或
る
唯
心
論
者
の
如
く
一
切
の
法
は
唯
観
念
の
み
に
し
て
心
の
外
に

物
あ
る
こ
と
な
し
と
の
偏
執
に
あ
ら
ず
。
人
の
主
観
の
感
畳
あ
る
な
き
に
拘
ら
ず
し
て
、
物
瞳
は
依
然
と
し
て
存
在
せ

り
。
然
れ
ど
も
物
質
の
性
相
を
感
知
す
る
人
の
感
費
を
離
れ
て
あ
る
こ
と
な
し
。

若
し
人
の
感
費
な
か
ら
ん
か
、
色
の
好
醜
に
於
け
る
西
施
と
醜
婦
と
誰
か
分
か
た
ん
。
太
陽
の
光
熱
も
感
ず
る
な
く

雷
霊
鳴
れ
ど
も
昔
な
し
。
若
し
一
切
の
感
魔
性
を
波
し
去
ら
ん
か
、
世
界
は
色
も
な
き
換
も
な
き
、
但
分
子
動
と
物
睡

動
と
の
盲
的
反
動
の
み
に
し
て
、
蛤
月
も
枝
々
た
る
光
な
し
。
電
気
の
分
子
動
が
人
の
鼓
膜
を
打
ち
、
紳
程
よ
り
臓
に

俸
は
り
て
聴
費
と
感
ぜ
し
む
。
梅
花
よ
り
設
す
る
呑
的
分
子
は
、
鼻
孔
よ
り
嘆
紳
粧
を
経
て
嘆
提
と
な
る
。

成所作智347 



宇
宙
開
の
寓
物
、
若
は
伏
力
、
若
は
願
動
的
に
、
能
力
を
具
へ
て
活
動
せ
ざ
る
な
し
。
其
活
動
に
は
必
ず
象
あ
り
。

地
球
の
中
心
よ
り
地
殻
に
至
る
ま
で
、
力
あ
り
象
な
き
は
あ
ら
ず
。
轍
へ
ば
鍛
の
分
子
の
如
き
は
常
に
織
の
中
に
在
て
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活
動
す
。
ア
ト
ム
は
織
の
中
に
分
子
動
を
起
す
。
分
子
動
に
は
一
音
を
な
す
も
微
細
に
し
て
、
人
の
聴
官
之
を
感
ず
る
こ

と
能
は
ず
。
若
し
識
を
鼓
つ
時
は
餅
々
と
響
あ
り

υ

此
の
響
は
分
子
の
刺
激
よ
り
起
こ
す
も
の
な
り
。
磨
香
の
如
き
は

一
グ
ラ
ム
二
百
高
分
の
一
に
し
て
其
れ
よ
り
護
す
る
分
子
動
が
能
く
人
の
嘆
費
を
起
こ
す
と
。
太
陽
の
光
線
は
能
力
の

一
態
な
り
。
エ
ー
テ
ル
が
媒
介
者
と
な
る
。

エ
ー
テ
ル
は
重
力
な
く
唯
弾
力
を
有
す
と
。
其
振
動
は
一
秒
間
四
百
五
十

一
兆
な
れ
ば
赤
色
と
な
り
、
七
百
八
十
五
兆
な
れ
ば
紫
菜
色
と
な
る
と
云
ふ
が
如
く
、
客
観
物
質
界
は
其
物
質
が
運
動

に
よ
り
て
種
々
の
栢
を
呈
す
。
地
球
上
に
色
と
な
り
音
響
と
な
り
香
喚
と
甘
苦
に
柔
淀
等
の
物
慢
の
分
子
な
る
も
の
は

悉
く
物
質
界
に
属
す
。
物
質
悉
く
皆
な
活
き
て
動
く
所
以
は
、
物
理
皐
者
は
之
を
太
陽
の
能
力
に
時
す
と
云
ふ
。
向
ほ

一
歩
進
ん
で
思
考
す
れ
ば
、
太
陽
は
是
れ
現
象
界
、
無
限
の
空
間
に
碁
列
せ
る
無
数
億
寓
の
一
恒
星
に
過
ぎ
ず
。
か
く

無
限
の
空
聞
を
統
一
し
て
一
理
性
あ
り
て
、
此
天
則
秩
序
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
る
L

こ
と
を
否
定
す
べ
か
ら
ず
。
斯
く

宇
宙
を
統
一
す
る
磁
性
が
天
川
に
活
動
せ
る
一
面
に
現
は
れ
た
る
客
観
的
観
念
の
物
睦
が
、
微
細
の
分
子
動
と
主
観
の

官
能
の
闘
係
に
よ
り
て
感
魔
を
起
こ
す

υ

客
観
の
方
面
を
所
感
の
境
と
な
す
。



十

入

宇
宙
相
待
規
定
の
生
理
機
能
な
る
吾
人
が
五
官
を
以
て
見
れ
ば
、
吾
人
が
感
費
は
主
観
に
あ
り
、
物
象
は
客
観
に
あ

り
て
、
甲
は
無
形
の
精
神
、
乙
は
有
形
の
物
質
に
し
て
、
南
方
の
相
異
る
こ
と
は
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
如
く
な
れ
ど
も
、

斯
相
反
封
せ
る
二
象
が
、
形
而
上
に
於
て
致
一
な
る
こ
と
は
巳
に
論
じ
ぬ
。
更
に
感
費
に
於
て
も
此
雨
性
象
は
全
く
反

割
に
し
て
、
全
く
一
致
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
性
能
を
有
す
。

若
し
客
観
の
物
象
と
主
観
の
心
象
と
己
に
卒
等
致
一
す
る
時
は
、
感
官
を
刺
激
す
る
に
縁
な
し
。
轍
へ
ば
皮
膚
の
外

物
に
燭
れ
て
久
し
く
し
て
同
化
す
る
時
は
、
温
売
を
質
せ
ざ
る
如
く
、
相
待
規
定
な
る
も
の
は
反
劉
の
刺
激
に
よ
っ
て

感
魔
を
感
ぜ
し
む
。
心
質
と
物
質
と
は
其
性
能
に
於
て
相
ひ
反
せ
る
故
に
刺
激
を
し
て
明
か
な
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
此

雨
質
は
其
根
底
に
於
て
は
一
致
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
全
く
雨
性
各
別
な
る
時
は
、
互
に
相
闘
に
交
感
す
べ
き
理
な

か
ら
ん
。
然
ら
ば
物
品
部
は
覗
魔
を
感
ず
べ
き
な
く
一
音
撃
は
聴
費
を
感
ず
べ
き
な
か
ら
ん
。
相
互
の
中
に
渉
入
す
べ
き
理

性
の
あ
る
所
以
は
、
全
く
物
心
渉
入
し
能
感
と
な
り
所
感
と
現
ず
べ
き
理
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
吾
人
は
天
則
に
吾
人

が
能
感
所
感
を
可
能
な
ら
し
む
る
一
大
理
性
を
成
所
作
智
と
名
づ
く
。

成所作智

宇
宙
自
然
現
象
天
腫
よ
り
地
上
の
高
物
が
悉
く
活
動
し
、
相
互
の
中
に
物
象
の
分
子
動
と
な
り
、

一
方
に
は
生
物
の
349 



感
費
と
な
り
て
、
作
用
す
べ
き
天
則
に
有
す
る
理
性
な
り
。

拐
巌
に
、
十
二
慮
本
如
来
轍
妙
員
如
の
性
な
り
と
。
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十
二
慮
と
は
先
き
に
説
明
し
た
る
主
観
的
の
六
識
、
即
ち
感
官
機
能
と
、
ま
た
客
観
に
於
け
る
色
聾
呑
味
燭
等
と
現

ず
べ
き
物
質
と
な
り
。
雨
方
共
本
如
来
蔵
性
の
所
現
な
り
と
。
若
し
少
し
く
委
し
く
言
へ
ば
、
臓
性
に
能
感
と
な
る
べ

き
性
と
所
感
と
な
る
べ
き
物
質
分
子
象
と
云
ふ
べ
き
性
を
有
す
と
云
ふ
義
な
り
。

自
然
界
現
象
。
天
睦
無
数
の
星
辰
よ
り
地
上
の
寓
類
無
量
の
動
作
、
無
数
の
象
相
、
無
数
恒
星
中
の
一
た
る
太
陽

が
、
幾
億
百
年
を
議
し
て
呈
す
る
熱
の
象
相
、
大
海
の
白
波
を
あ
ら
は
し
怒
簿
を
響
か
し
め
、
陸
上
に
は
乃
至
野
に
映

く
花
も
色
香
を
呈
す
。
悉
く
磁
性
所
現
の
象
な
り
。

巴
に
磁
性
が
自
然
界
に
現
じ
た
る
成
所
作
智
の
概
略
を
論
じ
ぬ
。
自
然
界
は
臓
性
所
現
の
或
る
一
方
面
た
る
に
過
ぎ

ず
、
而
し
て
人
の
感
官
は
生
理
的
規
定
に
制
限
せ
ら
れ
、
蔵
性
の
員
面
目
を
観
ず
べ
き
機
能
に
非
ず
。

根
底
一
致
な
る
を
誼
す
る
に
非
ず
や
。
然
り
而
し
て
根
底
致
一
の
理
は
暫
く
措
き
て
、
招
待
規
定
に
於
て
客
観
の
物

質
分
子
動
は
、
主
観
の
感
費
の
費
料
な
る
に
非
ず
や
。
若
し
責
料
の
之
に
供
す
る
な
く
ば
主
観
の
感
費
何
に
縁
っ
て
起

こ
す
こ
と
を
得
ん
。

た
と
へ
物
質
の
刺
激
い
か
に
激
し
く
も
、
人
の
精
神
な
き
時
は
感
費
何
れ
に
か
あ
ら
ん
。
此
雨
性
が
交
渉
す
る
共
通



の
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。

物
質
分
子
が
相
渉
入
す
る
に
エ
ー
テ
ル
の
媒
介
を
要
す
る
如
き
、

て
認
む
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
、
是
れ
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
一
菅
だ
人
の
精
神
の
み
此
エ
ー
テ
ル
を
認
む
る
如
く
、
精

エ
ー
テ
ル
て
ふ
も
の
は
物
質
と
し
て
覗
聴
燭
を
以

一
岬
が
此
エ
ー
テ
ル
に
封
す
る
観
念
は
、
物
質
極
微
の
分
子
と
精
神
の
中
間
に
位
す
も
の
と
阻
限
定
す
る
を
得
ベ
し
。

吾
人
が
清
雰
九
蒼
を
謄
仰
す
る
に
、
幾
億
高
由
旬
の
距
離
を
有
す
る
や
を
測
る
べ
か
ら
ざ
る
星
辰
を
見
る
。
彼
の
物

色
の
光
、
吾
が
眼
瞳
を
刺
す
や
、
我
の
精
神
彼
所
に
渉
る
や
、
彼
我
渉
入
し
、
物
心
交
渉
し
て
、
此
物
心
渉
入
の
中
に

於
て
、
即
ち
此
の
空
間
に
於
て
彼
我
渉
入
の
媒
介
者
は
エ
ー
テ
ル
な
ら
ん
。
此
の
エ
ー
テ
ル
な
る
も
の
L

其
の
根
を
究

め
ば
、
宇
宙
の
天
則
を
統
一
す
る
理
性
の
如
来
蔵
性
に
あ
り
。

心
霊
界
に
額
は
る
、
成
所
作
智

天
則
理
性
に
依
り
一
切
作
智
よ
り
造
化
せ
ら
れ
た
る
自
然
界
の
生
類
は
、
自
然
規
定
の
生
理
的
生
活
を
以
て
目
的
と

す
る
非
ず
。
進
ん
で
心
霊
開
護
し
て
心
層
強
界
に
、
心
霊
界
的
生
活
を
な
す
べ
き
手
段
な
り
と
す
。
然
れ
ば
成
所
作
智
は

心
霊
界
に
は
如
何
な
る
霊
界
と
、
心
室
と
に
於
て
寮
的
感
費
を
現
ず
べ
き
ゃ
を
究
め
ん
と
す
る
は
、
宗
教
が
成
所
作
智

成所作智

を
講
ず
る
旨
と
す
る
所
な
り
。
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心
霊
の
開
護
せ
る
感
性
は
如
何
な
る
朕
態
と
な
る
や
は
、
心
理
論
に
於
て
説
明
す
べ
き
な
り
。
ま
た
如
何
な
る
修
養

を
要
す
べ
き
か
は
、
修
行
分
に
於
て
講
ず
る
事
に
し
て
、
今
は
如
来
の
成
所
作
智
は
如
何
に
し
て
霊
界
に
感
魔
的
震
象

を
現
ず
べ
き
ゃ
を
究
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
諸
の
賢
聖
に
五
眼
具
足
す
と
の
中
に
就
て
、
肉
眼
と
は
生
理
的
機
能
の
官
能
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な
り
。
他
は
心
眼
に
し
て
天
限
、
法
眼
、
蓑
限
及
び
併
限
と
す
。

五
眼
は
人
の
機
能
精
神
に
し
て
五
種
と
す
べ
き
も
、
之
が
本
源
た
る
作
智
態
に
異
り
あ
る
に
非
ず
。

肉
眼
に
就
て
も
生
類
進
化
の
階
級
た
る
人
類
よ
り
以
下
の
動
物
に
は
、
同
じ
世
界
に
住
し
て
も
、
天
睦
及
び
す
べ
て

の
高
物
に
達
し
て
の
感
魔
人
類
と
同
じ
か
ら
さ
る
こ
と
は
、
比
論
に
よ
り
て
推
す
こ
と
を
得
。

天
眼
等
の
感
受
は
生
理
的
の
感
受
に
非
ず
。
即
ち
自
己
の
精
神
と
宇
宙
と
は
同
じ
く
根
底
た
る
質
髄
に
於
て
同
一
の

理
性
な
り
。
此
の
宇
宙
心
に
依
て
冥
合
す
べ
き
一
切
物
々
に
は
、
共
通
す
べ
き
理
性
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
ま
た
一
切
の

個
々
は
互
に
感
陸
一
珊
通
す
べ
き
理
性
に
よ
り
て
連
絡
す
る
が
故
に
、
遠
隔
の
距
離
に
も
、
天
則
の
理
系
に
よ
り
て
、
通

ず
る
を
得
る
を
天
眼
と
云
ふ
。
如
来
蹴
成
所
作
智
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
る
L

感
魔
性
を
有
す
る
が
故
に
此
の
作
用
を
な

す
。
宇
宙
は
物
質
に
し
て
精
神
な
り
。
放
に
此
の
天
眼
耳
等
の
紳
通
作
用
は
本
来
宇
宙
に
理
性
を
具
備
す
る
も
、
衆
生

は
修
行
に
よ
ら
ざ
れ
ば
此
の
一
岬
通
作
用
を
起
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

聖
者
の
得
ベ
き
法
眼
法
ヰ
は
臼
然
規
定
の
感
魔
を
超
え
て
、
宇
宙
心
霊
界
の
如
来
磁
性
に
包
含
せ
る
事
々
物
々
を
照



見
す
る
心
霊
感
畳
な
り
。

轍
へ
ば
心
眼
に
て
十
法
界
十
如
等
の
三
干
の
事
法
界
を
、
柄
然
と
し
て
現
前
す
る
が
如
き
、
ま
た
自
然
現
象
界
の
色

聾
味
燭
の
事
法
界
を
、
観
念
的
心
眼
に
て
観
照
す
る
が
如
き
、
人
の
心
室
が
宇
宙
寓
象
の
物
象
心
象
に
種
々
無
量
の
性

相
差
別
あ
る
は
、
十
界
三
千
の
如
き
之
が
差
別
の
理
、
人
の
心
震
は
之
を
観
じ
て
明
了
と
な
す
。

ま
た
劃
経
に
、
七
賓
荘
巌
浄
土
の
依
報
の
費
地
賓
樹
賓
楼
閣
等
、
ま
た
如
来
の
員
金
色
相
好
光
明
等
の
相
と
、
五
妙

一
々
に
観
見
す
る
は
是
れ
法
眠
法
耳
等
と
名
づ
く
。

境
界
の
霊
象
を
、

次
に
慧
眼
と
は
理
法
界
を
観
ず
る
心
作
用
に
し
て
、
宇
宙
理
法
界
の
方
面
を
観
ず
。
吾
人
が
膜
目
冥
想
し
て
一
切
の

感
質
的
と
抽
象
的
と
の
概
念
を
演
じ
て
、
査
十
方
一
大
観
念
態
の
み
な
る
を
観
ず
。
若
し
は
自
然
界
若
し
は
心
握
界
は

無
二
無
別
、
絶
封
観
念
睦
な
り
、
是
を
聾
一
品
眼
と
一
五
ふ
。

併
眼
と
は
如
来
磁
性
自
性
と
無
二
無
別
に
し
て
、
本
質
如
来
が
例
人
心
問
般
に
如
賓
に
同
織
に
額
示
し
た
る
も
の
な

り
。
全
法
界
を
蓋
し
て
即
ち
自
性
、
編
時
間
循
空
聞
を
査
し
て
即
ち
一
微
懐
中
に
頴
現
す
。
事
々
物
々
の
歴
然
た
る

ん
)
、
一
員
法
界
の
理
性
睦
と
、
総
又
観
隻
照
し
て
無
碍
な
り
。
之
を
仰
限
と
一
五
ふ
。

斯
の
如
く
法
眼
乃
至
併
眼
等
の
感
質
的
霊
象
は
心
象
に
し
て
、
物
象
に
あ
ら
ず
。
故
に
自
然
界
に
護
見
す
べ
き
も
の

に
非
ず
。
然
る
に
人
自
然
規
定
を
超
越
し
て
心
霊
開
設
す
る
時
は
、
之
を
自
ら
誼
す
る
こ
と
を
得
。
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か
L

る
理
性
は
人
が
修
行
に
よ
り
て
顧
示
す
る
も
の
と
す
る
も
、
も
と
本
来
宇
宙
天
則
理
性
の
中
に
か
L

る
理
性
は

具
備
せ
る
も
の
な
る
も
、
自
然
的
生
得
の
心
機
に
は
自
ら
之
を
識
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
み
。

宇
宙
全
艦
如
来
身
な
り
。
法
身
智
身
、
霊
韓
本
然
十
方
慮
と
し
て
如
来
の
霊
的
感
畳
態
な
ら
ざ
る
所
な
し
。

心
霊
に
頴
現
す
る
能
感
の
心
も
所
感
の
霊
象
も
、
本
如
来
蔵
性
妙
員
如
性
が
霊
界
に
頴
現
し
た
る
に
外
な
ら
ず
。
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客
置
に
額
現
す
る
如
来
作
智
態

如
来
の
作
智
法
界
に
周
備
し
、
自
然
界
と
霊
界
と
別
あ
る
こ
と
な
し
。
其
差
別
を
見
る
は
衆
生
自
ら
之
を
見
る
の

み
。作

智
本
然
と
し
て
周
備
し
種
々
の
作
用
を
施
す
。
起
信
論
に
、

員
如
の
用
と
は
、
自
然
に
不
可
思
議
の
業
、
種
々
の
用
あ
り
て
、
員
如
と
等
し
く
一
切
虞
に
備
す
。
然
れ
ど
も
用
相

の
得
べ
き
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是
法
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
に
し
て
世
諦
の
境
界
あ
る
こ
と
な

し
。
故
に
作
一
一
意
の
施
作
を
離
る
。
但
衆
生
の
見
聞
に
盆
を
得
し
む
る
に
随
て
の
故
に
読
い
て
用
と
す
。
此
用
に
二
種
あ

り

一
に
凡
夫
の
痛
め
に
醸
身
を
現
ず
。
凡
夫
は
此
醸
身
を
見
て
是
心
作
用
の
所
現
と
識
ら
ず
し
て
全
く
外
よ
り
来
る

も
の
と
認
め
て
単
に
色
相
の
み
を
見
る
。
是
の
身
相
は
本
と
如
来
智
態
の
所
現
な
り
と
一
意
識
せ
ざ
る
な
り
。



二
に
菩
薩
の
所
見
を
報
身
と
な
す
。
身
に
無
量
の
色
あ
り
。
色
に
無
量
の
相
あ
り
。
相
に
無
量
の
好
あ
り
。
所
住
の

依
果
に
亦
た
無
量
種
々
の
荘
厳
あ
り
て
、
示
現
す
る
所
に
障
て
即
ち
漫
あ
る
こ
と
な
し
。
窮
表
す
べ
か
ら
ず
。
分
斉
の

相
を
離
れ
、
其
所
躍
に
随
っ
て
常
に
能
く
住
持
し
て
散
ぜ
ず
失
せ
ず
。

復
次
に
凡
夫
の
見
る
所
は
但
だ
其
の
愈
色
な
る
の
み
な
ら
ず
、
六
道
共
に
各
々
其
の
見
る
所
の
相
同
じ
か
ら
ず
。
種

種
の
異
類
と
現
じ
て
受
柴
の
相
に
あ
ら
ず
。
故
に
臆
身
と
名
づ
く
。

菩
薩
は
此
の
色
相
は
員
如
の
智
相
よ
り
現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
放
に
、
少
分
は
彼
の
色
相
荘
厳
の
事
は
来
も

な
く
、
去
も
な
く
、
分
斉
を
離
る
。
唯
心
に
依
て
現
じ
て
員
如
を
離
れ
ず
。
然
れ
共
此
の
菩
薩
は
猶
ほ
自
ら
分
別
し

て
、
未
だ
法
身
の
位
に
入
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
此
の
相
を
見
る
。
若
し
得
心
を
得
れ
ば
、
見
る
所
微
妙
に
し
て

其
用
も
轄
た
勝
れ
た
り
。
自
他
分
別
を
離
れ
て
、
究
寛
し
て
彼
此
の
相
な
く
、
唯
一
の
法
身
と
な
る
。

宇
宙
全
睦
如
来
の
法
身
知
首
相
に
し
て
、
成
所
作
智
の
周
偏
せ
ざ
る
は
な
し
。
衆
生
が
自
然
界
を
感
畳
す
。
自
然
界
と

観
念
界
は
超
然
と
し
て
別
な
る
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
凡
夫
は
自
然
界
に
現
ず
る
色
相
は
感
賛
す
る
事
を
得
れ
ど
も
、
憲

界
に
常
住
の
妙
色
荘
厳
の
相
を
観
ず
る
こ
と
能
は
ず
。

宇
宙
全
睦
如
来
法
身
、
此
を
去
て
彼
に
求
む
べ
か
ら
ず
。
法
華
に
、
我
此
土
は
安
種
、
天
人
常
充
満
、
苑
林
諸
堂
閤

種
々
賓
荘
巌
、
と
。
如
来
の
全
睡
清
浄
圏
中
に
在
て
衆
生
は
自
然
界
の
み
を
感
ず
。
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宇
宙
を
蓋
し
て
如
来
作
智
態
な
り
。
一
切
慮
と
し
て
七
賓
荘
厳
な
ら
ざ
る
な
し
。
霊
眼
開
く
る
時
清
津
園
土
忽
ち
現

前
す
ベ
し
。
法
身
智
相
は
鏡
の
加
く
、
報
醸
化
併
は
影
の
如
く
、
其
の
劃
す
る
人
の
矯
め
に
現
ず
。
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精
神
と
物
質

内
界
の
精
神
と
外
界
の
物
質
と
は
、
岡
本
質
の
雨
方
現
象
に
し
て
、
外
界
の
物
象
な
る
も
の
は
一
意
志
副
ち
カ
に
賓
現

せ
ら
れ
た
る
客
親
観
念
に
し
て
、
内
的
は
其
の
主
観
な
り
。
而
し
て
外
界
感
費
の
物
象
と
現
ず
る
も
の
は
客
観
一
意
志
の

力
に
鼓
動
せ
ら
る
L

分
子
な
り
。

分
子
運
動
は
即
ち
力
に
護
現
せ
ら
る
る
客
観
観
念
な
り
。

本
瞳
の
二
元
論
者
は
、
物
と
心
と
は
本
来
特
別
な
る
元
素
な
り
。
二
元
論
が
尚
一
元
論
に
進
み
て
、
心
に
感
費
知
費

あ
れ
ば
、
身
韓
に
感
費
の
刺
激
あ
り
0

・
雨
者
は
根
本
に
於
て
同
一
、
繭
者
は
紐
封
的
に
異
る
も
の
に
非
ず
、
一
睡
の
南

面
の
み
。
外
面
は
物
質
、
内
面
は
心
。
此
理
は
人
の
み
に
拘
は
ら
ず
寓
有
に
遁
せ
り
。
之
を
卒
行
論
と
云
ふ
。
其
卒
行

)
に
重
き
を
見
て
之
を
根
元
寅
在
と
し
、
本
質
を
同
う
す
る
絶
封
心
震
な
り
と
す
。

論
は
南
面
の
内
(

吾
人
の
感
費
も
所
感
の
物
界
も
同
一
本
質
の
雨
面
な
れ
ど
も
、
物
質
の
感
費
な
る
も
の
は
一
意
志
郎
ち
力
に
よ
り
て
賓



現
せ
ら
れ
た
る
客
観
観
念
の
分
子
運
動
を
、
極
微
の
分
子
と
し
て
所
感
賓
と
現
ず
。

感
賓
の
元
素
を
説
明
す
る
に
、
唯
物
論
は
、
心
の
働
き
は
凡
そ
神
経
の
作
用
に
て
、
例
せ
ば
光
線
の
波
動
が
鼓
膜
に

達
し
、
其
勢
力
が
神
経
の
力
と
制
度
じ
脳
に
俸
は
り
て
、
叉
出
現
化
を
生
じ
、
即
ち
是
感
魔
に
襲
、
ず
る
な
り
と
し
、
其
物
理

皐
の
勢
力
礎
化
の
理
を
雁
用
せ
し
な
る
も
、
感
費
を
物
力
の
繁
成
と
す
る
は
非
な
り
。
感
莞
は
外
物
の
刺
激
に
醸
じ
、

能
感
費
の
心
質
と
、
所
感
受
の
物
質
分
子
動
の
色
聾
等
と
、
全
く
本
質
に
し
て
異
ら
ば
、
い
か
ん
ぞ
感
賓
の
用
を
可
能

に
す
べ
き
ぞ
。
し
か
れ
ど
も
若
し
現
象
に
し
て
反
封
せ
る
雨
面
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

ま
た
感
受
の
封
象
と
な
る
べ
か
ら

ず
。感

魔
の
封
象
た
る
物
象
は
、
本
質
は
客
観
一
意
志
と
し
て
の
力
に
よ
る
分
子
。
分
子
な
る
も
の
は
意
志
の
力
に
よ
り
て

現
は
れ
た
る
な
り
。

鏡
智
と
の
分
別

鏡
智
と
は
同
一
の
一
大
観
念
態
な
る
も
、
彼
は
組
杷
に
し
て
、
此
は
特
殊
的
、
彼
は
総
相
に
し
て
、
此
は
分
子
動
の
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差
別
の
相
な
り
。
彼
は
認
識
の
境
界
を
名
づ
け
、
主
観
客
観
の
穂
陸
な
る
も
、
此
に
は
客
観
に
は
色
聾
香
味
鋤
等
の
塵

境
と
し
、
主
観
に
は
視
聴
嘆
味
燭
等
と
の
感
受
性
と
す
。
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凡
そ
宇
宙
開
エ
ー
テ
ル
の
有
る
慮
に
遁
動
一
意
志
遍
せ
ざ
る
な
く
、
一
意
志
の
存
す
る
慮
観
念
態
の
賓
在
せ
ざ
る
な
し
。

感
費
の
五
塵
の
極
微
は
即
ち
地
水
火
風
空
大
一
切
に
周
偏
す
。
此
五
大
と
は
潟
象
と
一
意
志
の
二
性
能
に
外
な
ら
ず
。

或
は
熱
の
分
子
と
な
り
、
ま
た
水
等
の
種
々
無
量
の
分
子
と
な
る
。
之
れ
に
相
あ
る
も
の
は
一
大
観
念
の
客
観
観
念
に

し
て
重
力
固
形
電
気
等
の
物
理
皐
的
作
用
は
一
意
志
の
力
な
り
。

此
雨
属
性
の
動
力
に
よ
り
て
、
重
力
と
も
固
形
態
と
も
熱
と
も
額
は
る
。
此
雨
属
性
が
地
水
火
風
空
大
の
諸
象
と
も

乃
至
敷
多
の
元
素
と
な
り
、
此
極
微
分
子
の
運
動
に
よ
り
て
所
感
受
の
睦
と
な
る
。
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熱
の
分
子
、
水
の
分
子
、
織
の
分
子
は
常
に
織
の
中
に
在
て
ア
ト
ム
は
運
動
せ
り
。
ま
た
太
陽
よ
り
の
力
に
よ
り
て

運
動
の
光
線
と
な
り
熱
と
な
る
。

分
子
運
動
が
人
の
官
能
に
刺
激
し
て
、
色
と
な
り
撃
と
感
ず
る
も
、
精
神
一
意
志
の
運
動
に
よ
り
て
同
内
面
の
運
動
を

件
起
し
て
感
費
を
生
ず
。
外
界
の
運
動
の
度
量
と
感
魔
の
強
弱
と
は
卒
行
す
。
動
力
甚
し
く
力
も
大
な
る
時
は
感
受
随

っ
て
大
な
り
。
ま
た
僅
少
の
運
動
に
は
織
の
中
に
ア
ト
ム
が
分
子
運
動
す
る
如
き
は
、
吾
人
の
聴
売
に
は
感
ず
る
こ
と

な
し
。
位
の
感
費
に
於
て
ま
た
然
り
。

感
鵬
の
形
而
上
の
理



吾
人
が
感
魔
の
本
睦
は
宇
宙
全
一
の
心
霊
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
れ
た
る
、
一
切
個
々
の
心
理
機
能
に
よ
り
て
、
之
を

感
費
の
作
用
を
な
す
。
即
ち
理
法
界
中
の
事
々
物
々
な
れ
ば
、
共
通
の
精
神
に
よ
り
て
相
互
の
感
醸
に
よ
り
て
感
魔
は

生
ぜ
し
む
。
若
し
此
物
質
も
一
大
精
一
紳
の
客
観
現
象
に
し
て
吾
人
の
心
理
と
根
底
に
於
て
同
一
の
質
な
る
こ
と
を
許
さ

ざ
れ
ば
、
吾
人
の
感
費
の
形
而
上
の
理
は
説
明
す
る
こ
と
能
は
ず
。

感
受
の
根
底
本
質
は
一
大
心
霊
な
れ
ば
、
宇
宙
一
貫
し
て
彼
此
の
分
別
な
き
も
、
生
理
的
機
制
の
吾
人
の
感
性
に
は

物
理
的
器
械
的
の
官
能
に
よ
り
て
、
感
魔
作
用
を
な
す
も
の
な
れ
ば
、
自
然
律
に
支
配
せ
ら
れ
因
果
律
に
規
定
せ
ら
れ

て
、
其
制
裁
を
兎
る
L

こ
と
能
は
ず
。
故
に
眼
の
覗
費
耳
の
悪
魔
に
於
て
も
、
其
の
生
理
的
物
理
的
の
器
械
的
に
活
動

す
。
吾
人
の
生
理
機
能
の
感
官
は
器
械
的
な
る
も
、
其
根
底
は
全
一
の
心
霊
に
統
一
せ
ら
る
与
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。

一
大
観
念
の
一
意
志
運
動
よ
り
起
る
作
智
の
中
に
於
て
、
吾
人
は
之
が
機
制
的
な
る
を
以
て
之
を
感
費
機
能
と
す
。
然

れ
ど
も
吾
人
の
感
莞
と
所
感
の
五
塵
と
は
、
如
来
作
智
の
分
子
た
る
こ
と
は
担
む
べ
か
ら
ず
。

如
来
作
智
の
贋
大
無
限
の
大
用
を
、
吾
人
は
微
細
器
械
を
以
て
使
用
し
、
市
し
て
宇
宙
は
本
来
全
く
吾
人
が
感
受
す成所 f乍智

る
も
の
と
妄
断
す
。
吾
人
の
感
費
は
生
理
的
器
械
的
な
り
。
故
に
宇
宙
に
遍
在
せ
る
如
来
作
智
の
如
来
の
境
界
を
質
せ

ん
に
は
、
五
種
の
感
魔
的
朕
態
を
以
て
詮
明
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
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五
種
の
感
性

一
、
肉
眼
等

二
、
天
眼
等

三
、
慧
眼
等

四
、
法
眼
等

五
、
俳
眼

五
眼
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生
理
機
能
、
物
理
器
械
的
。

自
己
の
精
神
自
然
精
神
と
冥
合
し
、
肉
眼
等
に
よ
ら
ず
し
て
。

自
然
界
の
本
僅
た
る
宇
宙
本
躍
を
直
費
す
る
。
即
ち
心
霊
界
の
一
腫
観
。

心
霊
界
の
勝
妙
の
五
塵
を
感
費
す
る
。

慧
眼
と
法
眼
を
綜
合
統
一
し
た
る
、
一
心
法
界
の
中
に
寂
光
浄
土
に
無
蓋
の
荘
巌
を
現
ず
る
如
き
又

重
々
無
意
の
功
徳
眼
。

一
大
心
霊
の
象
は
観
念
態
、
之
が
運
動
は
意
志
に
し
て
皆
一
大
心
霊
睡
一
な
り
。
之
を
如
来
磁
性
と
云
ふ
。
こ
の
用

よ
り
地
等
の
七
大
態
と
願
現
し
、
七
大
に
賢
作
が
百
の
元
素
と
な
り
分
子
と
な
る
。

こ
れ
が
南
方
面
に
現
じ
て
一
面
は
主
観
と
し
、
一
方
は
客
観
と
な
り
、
主
観
に
は
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
官
の
機
能
と
な

り
、
他
面
は
色
整
香
味
鰯
の
塵
相
と
現
じ
、
雨
者
は
同
一
の
根
底
な
り
。
故
に
暢
巌
経
に
、
地
等
の
七
大
本
皆
如
来
識

よ
り
し
て
、
ま
た
五
離
も
五
識
も
十
二
入
も
十
八
界
も
、
一
一
皆
本
如
来
妙
員
如
性
、
皆
臓
性
循
業
随
縁
の
用
な
り
。

設
し
如
来
臓
な
く
ば
世
出
世
間
一
切
諸
法
あ
る
こ
と
な
し
。



一
、
肉
眼
等
の
五
感
。

吾
人
が
五
識
と
す
る
慮
の
即
ち
、
覗
聴
伯
吹
味
燭
等
の
圭
刺
観
的
感
魔
性
な
る
も
の
は
、
生
理
機
能
の
感
宵
は
客
観
的
器

械
的
に
し
て
、
或
貼
迄
は
之
を
自
然
科
皐
に
よ
り
て
説
明
す
る
こ
と
能
ふ
ベ
し
。

吾
人
が
感
費
は
運
動
が
外
界
よ
り
入
り
来
り
生
理
作
用
を
惹
起
し
、
心
理
作
用
と
な
り
、
吾
人
が
一
音
韓
を
聴
く
は
、

外
界
の
電
気
及
び
機
械
的
塵
迫
よ
り
裂
し
た
る
物
理
的
空
気
の
振
動
は
、
吾
人
の
聴
一
紳
粧
を
刺
激
し
生
理
的
刺
激
と
蟹

じ
、
神
経
繊
維
に
よ
り
て
中
植
機
官
に
停
達
し
、
一
種
の
心
理
作
用
な
る
感
費
を
生
ず
。

客
観
的
感
性
は
、
物
理
的
エ
ー
テ
ル
の
媒
介
に
よ
り
、
弾
力
の
振
動
電
気
等
器
械
的
匪
迫
よ
り
振
動
す
る
分
子
の
運

動
よ
り
、
色
盤
香
味
燭
の
五
塵
元
素
と
な
り
、
此
雨
者
の
闘
係
に
よ
り
て
感
受
作
用
を
起
す
。

物
理
的
の
器
械
的
、
生
理
的
、
心
理
的
の
読
明
は
唯
表
面
よ
り
の
感
受
の
作
用
を
説
明
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。
こ
れ
の

根
本
的
元
理
は
一
大
心
霊
の
本
質
が
、
南
面
現
象
に
し
て
本
磁
性
が
循
業
随
縁
の
設
現
な
り
。

吾
人
感
費
は
生
理
的
器
械
的
な
る
を
以
て
、
同
一
の
生
理
機
能
な
れ
ば
、
客
観
に
劃
す
る
現
象
の
感
費
も
異
ら
ず
。

し
か
れ
ど
も
生
理
的
機
能
な
る
感
性
は
、
機
制
の
種
類
に
随
っ
て
必
ず
し
も
同
一
な
り
と
一
五
ふ
べ
か
ら
ず
。

成所{乍智

吾
人
が
感
費
能
と
ま
た
最
下
等
な
る
生
物
と
の
感
能
同
じ
か
ら
ず
。
き
れ
ば
微
少
な
る
昆
虫
が
此
自
然
界
及
び
人
濡
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の
家
屋
等
に
封
す
る
感
費
及
び
観
念
は
い
か
ん
。
彼
等
の
感
費
は
決
し
て
人
と
同
じ
物
な
ら
ざ
る
べ
し
。



吾
人
が
機
制
的
感
受
は
物
理
的
に
規
定
さ
れ
て
、
ブ
エ
ヒ
ネ
ル
が
、
吾
人
は
地
に
立
て
宇
宙
の
表
面
を
見
る
如
く
な

れ
ど
も
、
其
賓
然
ら
ず
。
吾
人
の
眼
界
は
援
の
内
面
に
向
ふ
如
し
。
眼
を
空
間
に
放
て
ば
感
ず
る
空
間
は
限
あ
り
。
隆362 

き
内
面
的
に
向
ふ
故
な
り
。

無
限
の
心
援
を
根
底
と
す
る
吾
人
の
心
霊
も
、
此
生
理
機
制
に
よ
り
て
制
限
せ
ら
る
る
故
な
り
。

吾
人
の
経
験
せ
る
自
然
界
は
自
己
の
生
理
機
能
に
腔
現
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
己
が
感
費
す
る
経
験
界
の
み
を
以

て
、
宇
宙
の
員
相
な
り
是
如
来
作
智
の
全
面
な
り
と
謂
ふ
偏
見
を
止
め
よ
。
こ
は
只
劣
等
な
る
器
械
を
以
て
窺
ふ
の

み
。
例
へ
ば
青
眼
鏡
を
以
て
物
に
封
せ
ば
高
物
悉
く
青
色
を
呈
す
る
が
如
し
。
吾
人
が
機
能
的
感
性
も
又
然
り
。
向
進

ん
で
生
理
機
能
の
肉
の
感
能
よ
り
一
一
暦
自
由
な
る
感
能
は
天
眼
等
の
感
能
な
り
。

天
眼
等
の
五
感
。

本
全
一
に
貫
通
せ
ら
れ
た
る
個
々
の
精
神
は
事
々
無
碍
の
闘
係
に
よ
り
て
、
生
理
機
制
を
超
え
て
若
し
は
空
間
若
し

は
時
間
的
に
、
感
能
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
、
天
眼
天
耳
位
心
宿
命
等
の
理
法
な
り
。
そ
の
最
幼
稚
な
る
催
眠
術

に
よ
り
て
験
す
る
も
、
肉
眼
に
よ
ら
ず
一
脚
通
感
廃
し
て
遠
隔
の
地
に
於
け
る
出
来
事
も
見
聞
す
る
等
の
如
き
、
ま
た
五

塵
の
分
子
は
精
神
的
意
志
の
客
観
現
象
な
れ
ば
、
水
を
以
て
堅
固
な
る
氷
な
り
と
闇
示
せ
ば
彼
は
全
く
氷
の
感
費
を
生

ず
。
冷
き
識
を
以
て
熱
識
な
り
と
示
せ
ば
、
忽
ち
に
熱
を
感
じ
其
皮
膚
を
焼
く
が
如
き
、
山
岳
に
荘
親
な
る
都
曾
を
感



畳
せ
し
む
る
等
、
術
者
の
一
意
志
の
指
命
に
障
っ
て
被
術
者
に
種
々
の
塵
境
を
感
費
せ
し
む
。
人
多
く
は
、
術
者
の
心
力

に
よ
り
て
被
術
者
の
感
能
に
襲
現
す
る
暫
現
の
感
魔
と
同
じ
く
、
吾
人
が
経
験
せ
る
自
然
界
は
一
切
各
自
の
心
的
現
象

な
る
を
知
ら
ず
。

何
に
し
て
も
、
吾
人
の
生
理
的
な
る
自
然
の
感
魔
界
に
し
て
も
、
ま
た
天
眼
等
の
感
魔
界
に
し
て
も
、
吾
人
及
び
世

界
の
本
質
は
精
神
に
し
て
、
こ
れ
が
所
襲
の
世
界
及
び
五
鹿
な
る
こ
と
は
、
天
眼
等
を
以
て
ま
た
謹
す
る
に
足
ら
ん
。

単
に
自
然
の
感
莞
の
外
無
く
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
ま
ま
の
朴
素
の
漢
は
、
自
然
が
産
み
た
る
嬰
児
に
し
て
、
規

定
せ
ら
れ
た
る
以
上
に
感
能
を
超
越
す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
自
然
の
該
見
ま
た
自
然
の
奴
隷
た
り
。

第
二
に
、
天
眼
等
に
睦
達
せ
る
人
、
自
然
界
を
規
定
す
る
天
則
の
理
性
と
自
己
と
本
同
一
本
陸
の
爾
現
象
な
れ
ば
、

自
己
の
意
志
と
自
然
の
一
意
志
と
同
一
な
れ
ば
、
自
然
が
感
魔
物
力
を
規
定
す
る
意
力
の
如
く
に
、
自
己
の
意
志
を
以

て
、
自
然
の
物
力
を
或
程
度
ま
で
左
右
す
る
こ
と
を
得
。
肉
眼
等
は
自
然
に
規
定
せ
ら
る
る
機
制
的
感
能
に
し
て
、
天

眼
は
自
然
と
一
致
し
自
然
を
自
由
に
す
。
こ
れ
ら
は
、
如
来
の
作
智
の
或
一
方
面
の
作
用
に
外
な
ら
ず
。
進
ん
で
宗
教

意
識
は
如
来
の
本
質
た
る
心
握
界
に
洞
達
し
て
、
心
霊
界
に
活
動
す
る
躍
の
作
智
の
妙
用
と
致
一
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

此
を
三
方
面
に
分
つ
。
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自
然
の
生
理
機
能
と
自
然
界
。

吾
人
が
生
理
の
機
能
は
、
感
醐
覚
は
環
の
内
面
に
向
ふ
ご
と
く
に
し
て
有
限
な
り
。
慧
眼
と
は
肉
眼
に
よ
ら
ず
し
て
、364 

直
費
的
に
宇
宙
の
本
腫
に
向
ふ
直
費
な
り
。
是
如
来
の
本
質
な
り
。

鐙
を
壷
し
て
一
睡
た
り
。
主
観
客
観
の
差
別
己
に
亡
じ
、
唯
一
大
智
慧
の
光
明
あ
る
の
み
。
元
来
慧
眼
は
自
己
の
蓑
と

紹
封
慧
と
、
能
所
一
致
し
、
彼
此
な
く
、
虚
徹
蜜
明
、
蓑
光
昭
々
。
こ
は
肉
の
機
能
に
よ
ら
ず
、
直
費
な
り
。
慧
眼
開

く
も
の
の
宇
宙
な
り
。
担
割
無
限
、
本
然
自
性
。
費
と
所
畳
と
本
来
一
位
。
是
如
来
の
蓑
鰻
顧
現
な
り
。
作
は
本
来
自

然
の
作
な
り
。
是
本
質
自
性
に
し
て
一
切
の
用
を
離
れ
た
る
本
質
な
り
。
次
に
如
来
作
智
の
大
用
を
観
発
す
る
は
法
眼

一
大
観
念
態
な
り
。
一
大
理
性
態
な
り
。
宇
宙
全

等
の
用
な
り
。

法
眼
乃
至
法
身
と
法
塵
及
び
法
境
。

作
智
の
分
た
る
法
眼
を
聞
き
法
身
を
得
て
、
法
界
を
観
る
と
き
は
、
縄
き
に
慧
眼
に
直
売
せ
る
一
大
観
念
界
に
、
自

然
に
不
可
思
議
の
微
妙
な
る
寮
的
感
魔
界
願
現
す
。
浄
教
に
読
く
慮
の
浄
土
の
荘
巌
、
七
賓
の
宮
殿
、
妙
色
の
費
地
、

費
樹
に
は
華
果
多
く
、
費
地
に
は
八
功
徳
水
充
満
し
、
眼
に
妙
色
を
覗
、
耳
に
奇
な
る
一
品
目
撃
を
聴
き
、
妙
香
岐
潔
に
し

て
、
援
光
身
に
絢
る
る
等
、
法
喜
棉
悦
の
妙
味
を
感
じ
、
法
身
清
浄
に
し
て
形
な
き
が
如
し
。

法
眼
乃
至
法
身
の
封
象
と
す
る
慮
は
法
界
な
り
。
清
浄
法
界
ま
た
心
霊
界
と
云
ふ
。
法
界
微
妙
の
荘
厳
は
、
色
に
非



ず
、
非
色
に
あ
ら
ず
、
開
放
的
感
受
至
美
の
妙
(
貌
)
感
畳
心
象
な
り
ω

是
如
来
大
用
の
現
ず
る
慮
、
成
所
作
知
日
の
所
作
な

り
。
法
眼
己
に
聞
く
時
は
、
一
切
慮
と
し
て
法
界
即
ち
清
浄
園
土
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
美
天
闘
の
み
な
り
。

作
智
法
界
に
周
遍
す
。

仰
眼
乃
至
併
身
。

僻
眼
と
は
卒
等
の
慧
眼
と
、
差
別
の
法
眼
等
を
統
一
し
、
綜
合
し
て
隻
照
す
る
慮
の
心
眼
な
り
。

併
眼
は
本
質
如
来
の
成
所
作
智
と
全
然
一
致
し
、
併
陀
は
人
格
を
以
て
如
来
の
鹿
身
な
れ
ば
、
併
限
は
即
ち
如
来
眼

ま
た
法
界
眼
な
り
、
耳
鼻
舌
身
も
叉
然
り
。

併
眼
を
以
て
法
界
を
観
ず
れ
ば
慮
と
し
て
併
界
な
ら
ざ
る
な
し
。
宇
宙
本
来
蓮
華
蔽
位
界
ま
た
常
寂
光
土
。
如
来
の

清
浄
併
土
の
中
に
在
っ
て
、
衆
生
は
自
ら
自
然
界
の
み
を
感
費
す
。
衆
生
の
感
ず
る
積
悪
の
世
界
に
在
て
、
悌
陀
は
併

限
を
以
て
清
浄
園
土
と
感
ず
。
法
界
何
ん
ぞ
異
ら
ん
や
。
維
腕
停
粧
に
舎
利
弗
疑
っ
て
日
く
、
五
回
併
世
隼
の
土
は
何
故

に
か
く
不
浄
な
る
や
。
吾
此
土
を
見
る
に
、
丘
陵
町
挟
荊
蘇
砂
醸
土
石
等
諸
の
積
悪
充
満
せ
り
と
。
党
王
合
利
弗
に
調

っ
て
一
言
く
、
汝
か
く
言
ふ
な
か
れ
。
そ
は
汝
が
只
白
か
ら
積
悪
の
園
土
を
感
ず
る
の
み
、
汝
が
凡
眼
を
捨
て
仰
の
蓑
眼

を
以
て
見
る
時
は
、
必
ず
清
浄
土
を
見
む
こ
と
を
得
む
と
。
時
に
仰
陀
足
指
を
以
て
地
に
按
く
に
、
即
時
に
三
千
界
若

干
百
千
珍
賓
を
も
て
巌
飾
せ
り
。
盛
田
へ
ば
賓
荘
厳
仰
の
無
量
荘
厳
等
の
如
し

υ

時
に
仰
陀
合
利
弗
に
告
げ
給
は
く
、
汝
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且
く
此
併
土
の
巌
滞
な
る
を
観
る
や
。
舎
利
弗
言
く
、
唯
然
な
り
、
世
隼
よ
本
見
ざ
る
所
聞
か
ざ
る
鹿
、
今
俳
園
土
巌

366 

浄
に
し
て
悉
く
現
ず
。
俳
陀
言
く
、
我
悌
土
は
常
に
清
き
こ
と
斯
の
如
し
と
。
所
調
る
凡
夫
の
夜
と
す
る
慮
は
聖
人
の

童
な
り
。
聖
人
の
童
と
す
る
所
を
凡
夫
は
夜
と
す
。

ま
た
悌
眼
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
費
照
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
重
々
無
量
の
妙
用
な
り
。
一
塵
の
中
に
法
界
を

見
る
、
一
塵
の
如
く
一
切
塵
は
ま
た
一
切
仰
土
を
見
る
。
ま
た
併
陀
は
五
眼
互
用
し
、
依
正
無
碍
。
併
陀
は
法
界
一
切

を
議
し
て
眼
と
す
。
ま
た
ヰ
と
す
、
ま
た
身
と
す
。

五
根
互
用
、
圃
融
無
碍
。

十
方
法
界
一
々
盛
一
々
の

O
高
物
に
十
方
僻
土
を
現
じ
、
如
来
常
に
説
法
す
る
を
見
ん
。
重
々
無
表
の
蓮
華
蔵
界
併

身
ま
た
宇
宙
寓
有
の
中
に
色
聾
香
味
燭
の
感
受
の
所
現
と
、
ま
た
一
切
主
観
の
感
魔
と
は
、
本
如
来
識
の
所
演
。
同
一

の
法
界
の
中
に
於
て
、
衆
生
は
自
ら
差
別
を
見
る
。
蓋
し
只
生
理
機
制
の
痛
に
制
せ
ら
れ
る
故
な
り
。

上
に
事
げ
た
る
肉
眼
の
感
魔
よ
り
乃
至
併
界
め
感
畳
に
至
る
ま
で
、
若
し
は
主
観
能
感
費
、
若
し
は
客
観
五
塵
の
相
、

悉
く
如
来
作
智
の
妙
用
な
り
。
故
に
楊
厳
に
六
慮
十
二
入
十
八
界
、
悉
く
如
来
聴
妙
員
如
性
な
り
と
。

作
智
の
二
現
象
。



宇
宙
高
有
の
一
切
の
能
感
費
と
所
感
費
と
の
作
用
は
如
来
の
作
智
の
所
作
な
り
と
す
。
作
智
は
本
同
一
の
腫
な
れ
ど

も
、
吾
人
生
理
機
能
は
そ
れ
に
相
醸
せ
る
自
然
界
を
感
費
す
。
若
し
心
眼
を
も
て
す
る
と
き
は
、
作
智
の
所
感
な
る
心

霊
界
の
至
美
な
る
五
感
の
象
を
感
売
す
る
こ
と
を
う
ベ
し
。
作
智
を
起
信
論
に
は
、
不
思
議
業
相
と
名
づ
く
。
論
に
不

思
議
業
相
と
は
、
智
揮
相
に
依
る
を
以
て
、
一
切
勝
妙
境
界
を
作
す
。
所
謂
る
無
量
功
徳
の
相
常
に
断
絶
な
し
。
衆
生

の
根
に
随
ひ
て
自
然
に
相
臆
し
、
種
々
に
現
じ
て
利
盆
を
得
し
む
る
故
に
。

義
記
に
謂
く
、
衆
生
の
痛
に
六
根
の
境
界
と
作
る
が
故
に
と
。
費
性
論
に
云
く
、
如
来
の
身
は
虚
空
の
無
相
な
る
が

如
く
、
諸
の
勝
智
者
の
掃
に
六
根
の
境
界
と
作
っ
て
、
微
妙
の
色
を
示
し
、
妙
墨
田
聾
を
出
し
、
併
の
戒
香
を
嘆
が
し

め
、
仰
の
妙
法
味
を
輿
へ
、
三
昧
の
燭
を
畳
せ
し
め
、
深
妙
の
法
を
知
ら
し
む
。
故
に
妙
境
界
と
名
づ
く
。

く 4)

成
所
作
智

天
則
秩
序
に
統
一
的
理
性
の
一
切
作
智
態

成所{乍智

宇
宙
現
象
界
は
客
観
観
念
が
力
に
よ
り
て
賓
現
せ
ら
れ
た
る
は
日
に
論
じ
ぬ
。
一
肺
の
観
念
即
ち
一
切
智
と
し
て
の
世
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界
を
建
設
す
る
は
、
観
念
が
賓
在
を
建
設
と
一
言
ふ
如
く
に
、
一
切
智
と
は
一
切
作
な
り
。
如
何
と
な
れ
ば
如
来
の
智
は

一
切
高
有
に
含
蓄
し
て
、
高
物
造
化
的
観
念
が
一
切
を
造
作
す
れ
ば
、
観
念
態
一
切
作
智
態
は
紐
封
意
志
即
ち
力
の
矯

め
に
司
命
者
と
な
り
て
秩
序
を
誤
ま
ら
ざ
ら
し
む
る
も
の
な
り
。
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本
来
一
切
作
智
態
は
、
観
念
態
に
天
則
秩
序
の
理
と
し
て
、
宇
宙
高
有
の
中
に
存
在
し
て
、
本
来
統
一
的
理
性
な
れ

ば
、
宇
宙
全
睦
が
全
一
の
身
睦
と
し
て
、
高
有
即
ち
自
己
な
れ
ば
、
前
向
有
に
存
在
す
。
作
智
は
自
己
が
高
有
を
造
化
し

高
有
の
中
に
自
己
存
在
し
て
、
而
も
造
化
の
用
を
施
す
。

宇
宙
寓
有
は
も
と
同
一
本
植
な
る
が
故
に
、
根
底
に
統
一
せ
ら
る
。
天
則
秩
序
の
統
一
的
理
性
な
る
磁
性
は
、
紐
大

の
設
備
を
以
て
造
化
の
用
を
施
す
。
現
象
の
天
瞳
星
辰
よ
り
地
球
高
物
の
起
伏
隠
願
常
恒
造
化
の
完
全
な
る
、
此
の
天

則
的
作
智
を
離
れ
て
一
切
を
造
化
す
る
こ
と
能
は
ず
。

現
象
界
に
天
瞳
及
び
地
球
の
寓
物
が
生
滅
起
伏
の
相
を
観
ず
る
も
、
賞
に
成
所
作
智
の
妙
用
を
歎
ぜ
ざ
る
べ
か
ら

ず

一
切
作
智
は
、
宇
宙
紐
待
の
力
を
使
役
し
て
宮
内
有
を
造
化
す
る
に
無
限
の
設
備
を
以
て
蔦
物
を
襲
作
す
。

無
限
動
作
力
、
永
久
自
動
自
活
し
、
自
養
と
消
耗
と
は
共
に
自
己
に
あ
り
て
、
天
則
的
に
永
恒
に
建
設
的
衝
合
行
は

れ
、
永
久
自
動
自
活
し
て
無
始
無
終
に
窮
り
な
く
、
空
聞
を
壷
し
て
造
化
の
用
を
施
す
。
無
限
の
空
間
に
比
す
れ
ば
一

轍
性
は
、



塵
に
等
し
き
太
陽
系
の
秩
序
に
就
い
て
観
る
も
遠
心
力
求
心
力
と
の
能
く
調
和
を
な
し
、
太
陽
が
原
動
力
と
な
り
て
他

の
遊
星
を
運
動
せ
し
め
、
地
球
の
運
轄
に
至
る
ま
で
秩
序
あ
り
、
其
時
聞
を
過
た
ず
。
規
則
の
正
し
き
千
高
年
一
貫
し

て
誤
る
こ
と
な
し
。
省
内
物
造
化
の
規
則
を
完
う
す
と
云
ひ
、
自
動
自
作
の
妙
用
と
云
ひ
、
盲
目
的
運
動
と
は
云
ふ
べ
か

ら
ず
。

高
有
に
通
じ
て
天
則
秩
序
の
整
然
た
る
を
見
れ
ば
、
い
か
に
巧
み
で
あ
り
熟
練
し
た
る
機
関
師
が
い
か
程
の
注
意
を

用
ゐ
て
組
織
し
使
用
す
る
も
、
天
則
的
作
智
の
整
束
た
る
が
如
き
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。

斯
か
る
宇
宙
寓
有
に
願
は
る
L

天
則
の
整
然
た
る
を
見
、
高
物
造
作
の
妙
用
を
目
撃
し
な
が
ら
、
宇
宙
の
精
紳
に
繭

性
(
智
〉
の
存
在
す
る
こ
と
は
駕
ん
ぞ
夫
れ
疑
を
容
る
ベ
け
ん
。

宇
宙
唯
一
の
法
身
の
手
に
よ
り
て
成
立
し
た
る
寓
物
な
れ
ば
、
大
は
天
障
星
宿
よ
り
小
は
地
球
上
の
寓
物
に
至
る
ま

で
、
如
何
な
る
微
細
な
る
個
瞳
な
る
も
、
一
大
蔵
性
に
繋
れ
た
る
個
々
な
れ
ば
、
各
自
は
各
小
造
化
な
り
。
天
則
秩
序

に
よ
り
て
其
分
に
鹿
じ
た
る
造
化
の
知
能
を
輿
へ
ら
れ
た
り
。
其
は
前
向
物
の
根
底
に
於
て
一
大
法
身
に
関
聯
す
る
が
故成所作智

な
り
。
臓
性
の
天
則
を
離
れ
た
る
人
痛
と
し
て
は
自
己
の
喜
一
筋
も
造
る
事
も
能
は
ず
。

太
陽
は
宇
宙
全
一
の
蔵
性
の
一
分
と
し
て
繋
れ
た
る
が
故
に
、
自
己
に
賦
せ
ら
れ
た
る
限
り
に
於
て
造
化
の
用
を
な

し
、
地
球
も
亦
た
然
り
。
相
待
規
定
の
も
の
は
濁
立
し
て
其
能
を
な
す
能
は
ず
。
地
球
と
太
陽
と
の
関
係
を
離
れ
て
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は
、
地
球
の
小
造
化
は
濁
り
自
ら
其
用
を
な
す
こ
と
能
は
ず
。
宇
宙
開
天
瞳
無
数
の
星
宿
は
、
太
陽
に
属
す
る
諸
の
遊370 

星
と
闘
係
し
、
此
の
恒
星
は
ま
た
他
の
恒
星
と
関
係
し
、
相
待
的
に
因
縁
相
互
に
規
定
し
て
空
間
に
繋
り
、
因
果
関
係

し
て
時
間
的
に
相
ひ
繋
り
た
る
寓
物
は
、
無
限
に
し
て
一
と
し
て
此
の
関
聯
に
も
れ
た
り
離
れ
た
り
す
る
こ
と
な
し
。

こ
の
寓
物
因
縁
規
定
な
る
も
の
は
此
の
因
縁
を
離
れ
て
は
成
ず
る
こ
と
な
き
こ
と
は
、
依
他
起
性
の
前
向
物
が
成
立
す
る

天
則
な
れ
ど
も
、
其
根
底
に
於
て
相
方
共
に
蔵
性
の
理
性
な
け
れ
ば
、
車
偶
合
に
し
て
成
ず
る
も
の
に
非
ず
。
因
縁
規

定
を
な
さ
し
む
る
原
理
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
此
の
原
理
は
一
切
作
智
態
が
此
の
相
待
規
定
を
結
合
せ
し
む
る
原
理
な
り

と
す
。

相
待
の
原
因

併
教
に
因
縁
所
生
の
法
と
て
相
待
的
高
有
は
因
縁
に
よ
ら
ず
し
て
成
ず
る
も
の
有
る
こ
と
な
し
と
云
は
父
、
前
向
有
は

因
縁
に
し
て
作
智
に
預
か
る
な
し
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
相
待
な
る
も
の
は
本
同
一
の
本
瞳
よ
り
開
展
せ
る
も
の
な
れ

ぱ
、
相
待
相
合
し
て
本
の
一
世
な
り
。
故
に
相
方
に
因
縁
規
定
を
な
す
べ
き
作
智
の
用
あ
り
て
、
因
縁
規
定
を
結
合
せ

し
む
る
な
り
。
因
縁
に
よ
っ
て
作
智
あ
る
も
の
に
非
ず
。
作
智
が
活
動
の
痛
め
に
此
の
規
定
を
結
ば
し
め
た
る
に
外
な

ら
ず
。
故
に
作
智
が
因
縁
の
本
因
に
し
て
因
縁
に
依
て
作
智
を
起
す
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。



物

質
現
象
の
影
像
は
何
に
依
て
額
現
す
る
や
。

動
物
と
植
物
と
は
同
一
の
根
底
に
し
て
、
其
根
本
に
遡
れ
ば
全
く
無
分
別
に
掃
す
。
植
物
も
同
じ
く
細
胞
あ
り
。
此

細
胞
も
亦
た
動
物
と
区
別
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。

生
物
の
原
素
フ
ロ
ハ
イ
オ
ン
の
如
き
は
生
非
生
と
差
別
す
る
こ
と
能
は
ず
。

皐
者
の
読
に
よ
れ
ば
、
太
陽
よ
り
分
娩
せ
ら
れ
た
る
地
球
が
久
し
く
し
て
漸
く
冷
却
し
た
る
或
る
度
合
に
於
て
、
光

線
の
或
る
朕
態
と
電
気
の
或
る
扶
態
と
の
因
縁
力
に
よ
り
て
、
反
動
し
て
一
種
の
生
物
的
組
織
を
生
じ
た
り
。
之
を
元

形
質
と
名
づ
く
。
炭
酸
水
窒
の
化
合
物
に
し
て
精
密
な
る
も
の
な
り
。
此
が
生
命
と
な
る
べ
き
物
質
元
素
な
り
と
。
電

気
と
光
線
と
の
物
質
の
分
子
動
が
炭
酸
水
窒
の
分
子
と
の
因
縁
に
よ
り
て
分
子
が
之
に
麿
じ
て
動
く
を
反
動
と
云
ふ
。

此
の
因
縁
反
動
的
が
相
ひ
繋
て
物
質
が
進
化
し
て
原
形
質
と
な
り
細
胞
と
な
り
識
と
な
り
進
ん
で
動
物
が
高
等
と
な
り

人
類
と
な
る
に
至
り
た
り
。
物
質
が
進
ん
で
人
類
と
な
り
し
が
如
く
な
る
も
物
質
は
客
観
観
念
態
が
一
意
志
に
貧
現
せ
ら

る
L

其
中
に
、
向
上
護
達
し
て
心
霊
的
生
活
を
営
む
べ
き
人
類
と
な
る
べ
き
伏
能
が
己
に
潜
伏
し
た
る
な
り
。
此
伏
蔵

を
開
設
し
て
、
こ
与
に
進
化
は
作
智
の
能
な
り
と
す
。
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高
物
は
小
法
身
小
造
化
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一
切
作
智
は
寓
物
を
造
化
し
、
此
天
則
を
離
れ
て
一
も
造
る
こ
と
能
は
ず
。
此
の
天
則
に
繋
る
限
り
に
於
て
は
、
吾

人
も
作
智
態
の
一
員
と
し
て
、
而
も
小
造
化
な
り
。
宇
宙
は
一
大
造
作
な
り
。
個
人
は
此
の
一
局
部
に
し
て
、
然
も
此

の
作
智
に
繋
れ
る
限
り
に
於
て
、
能
く
作
る
の
力
を
得
る
も
の
な
り
。
作
智
は
能
く
人
の
身
僅
四
支
五
官
を
造
り
、
自

ら
造
化
し
自
ら
活
動
し
自
ら
動
く
。
作
智
よ
く
物
を
集
め
て
眼
を
造
り
、
眼
と
な
り
て
能
く
覗
、
自
ら
耳
を
造
り
、
耳

と
な
り
て
耳
の
作
用
を
な
す
。
身
睦
の
中
い
か
な
る
微
細
な
る
慮
に
で
も
造
作
の
到
ら
ざ
る
所
な
し
。
古
人
が
省
内
物
い

か
に
微
細
な
る
も
紳
を
宿
す
こ
と
能
は
ざ
る
程
の
も
の
は
あ
ら
じ
と
。
高
物
は
紐
封
の
紳
の
中
の
一
員
に
し
て
、
個
々

の
中
に
紳
の
在
ま
す
な
り
。
故
に
作
智
は
い
か
な
る
所
に
於
て
も
建
設
的
事
業
を
管
ま
ざ
る
な
し
。

生
命
準
化

客
観
観
念
態
の
力
に
よ
り
て
現
ぜ
ら
れ
、
心
霊
態
の
潜
伏
せ
る
物
質
な
れ
ば
、
物
質
は
生
命
と
な
る
。
化
撃
に
炭
素

は
最
精
妙
な
る
分
子
が
能
く
襲
化
す
る
に
柔
較
に
し
て
且
つ
弾
力
あ
り
。
此
れ
と
酸
水
窒
の
三
素
と
共
に
化
合
物
を
造

る
。
之
を
原
形
質
と
云
ふ
。
酸
化
に
よ
り
て
生
活
力
を
生
じ
、
弾
擁
力
は
護
動
の
元
に
し
て
ま
た
消
化
疲
傍
の
本
な



り
。
酸
化
と
弾
援
の
二
作
用
が
消
化
と
分
殖
と
の
作
用
を
起
こ
し
、
治
化
作
用
は
営
養
を
嬬
取
し
同
化
し
て
長
養
し
、

其
長
大
が
或
る
程
度
に
達
す
れ
ば
一
個
が
分
れ
て
二
個
と
な
り
二
個
が
四
と
な
る
乃
至
無
量
と
な
る
、
之
を
分
殖
作
用

と
名
づ
く
。
生
命
は
之
に
依
て
繁
殖
す
。

生
命
進
化
読
に
よ
れ
ば
進
化
に
五
則
あ
り
。
一
、
生
物
の
分
殖
の
痛
め
に
同
類
競
争
す
る
を
生
存
努
力
の
理
法
。

二
、
身
健
組
織
の
物
質
が
費
易
の
理
法
。
痛
め
に
生
物
が
種
々
の
種
類
と
襲
ず
。
三
、
身
鐙
組
織
が
別
物
の
刺
激
に
感

臆
す
る
を
醸
化
の
理
法
と
一
五
ふ
。
四
、
現
在
よ
り
分
れ
失
の
も
の
に
類
似
す
る
を
形
質
遺
俸
法
と
名
づ
く
。
五
、
種
類

の
多
き
中
其
の
境
遇
に
適
す
る
も
の
は
繁
殖
す
、
之
を
適
者
生
存
の
法
と
云
ふ
。

此
進
化
読
の
五
則
は
元
形
質
の
二
特
質
よ
り
開
設
し
た
る
結
果
に
し
て
、
物
質
的
作
用
に
依
て
生
命
の
進
化
の
理
を

説
明
せ
り
。
物
質
に
就
い
て
の
説
明
は
此
に
止
ま
る
べ
き
も
、
此
物
質
原
形
質
を
造
化
す
る
も
の
は
、
物
質
其
物
の
力

に
あ
ら
ず
し
て
、
是
は
一
大
心
霊
が
作
智
に
よ
り
て
の
造
化
な
る
こ
と
を
一
意
識
せ
ざ
れ
ば
生
命
の
根
底
を
極
む
る
こ
と

能
は
ざ
る
べ
し
。
生
命
の
盆
々
進
化
し
護
達
し
て
今
日
の
人
類
の
如
き
心
霊
的
生
活
を
な
す
に
至
る
は
、
原
始
的
生
物

に
も
霊
性
能
が
伏
蔵
せ
ら
れ
し
な
る
べ
し
。

成所作智

か
L
ふ
る
蜜
性
を
伏
蔵
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
向
上
護
達
し
て
心
霊
的
生
命

の
人
類
を
造
り
し
な
ら
ん
。
然
れ
ば
原
始
的
生
命
に
有
す
る
霊
能
作
智
ま
た
霊
妙
不
測
の
力
あ
る
に
非
ず
や
。
一
々
の

生
命
は
一
大
作
智
の
分
身
と
し
て
、
小
造
化
の
力
を
有
し
て
、
分
殖
し
て
空
間
的
に
擁
張
し
時
間
的
に
遺
体
し
進
化
せ
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微
細
な
る
細
胞
が
代
々
に
向
上
し
て
車
細
胞
、
水
母
形
、
脊
椎
、
陸
棲
、
暗
乳
と
な
り
、
高
等
動
物
人
類
と
絡
に
進

み
来
る
に
は
、
作
智
は
何
故
に
斯
く
向
上
進
化
せ
し
む
る
や
と
云
ふ
に
、
即
ち
終
局
目
的
に
時
趣
せ
ん
が
矯
め
の
理
性

が
賓
現
せ
し
に
あ
ら
ず
や
。

生
物
進
化

生
物
原
始
の
無
較
議
よ
り
有
一
核
細
胞
と
な
り
て
水
に
生
活
し
、
有
核
と
な
れ
ば
核
が
生
命
の
宿
る
所
に
し
て
核
以
外

は
生
命
を
保
護
す
る
外
包
と
云
ふ
ベ
し
。
此
者
の
分
殖
す
る
は
其
按
が
分
か
る
与
な
り
。
障
っ
て
生
命
が
こ
つ
と
な
り

て
外
包
を
生
ず
。
分
殖
が
屡
せ
ら
る
与
に
随
っ
て
、
核
中
の
生
命
が
、
夫
よ
り
は
原
始
の
生
物
の
生
活
に
は
、
植
物
と

同
じ
く
活
動
が
甚
だ
鈍
く
、
至
っ
て
隠
動
な
る
故
に
、
自
ら
養
ひ
分
か
れ
て
二
個
と
な
る
。
進
化
の
或
る
程
度
に
於
て

雌
雄
の
別
あ
る
に
至
つ
て
は
、
原
始
の
一
個
が
二
個
に
分
か
れ
た
る
と
異
る
は
、
雌
雄
本
同
一
の
生
命
が
進
化
の
目
的

を
な
す
手
段
の
矯
に
、
一
生
命
が
雌
維
の
二
睦
と
分
れ
た
る
も
の
L

如
し
。
高
物
は
隠
動
陽
動
の
争
に
依
っ
て
活
動
し

鍵
化
す
。
陽
動
に
非
ざ
れ
ば
進
化
す
る
こ
と
能
は
ず
。
隠
動
に
非
ざ
れ
ば
養
生
す
る
こ
と
能
は
ず
。
雄
睦
は
精
気
を
造

る
と
も
、
陽
動
に
は
自
ら
養
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
生
命
の
一
肢
を
隠
動
と
な
す
。
之
を
養
育
す
べ
き
に
遁
せ
る
雌



睦
に
移
し
て
、
之
を
養
は
し
め
て
、
陽
な
る
も
の
は
自
ら
は
雌
の
営
養
を
助
け
、
外
は
陽
動
に
て
進
化
に
努
力
し
而
し

て
ま
た
隠
動
の
雌
睦
を
|
|
。

此
の
例
は
太
陽
と
地
球
と
の
闘
係
に
於
て
も
同
じ
か
る
べ
し
。
太
陽
は
陽
性
に
し
て
生
命
の
本
な
る
炭
素
の
精
気
を

地
球
の
隠
動
瞳
に
、
途
り
、
地
球
は
酸
水
窒
を
迭
っ
て
陽
精
よ
り
受
け
た
る
炭
素
を
助
け
て
高
物
を
生
育
す
。
太
陽
は
陽

動
に
し
て
精
気
を
護
し
地
球
は
臆
動
に
し
て
寓
物
を
育
む
。

雌
維
は
生
命
進
化
の
職
分
は
、
相
互
に
精
気
を
造
る
と
、
外
包
を
造
り
て
之
を
養
ふ
と
の
分
業
を
司
る
。
原
始
の
生

物
が
自
己
一
個
に
し
て
生
命
を
造
り
自
ら
養
ふ
に
比
す
れ
ば
不
便
な
る
が
如
く
な
る
も
、
進
化
の
努
力
の
便
利
上
よ
り

出
で
た
る
進
化
即
ち
一
切
作
智
の
妙
用
に
し
て
、
雌
雄
合
置
し
て
本
一
睡
な
る
が
故
に
始
め
て
一
個
の
生
命
を
造
る
。

雌
雄
の
心
霊
に
於
て
宇
人
な
る
に
非
ず
。
生
理
分
殖
に
於
て
の
み
云
ふ
な
り
。
本
よ
り
宗
教
は
心
霊
開
設
し
て
員
理
に

輔
せ
し
む
る
が
目
的
に
し
て
、
生
命
は
之
が
手
段
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

生
命
は
心
援
を
開
護
し
活
動
せ
し
む
る
手
段
に
し
て
、
生
命
を
保
護
す
る
四
支
身
睦
の
外
包
肉
瞳
は
ま
た
生
命
の
手

段
、
生
命
及
び
肉
桂
を
進
化
の
本
に
遡
り
て
原
始
的
生
物
よ
り
進
化
し
護
達
し
来
り
し
心
室
生
活
以
前
の
生
命
及
び
身

睦
は
心
霊
生
活
を
出
す
べ
き
手
段
に
過
ぎ
ず
。

成所{乍智375 
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生
命
造
化
の
進
化
が
心
窓
生
活
を
な
す
人
類
の
如
く
雌
雄
の
別
あ
り
、
此
の
陰
陽
商
動
反
射
せ
る
雨
性
と
な
る
に
も

拘
ら
ず
、
生
殖
作
用
の
自
然
よ
り
互
に
相
愛
し
親
和
す
べ
き
力
を
有
せ
る
は
、
外
な
ら
ず
、
生
命
分
殖
の
生
理
規
定
せ

ら
る

L

理
性
な
り
。
雄
は
自
ら
陽
精
気
を
造
化
す
る
天
職
を
賦
せ
ら
れ
た
り
。
雌
に
は
外
包
を
造
り
て
之
を
養
育
す
る

隠
動
に
よ
り
て
生
殖
作
用
の
功
を
壷
す
天
則
に
随
ふ
な
り
。

天
則
に
簡
ふ
生
命
造
化
は
、
終
局
目
的
に
舗
趣
の
理
性
の
た
め
の
手
段
た
る
生
殖
な
り
と
す
れ
ば
言
を
換
へ
て
云
へ

ば
、
宗
教
的
人
類
を
養
育
す
べ
き
手
段
と
す
れ
ば
、
生
命
分
殖
作
用
は
是
の
天
則
に
随
ふ
職
務
あ
り
と
云
ふ
ベ
し
。
結

婚
は
神
聖
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
雨
性
の
配
偶
は
倫
理
の
基
と
稿
す
ベ
し
。
然
れ
ど
も
終
局
目
的
の
心
霊
的
生
活
の
目

的
を
知
ら
ず
、
手
段
を
以
て
目
的
と
な
す
如
き
は
迷
な
り
顛
倒
な
り
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

宗
教
の
心
霊
生
活
に
入
り
員
理
の
目
的
に
協
力
す
る
は
、
宇
宙
の
最
終
員
理
の
目
的
と
す
れ
ば
、
生
命
及
び
身
障
は

之
が
手
段
な
り
。
身
瞳
及
び
生
命
に
謝
す
れ
ば
、
植
物
及
び
劣
等
動
物
は
其
の
人
類
的
生
命
を
扶
助
す
る
器
具
に
し

て
、
地
球
及
び
太
陽
等
も
亦
之
を
宗
教
的
人
類
心
窓
生
活
を
養
ふ
痛
め
の
器
具
な
り
。

世
界
は
固
満
に
護
達
し
て
多
数
の
宗
教
的
人
類
を
護
生
せ
し
め
養
成
す
べ
き
天
職
を
有
し
、
世
界
の
終
局
に
無
数
の



宗
教
的
人
類
を
出
し
て
、
自
己
も
終
局
解
脱
の
目
的
に
向
っ
て
進
化
し
つ
L

あ
り
。
か
t
A

る
世
界
は
目
的
あ
る
手
段
と

し
て
天
則
秩
序
が
高
物
を
造
化
し
保
存
す
る
は
、
是
れ
宇
宙
及
び
一
切
に
作
智
の
妙
用
な
り
と
す
。

一
切
の
百
般
の
工
事
伎
術
は
す
べ
て
個
人
に
現
は
れ
た
る
作
智
な
り
。

世
界
及
び
人
生
は
天
則
秩
序
の
理
性
に
よ
り
て
成
る
も
の
と
す
れ
ば
、
人
生
は
是
れ
迷
妄
な
り
や
、
持
た
目
的
あ
る

方
便
な
り
や
、
と
の
問
に
は
、
此
に
二
様
に
答
ふ
る
こ
と
を
う
べ
し
。
人
に
は
無
明
罪
悪
の
股
却
せ
ざ
る
素
質
あ
り
。

消
極
の
方
面
よ
り
は
迷
妄
と
業
と
の
人
生
な
り
と
し
て
、
こ
の
世
界
も
亦
厭
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
も
世
界
及
び

衆
生
は
天
則
の
理
性
に
よ
り
て
聾
性
を
睦
と
し
此
を
開
展
し
て
終
局
目
的
に
輔
趣
す
る
理
性
あ
り
。
無
上
道
に
到
達
す

べ
き
方
便
化
土
と
す
れ
ば
、
積
極
的
に
し
て
高
等
な
る
目
的
あ
る
手
段
と
し
て
の
人
生
に
し
て
、
之
が
一
切
人
類
の
依

止
た
る
世
界
な
れ
ば
、
世
界
喬
ん
ぞ
夫
れ
迷
妄
の
み
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
世
界
及
び
人
生
に
は
か
与
る
最
深
の
目
的
あ

る
こ
と
を
一
意
識
せ
ず
し
て
、
但
だ
肉
睦
生
活
を
以
て
目
的
と
な
し
、
世
界
を
依
属
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
進
ん
で
終
局

天
則
理
性
な
る
絶
大
の
設
備
を
以
て
世
界
を
建
設
し
寓
類
を
進
化
し
心
霊
開
護
し
て
終
局
目
的
に
鯖
趣
せ
し
む
べ
き

成所作智

の
鯖
趣
を
求
め
ず
心
霊
開
裂
を
成
さ
ざ
る
も
の
は
迷
と
云
は
ず
し
て
何
ぞ
や
。

理
性
あ
る
世
界
及
び
人
生
な
り
と
す
れ
ば
、
世
界
は
方
便
化
土
と
し
て
慶
大
な
る
債
値
あ
り
。
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宗
教
的
騎
依
を
要
求
す
る
吾
人
の
理
想
は
、
終
局
目
的
た
る
理
性
あ
り
て
、
組
制
到
な
る
客
鐙
を
要
求
す
る
こ
と
は
、

吾
人
の
理
想
と
し
て
賓
現
す
。
吾
人
の
理
想
は
盆
々
向
上
進
化
す
る
に
随
っ
て
、
相
針
的
の
生
滅
襲
易
の
世
界
に
於
て

は
満
足
す
る
こ
と
を
え
ず
し
て
、
紹
封
無
限
の
無
規
定
を
認
識
せ
ん
事
を
希
望
す
。

宇
宙
の
無
限
な
る
、
地
球
の
如
き
細
な
る
浮
橿
は
無
窮
な
る
宇
宙
の
大
海
に
散
布
し
、
其
の
総
鐙
の
上
に
成
住
壌
空

の
波
あ
り
。
成
、
ず
る
も
の
は
進
化
し
、
進
化
す
る
も
の
は
極
に
達
す
れ
ば
減
す
。
増
減
の
限
あ
り
。
天
に
現
は
る

L

善

星
の
如
き
は
成
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
に
し
て
、
太
陽
は
進
化
培
隆
に
達
し
た
る
も
の
な
り
。
各
々
異
る
も
巳
に
壊
し
た

る
は
空
に
な
り
て
ま
た
成
じ
、
成
住
壊
空
の
浪
は
無
絡
に
し
て
極
り
な
か
ら
ん
。
増
劫
即
ち
進
化
の
程
度
が
、
此
地
球

と
等
く
し
て
、
海
陸
の
別
を
な
し
、
皐
細
胞
生
物
よ
り
進
化
し
て
人
類
に
達
し
た
る
も
の
も
あ
ら
ん
。

吾
人
の
住
め
る
地
球
は
太
陽
よ
り
分
か
れ
た
る
一
浮
塵
な
る
も
、
其
表
面
に
寄
生
す
る
生
物
の
生
命
は
、
世
界
の
住

劫
に
至
り
て
劣
等
な
る
生
物
よ
り
進
化
し
て
人
類
に
到
れ
り
。
生
物
は
生
住
異
滅
し
、
生
じ
て
は
滅
し
て
、
生
命
相
績

の
波
は
、
生
物
住
し
て
よ
り
、
進
化
し
て
人
類
に
至
り
、
生
命
一
鐙
の
波
は
い
か
に
生
滅
す
る
も
、
太
陽
の
光
と
共
に

消
ゆ
ベ
き
運
命
な
る
は
兎
れ
ず
。
人
生
五
十
年
は
賓
に
果
敢
な
き
も
の
な
り
。



吾
人
は
斯
る
拙
き
運
命
を
以
て
、

べ
き
。

い
か
に
無
限
に
反
抗
せ
ん
と
欲
す
る
も
何
ぞ
能
は
ん
。

い
か
に
し
て
解
脱
を
求
む

宗
教
一
意
識
が
要
求
す
る
如
き
、
組
関
無
規
定
に
し
て
、
か
L

る
生
滅
浮
塵
の
中
に
、
吾
人
の
心
霊
を
照
し
て
紹
封
依

層
の
地
を
示
す
慮
の
光
明
は
印
ち
大
国
鏡
智
な
り
。
吾
人
は
園
管
即
ち
紹
割
観
念
の
一
員
た
る
自
親
に
よ
り
て
、
無
限

の
大
観
念
と
一
致
す
。
此
の
心
層
強
智
の
光
明
な
か
り
せ
ば
、
但
に
物
質
な
り
と
せ
ば
、
賓
に
天
に
日
光
な
き
と
同
じ

く
、
盲
目
的
生
物
に
し
て
、
紹
封
に
依
止
し
解
脱
を
求
む
る
如
き
は
、
と
て
も
断
念
の
外
な
き
な
り
。
然
れ
ど
も
吾
人

は
紹
封
観
念
の
一
員
た
る
自
己
の
観
念
な
る
が
故
に
、
解
脱
す
べ
き
理
性
終
局
目
的
を
得
ベ
き
理
想
あ
る
が
故
に
、
必

ず
宗
教
一
意
識
の
要
求
す
る
所
果
し
て
得
べ
き
も
の
な
り
。

其
は
自
ら
能
く
観
ず
れ
ば
、
天
則
理
性
の
中
に
巴
に
吾
人
は
紹
封
観
念
に
繋
れ
る
こ
と
を
示
せ
り
。
人
の
瞳
は
小
な

る
も
の
な
れ
ど
も
能
く
天
睦
無
数
の
星
界
を
容
る
L

に
非
ず
や
。
古
語
に
、
仰
い
で
清
容
雲
漢
を
観
ず
れ
ば
ま
た
眼
晴

を
碍
る
に
足
ら
ず
眼
O
の
塵
々
と
。
一
意
は
雲
漢
に
数
限
り
な
き
星
が
塵
の
如
く
に
吾
眼
に
碍
ふ
る
け
れ
ど
も
、
眼
の
邪

成所作智

魔
に
な
る
ほ
ど
の
塵
も
な
し
と
の
義
な
り
。
人
の
脳
裏
の
感
元
質
、
元
質
の
微
細
な
る
幽
玄
な
る
、
大
は
無
限
の
空
間

を
牧
入
し
て
向
ほ
容
る
与
に
儀
り
あ
り
。
是
れ
吾
人
が
観
念
の
大
観
念
と
交
渉
す
れ
ば
な
り
。

吾
人
の
観
念
は
紹
劃
観
念
と
一
致
す
る
が
故
に
自
己
の
観
念
も
無
限
な
り
。
所
観
の
本
睦
無
限
な
れ
ば
能
観
も
亦
た
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く 5>

成
所
作
智

感
圃
閣
の
能
所

主
観
の
感
性
と
客
観
の
物
質
に
現
は
れ
て
色
聾
等
と
な
る
。

如
来
作
智
は
一
切
の
主
観
的
の
感
費
と
、
ま
た
一
面
に
客
観
の
色
聾
香
味
燭
等
の
感
受
せ
ら
る
与
も
の
L

二
面
に
於

て
宇
宙
に
一
々
の
感
費
と
な
る
べ
き
性
能
存
在
す
。
こ
の
智
相
を
成
所
作
智
と
名
づ
く
。
凡
夫
の
感
覚
よ
り
乃
至
併
陀

の
感
費
に
、
至
る
ま
で
の
一
切
の
感
莞
作
用
は
悉
く
作
智
の
用
と
す
。

作
智
は
大
国
智
朗
ち
一
大
観
念
態
の
一
意
志
に
寅
現
す
る
相
を
離
れ
て
別
に
瞳
あ
る
に
あ
ら
ず
。
但
固
智
は
穂
相
に
し

て
作
智
は
色
聾
等
の
別
相
な
り
。
即
ち
主
観
的
に
眼
耳
鼻
舌
身
の
感
官
と
客
観
の
色
聾
香
味
燭
の
表
象
を
感
費
す
る
作

用
の
根
本
原
理
な
り
。

作
智
の
原
理
を
研
究
せ
ん
と
せ
ば
、
己
に
大
国
智
の
認
識
の
理
に
於
て
略
し
て
説
明
せ
し
も
、
更
に
感
売
の
本
質
を



明
さ
ば
、
古
来
賓
在
論
者
と
観
念
論
者
の
反
封
せ
る
見
解
あ
り
。

貫
在
論
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
感
性
の
潟
象
は
、
事
物
即
ち
客
観
に
色
聾
呑
等
の
諸
性
具
備
し
、
そ
れ
を
吾

人
が
感
費
す
と
。
感
畳
は
物
理
的
精
神
的
の
二
個
の
要
素
を
含
む
。
一
方
は
身
睦
と
一
面
は
精
神
な
り
。
即
ち
或
物
理

的
刺
激
を
感
魔
神
経
の
末
梢
に
受
け
て
之
を
脳
に
停
へ
精
神
の
反
動
是
な
り
と
。
即
ち
物
質
の
分
子
選
動
は
吾
人
の
感

官
を
刺
戟
し
て
、
吾
人
の
精
神
之
を
受
け
て
一
の
感
莞
を
な
す
と
し
、
極
端
な
る
物
理
皐
者
の
如
き
は
、
勢
力
質
化
の

理
を
感
費
と
其
刺
戟
と
の
関
係
に
醸
用
し
て
、
心
の
働
き
は
凡
て
紳
経
に
外
な
ら
ず
、
例
へ
ば
一
一
音
響
の
分
子
波
動
が
鼓

膜
に
達
し
其
勢
力
が
神
経
の
力
と
襲
じ
脳
に
俸
は
り
て
感
費
な
る
も
の
生
ず
と
。
故
に
感
費
と
は
物
力
の
襲
態
に
過
ぎ

ず
と
。
か
L

る
唯
物
論
は
決
し
て
相
待
の
関
係
を
解
轄
す
る
を
得
ず
。
物
理
的
運
動
の
原
因
が
心
理
的
感
魔
の
結
果
を

生
ず
と
は
奇
怪
な
る
理
論
に
非
ず
や
。

殊
に
宗
教
の
如
き
、
生
理
的
の
感
費
即
ち
肉
眼
等
の
み
に
あ
ら
ず
心
眼
心
耳
等
を
以
て
感
賓
の
原
理
を
説
明
せ
ん
と

す
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
唯
物
的
見
解
は
遁
せ
ざ
る
は
勿
論
な
り
。

成所作智

次
に
観
念
論
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
感
費
は
物
質
其
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
主
観
的
精
神
の
形
式
を
客
観
化
し
、
物

質
の
感
血
宛
と
し
て
現
ず
。
自
己
の
精
紳
を
離
れ
て
物
質
に
象
相
あ
る
こ
と
な
し
と
。

現
象
論
は
賓
瞳
と
現
象
と
に
超
絶
せ
る
読
な
る
が
故
じ
今
は
取
ら
ず
。
今
は
人
の
感
費
の
根
底
は
一
大
観
念
が
一
意
一
志381 



に
賓
現
さ
れ
た
る
分
子
運
動
と
及
び
之
に
相
臆
し
て
卒
行
し
て
起
こ
す
慮
の
覗
聴
嘆
等
の
感
莞
な
れ
ば
、
客
観
的
色
聾

等
の
分
子
的
運
動
の
現
象
と
、
之
を
感
費
す
る
主
観
の
二
者
は
、
其
根
底
は
同
一
の
本
睦
に
し
て
、
感
魔
の
作
用
を
可

能
な
ら
し
む
る
作
用
に
つ
き
て
作
智
と
名
づ
く
。
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唯
物
と
唯
心
と
の
極
端
な
る
も
の
は
何
れ
も
一
面
の
み
に
偏
し
て
一
方
を
忘
る
L

が
放
に
其
原
理
を
説
明
す
る
こ
と

能
は
ず
。
一
元
論
に
進
み
て
物
心
卒
行
論
の
読
に
よ
れ
ば
、
一
切
の
心
一
意
過
程
に
は
必
ず
之
に
卒
行
し
て
件
起
す
る
物

質
過
程
あ
り
。
ま
た
す
べ
て
の
物
質
過
程
に
は
必
ず
こ
れ
に
卒
行
し
て
件
起
す
る
心
一
意
過
程
あ
り
。
例
せ
ば
物
質
の
運

動
即
ち
空
気
の
波
動
は
一
脚
程
の
末
端
を
刺
激
し
之
を
脳
に
停
達
す
れ
ば
此
空
気
の
運
動
に
卒
行
件
起
す
る
心
一
意
過
程
に

感
費
を
感
ず
。

普
遍
的
卒
行
論
の
外
に
感
費
の
根
底
を
護
見
す
る
こ
と
に
い
た
る
べ
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
物
心
な
る
高
有
は
雨

面
に
し
て
、
物
な
る
一
面
に
は
必
ず
心
あ
り
。
心
の
表
面
は
物
に
し
て
、
此
南
面
賓
在
の
員
相
を
示
す
も
の
は
心
に
し

て
、
物
質
は
其
外
面
の
現
象
、
内
性
は
心
に
し
て
現
象
は
物
、
物
心
一
盟
。
心
性
に
寓
象
と
一
意
志
と
あ
り
。
是
物
質
に

は
、
力
の
活
動
あ
る
ゆ
え
ん
。
内
的
意
志
は
即
ち
物
の
運
動
な
り
。
す
べ
て
の
動
力
は
一
意
志
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
太
陽

の
力
に
よ
り
て
分
子
運
動
を
起
こ
し
光
線
と
な
り
熱
と
な
り
地
の
引
力
に
よ
り
て
重
力
固
形
盟
を
属
す
如
き
、
す
べ
て

の
力
は
一
意
志
な
り
。
意
志
の
運
動
に
よ
り
て
寅
現
す
る
客
離
観
念
即
ち
物
象
に
し
て
、
内
的
観
念
即
ち
人
の
心
一
意
な
り
。



一
意
志
の
運
動
に
護
す
る
も
の
、
関
係
に
よ
り
て
現
象
す
る
分
を
感
魔
と
す
。
観
念
と
一
意
志
と
は
同
一
の
心
性
、
相
と
用

と
し
て
、
物
盟
に
は
物
力
あ
る
と
同
じ
く
、
一
億
の
相
用
な
り
。
感
費
な
る
も
の
は
能
と
所
と
は
一
障
の
南
方
面
。
分

子
運
動
は
一
意
志
に
し
て
、
感
費
な
る
は
寓
象
に
あ
り
。

な
り
。

し
か
れ
ば
感
費
す
る
も
の
と
客
観
の
現
象
と
は
同
一
の
甑
念
態

さ
て
こ
与
に
於
て
同
一
の
観
念
態
な
る
主
鰹
客
観
に
、
物
的
に
よ
り
て
客
観
的
感
費
な
る
と
直
観
的
に
感
ず
る
現
象

な
る
と
、
即
ち
主
離
界
の
主
観
客
慢
と
し
て
の
感
費
と
、
客
観
的
現
象
と
し
て
の
感
畳
の
二
面
あ
り
。
宗
教
の
客
睦
の

本
質
は
主
観
界
の
封
象
と
し
て
感
魔
界
を
求
む
。

主
観
客
観
の
現
象
に
は
封
比
せ
る
二
面
あ
り
。
然
れ
ど
も
根
底
に
い
た
れ
ば
一
健
な
り
。

響
形
態
性
質
等
を
以
て
客
観
的
現
象
を
形
成
す
。

一
如
の
賓
睦
よ
り
色
彩
一
音

五

眼

!え所作智

唯
識
に
所
謂
る
表
色
と
観
行
成
色
あ
り
。

宇
宙
の
現
象
と
本
質
と
の
南
面
に
於
て
観
ず
べ
き
表
象
に
五
種
の
方
面
よ
り
成
所
作
智
の
妙
相
を
観
ぜ
ん
。

一
、
肉
眼
。
二
、
天
眼
。
三
、
慧
眼
。
四
、
法
眼
。
五
、
俳
眼
。
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一
、
肉
眼
。
生
理
機
能
。
器
械
的
物
質
分
子
動
の
関
係
。

二
、
天
眼
。
一
大
観
念
中
の
共
通
精
神
交
感
紳
通
す
。

三
、
慧
眼
。
宇
宙
本
陸
を
直
観
し
、
彼
此
一
韓
親
。

四
、
法
眼
。
心
霊
界
の
勝
妙
の
五
塵
を
感
費
す
。

五
、
傍
眼
。
前
二
眼
を
統
一
し
て
五
根
互
用
。
国
融
無
碍
。

若
し
は
主
観
界
若
し
は
客
観
界
一
切
感
畳
に
属
す
る
者
は
悉
く
成
所
作
智
の
作
用
な
り
。
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一
大
観
念
が
意
志
に
賓
現
せ
ら
る
L

客
観
の
分
子
的
現
象
を
五
塵
と
云
ふ
。
即
ち
色
と
撃
と
香
と
味
と
鯛
と
な
り
。

主
観
的
感
畳
を
五
識
と
云
ふ
。
視
聴
嘆
舌
身
識
な
り
。
雨
者
同
一
根
底
の
現
象
な
る
故
に
、
甥
巌
に
地
等
の
七
大
と
五

組
五
識
十
二
入
十
八
界
二
皆
本
如
来
臓
妙
員
如
性
。
磁
性
循
業
陪
縁
の
現
象
に
し
て
す
べ
て
の
感
費
及
所
封
の
境
は

作
智
の
妙
用
な
り
。

肉
眼
等
と
し
て
現
象
せ
る
五
感

肉
眼
等
は
吾
人
の
本
能
に
具
備
せ
る
五
官
を
も
て
物
質
の
五
塵
の
分
子
の
刺
激
に
よ
り
て
伴
起
す
る
視
聴
等
の
主
観

的
感
費
性
な
り
。
肉
眼
の
感
能
は
生
理
的
物
理
的
器
械
的
に
し
て
外
界
の
物
質
分
子
運
動
が
波
動
を
起
し
て
一
の
刺
激



が
生
理
作
用
を
惹
起
し
神
経
繊
維
に
よ
り
て
中
植
に
俸
達
し
之
に
卒
行
せ
る
心
一
意
過
程
に
於
て
心
理
作
用
を
件
起
す
。

こ
与
に
於
て
感
魔
を
生
ず
。
客
観
的
感
性
は
物
理
的
エ
ー
テ
ル
の
媒
介
に
よ
り
弾
力
の
振
動
電
気
等
器
械
的
匪
迫
よ
り

振
動
す
る
分
子
の
運
動
よ
り
の
刺
激
と
之
と
卒
行
件
起
す
。

物
理
的
器
械
的
の
感
畳
の
読
明
は
唯
表
面
よ
り
の
説
明
に
て
根
本
的
元
理
は
一
大
心
霊
本
質
の
雨
面
的
現
象
に
て
、

所
謂
蔵
性
循
業
随
縁
の
現
象
な
り
。

物
理
的
器
械
的
生
理
的
器
械
的
な
る
を
以
て
同
一
の
生
理
機
能
に
同
一
の
刺
激
を
輿
ふ
る
時
は
必
然
に
同
一
の
感
畳

を
生
ず
ベ
し
。
し
か
れ
ど
も
生
理
的
機
能
は
機
制
の
護
達
の
程
度
に
隠
っ
て
必
ず
し
も
同
一
な
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
、

下
等
な
生
物
の
感
能
と
高
等
な
る
人
類
の
感
能
と
は
同
じ
か
ら
ざ
る
べ
し
。

一
大
観
念
が
主
観
と
客
観
と
の
南
面
に
現
は
る
L

感
畳
な
れ
ど
も
、
五
日
人
の
肉
眼
肉
耳
等
は
生
理
機
能
に
着
色
劫
摂

せ
ら
れ
た
る
感
費
を
以
て
現
在
賓
相
と
謂
へ
り
。
例
へ
ば
青
眼
鏡
か
け
て
物
に
射
せ
ば
高
物
悉
く
青
色
を
呈
す
る
と
同

じ
く
、
吾
人
が
生
理
機
能
な
る
感
官
は
作
智
の
或
一
面
た
る
感
畳
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
向
進
ん
で
種
々
の
方
面
よ

成所{乍智

り
時
納
し
て
宇
宙
に
心
霊
の
作
用
を
論
ぜ
ん
。

天
眼
等
の
五
感

385 



天
然
の
即
ち
生
理
機
能
が
物
理
的
責
在
の
闘
係
に
よ
り
て
の
心
理
の
感
受
を
肉
眼
肉
耳
等
と
し
、
次
に
ま
た
そ
れ
と

異
れ
る
感
費
現
象
あ
り
、
之
を
天
眼
天
耳
等
と
云
ふ
。
此
れ
は
能
く
精
紳
鍛
錬
の
結
果
と
し
て
、
心
一
意
に
障
っ
て
自
由
386 

に
自
然
界
中
の
遠
隔
せ
る
地
の
事
物
を
肉
眼
に
よ
ら
ず
し
て
知
見
す
る
こ
と
を
う
。
之
を
一
紳
逼
と
名
づ
け
た
り
。
之
は

精
神
が
彼
此
感
臆
心
通
し
て
知
見
す
る
慮
な
り
。
こ
れ
に
類
似
せ
る
幻
逼
な
る
も
の
あ
り
。
世
に
催
眠
術
と
云
ふ
此
幻

遁
に
よ
り
て
験
す
る
も
、
術
者
は
被
術
者
に
暗
示
す
る
に
千
里
の
彼
慮
の
景
勢
を
以
て
せ
ば
、
被
術
者
は
現
に
之
を
幻

費
に
よ
り
て
明
か
に
見
る
。
ま
た
水
を
以
て
こ
れ
は
氷
な
り
と
示
せ
ば
全
く
氷
な
り
と
感
費
を
生
じ
識
を
以
て
こ
れ
は

熱
織
な
り
と
示
せ
ば
、
忽
ち
熱
の
感
費
を
生
じ
て
皮
膚
を
焼
く
が
如
き
、
幻
費
中
の
種
々
の
感
莞
の
如
き
も
、
之
を
感

畳
せ
る
被
術
者
に
取
っ
て
は
、
こ
の
幻
莞
は
全
く
寅
在
な
り
。
現
在
費
醒
者
が
現
在
界
を
見
聞
す
る
と
異
る
こ
と
な

し
。

是
ら
は
い
か
に
し
て
是
を
可
能
と
せ
し
や
と
な
ら
ば
、
物
理
的
の
み
に
て
は
解
揮
し
能
は
ざ
る
ベ
し
。
悌
教
に
於
て

天
眼
天
耳
位
心
の
如
き
、
居
な
が
ら
に
し
て
千
里
の
地
を
見
聞
し
ま
た
位
人
の
心
事
を
如
賓
に
讃
得
る
如
き
、
其
ら
の

一
元
理
は
彼
と
我
と
の
個
々
は
現
象
の
上
に
於
て
は
全
く
別
々
な
る
も
、
形
而
上
の
根
底
に
於
て
は
同
一
の
観
念
を
以
て

彼
我
の
観
念
と
し
、

に
解
鰹
な
か
る
べ
し
。 一
大
心
性
中
の
個
々
な
れ
ば
、
彼
我
交
感
神
通
し
て
、
こ
の
感
費
を
可
能
な
ら
し
む
る
と
云
ふ
外



こ
L

に
於
て
吾
人
は
想
ふ
。
宣
行
理
性
の
道
徳
一
意
志
に
も
天
然
素
朴
の
人
は
自
然
の
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
の
外

に
道
徳
上
の
一
意
志
自
由
を
え
ず
。
然
る
に
道
徳
的
一
意
志
健
全
に
成
熟
し
た
ら
ん
に
は
、
意
志
の
自
由
を
う
る
と
同
じ

く
、
認
識
に
も
自
然
の
素
朴
な
る
人
は
自
然
の
物
在
を
感
費
す
る
外
に
知
莞
な
く
自
然
に
規
定
す
る
外
に
自
由
な
き
も

の
な
り
。
道
徳
修
練
に
よ
り
て
道
徳
自
由
一
意
志
を
う
る
と
云
ふ
ベ
く
、
精
神
修
練
の
結
果
は
自
然
を
超
え
て
自
由
に
感

費
す
。
天
然
素
朴
な
る
も
の
は
自
然
に
産
出
し
た
る
嬰
児
に
し
て
自
然
規
定
の
外
に
自
由
を
え
ず
。
物
的
責
在
の
外
に

感
莞
の
境
界
あ
る
こ
と
な
き
の
み
。

進
み
て
天
眼
等
に
瞳
達
す
る
人
は
自
然
に
規
定
せ
る
天
則
の
理
性
と
自
己
の
心
性
と
は
同
一
本
質
な
れ
ば
、
自
己
の

意
志
と
自
然
の
一
意
志
と
一
盟
。
自
然
界
に
感
受
物
を
規
定
す
る
一
意
力
の
如
く
に
、
自
己
の
一
意
力
を
以
て
自
然
と
同
一
の

働
き
を
な
す
。
故
に
或
度
ま
で
は
一
意
志
の
自
由
を
得
。

肉
眼
等
に
よ
り
て
物
的
賓
在
を
感
費
す
る
は
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
機
制
的
感
能
、
天
眼
等
は
自
然
と
一
致
し
た

肉
眼
は
す
べ
て
の
普
遍
的
要
用
な
る
も
の
、
之
れ
も
本
生
理
機
関
と
し
て
護
達
し
た
る
も
の
な
れ
ば
生
理
上
に
は
依

成所作智

る
心
が
自
由
な
る
感
費
な
り
。

く
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
宗
教
は
進
み
て
最
高
等
な
る
心
霊
的
生
活
を
以
て
目
的
と
す
る
故
に
、
肉
眼
の
護
達
は
勿
論

な
れ
ど
も
、
進
ん
で
心
眼
の
範
園
を
開
費
し
て
、
宇
宙
の
本
質
な
る
一
大
観
念
界
に
感
費
心
象
を
護
見
せ
ざ
る
べ
か
ら

387 



ず
。一

切
の
感
費
は
如
来
作
智
の
用
相
と
す
。

宗
教
よ
り
云
は
x

肉
眼
及
天
限
に
劃
す
る
現
象
の
感
費
は
方
便
と
し
て
は
需
要
あ
る
も
、
宗
教
生
活
の
目
的
と
し
て

は
慧
眼
等
の
範
囲
に
入
り
て
紐
劃
依
属
の
位
置
と
自
由
の
安
立
慮
を
護
見
す
る
こ
と
を
の
ベ
ん
。
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慧
眼
に
よ
り
て
置
明

天
眼
に
よ
れ
ば
、
感
費
は
本
一
大
観
念
が
意
志
に
よ
り
て
賓
現
す
る
分
子
運
動
と
、
之
に
相
醸
す
る
主
観
的
観
念
と

の
感
鹿
作
用
に
よ
り
て
、
個
人
の
感
費
作
用
と
寅
現
す
る
も
の
な
れ
ば
、
一
大
蔵
念
中
の
我
と
彼
な
れ
ば
、
彼
此
感
臆

し
て
、
此
に
在
っ
て
肉
眼
を
用
ゐ
ず
し
て
彼
慮
の
境
界
を
見
聞
す
る
こ
と
を
得
。

次
に
慧
眼
と
は
、
自
然
界
の
事
物
の
感
費
に
あ
ら
ず
し
て
、
超
感
費
の
宇
宙
賓
笹
本
質
を
直
観
し
、
能
観
所
離
の
闘

係
に
よ
り
て
吾
人
の
観
念
と
宇
宙
の
本
質
と
は
致
一
な
る
こ
と
を
詮
す
。

賓
睦
は
絶
叫
到
無
規
定
な
る
こ
と
。

本
質
は
非
物
質
な
る
こ
と
。
高
有
中
に
存
在
し
て
無
碍
直
観
的
な
る
こ
と
。
宗
教
客
睡
と
す
べ
き
資
格
。

宗
教
は
相
待
規
定
な
る
生
滅
世
界
を
超
え
て
紐
封
永
恒
不
艶
の
本
質
を
求
む
。
相
待
な
る
も
の
は
約
束
に
障
っ
て
轄



費
す
。
然
る
に
慧
眼
に
よ
り
て
直
観
す
べ
き
賓
韓
は
紹
封
的
大
観
念
態
。

時
間
空
間
の
因
果
律
に
し
た
が
っ
て
現
ず
る
慮
の
天
然
の
感
費
を
超
え
、
ま
た
寓
象
の
連
績
的
読
話
的
を
超
え
て
、

純
粋
な
る
形
式
直
観
な
る
は
一
大
観
念
態
。
十
方
洞
然
と
し
て
虚
徹
、
霊
遇
、
非
内
、
非
外
、
非
中
間
、
離
一
切
差

別
、
絶
叫
到
唯
一
、
智
慧
光
明
、
一
切
用
相
を
離
れ
た
る
自
性
天
員
。
若
し
之
を
精
神
態
一
国
相
を
以
て
表
明
せ
ば
然
ら

ん
。慧

眼
に
は
能
観
と
所
観
と
な
く
、
本
来
一
韓
、
自
己
の
直
観
同
一
本
性
の
故
に
、
封
象
の
現
ず
べ
き
な
し
。
故
に
知

る
全
然
本
質
致
一
な
る
こ
と
を
。

絶
叫
到
無
規

慧
眼
に
よ
り
て
一
大
観
念
に
一
致
し
員
境
現
前
す
る
時
、
所
封
の
感
費
潰
紹
し
、
擾
々
た
る
高
物
紛
々
た
る
塵
累
は

夢
幻
電
影
の
如
く
消
滅
し
、
戯
論
の
夢
さ
め
て
、
一
切
の
約
束
を
脱
し
て
紐
劃
無
規
の
新
天
地
を
護
見
す
。

無

碍
慧
眼
に
よ
り
て
得
た
る
一
大
観
念
態
は
無
碍
な
り
。
擾
々
た
る
寓
物
は
森
然
た
る
も
、
紹
制
到
な
る
一
大
観
念
界
に
障

る
も
の
な
し
。
肉
眼
を
以
て
感
ず
れ
ば
禽
象
宛
然
た
り
。
慧
眼
を
以
て
観
ず
れ
ば
紹
劃
な
り
。
一
大
観
念
光
明
徹
照
し

て
無
碍
な
り
。
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吾
人
は
慧
眼
に
よ
り
て
賓
相
を
直
観
し
、
こ
れ
に
封
し
て
知
る
、
肉
眼
の
映
ず
る
慮
の
生
滅
轄
襲
の
相
は
、
意
力
に~9Q 

運
再
せ
ら
る
与
現
象
の
或
方
面
た
る
こ
と
を
。

古
哲
が
凡
夫
の
夜
と
す
る
慮
は
、
聖
人
の
重
な
る
こ
と
を
。

慧
限
に
よ
り
て
宗
教
組
封
依
属
す
べ
き
員
韓
民
正
の
宇
宙
を
護
見
せ
り
。
吾
人
の
慧
眼
は
全
く
如
来
本
質
な
る
一
大

観
念
の
一
分
な
る
こ
と
を
知
り
、
之
と
聯
絡
せ
る
も
の
と
甑
ぜ
り
。
こ
与
に
於
て
畢
寛
依
止
の
安
立
地
を
得
た
る
も
、

い
か
に
紐
封
無
限
な
る
も
一
大
観
念
界
に
し
て
、
豊
鏡
な
る
内
容
ま
た
微
妙
至
美
な
る
五
塵
の
感
莞
の
存
在
す
る
な
く

ん
ば
、
如
来
に
劃
す
る
要
求
と
し
て
霊
的
生
活
の
内
容
を
満
足
す
る
こ
と
能
は
ず
。

き
れ
ば
と
て
曾
て
凡
夫
の
遊
ぶ
慮
の
夜
の
世
界
と
し
て
捨
て
た
る
感
魔
を
以
て
、
宗
教
一
意
識
は
之
を
以
て
甘
受
す
る

τ

に
足
ら
ず
。
如
来
は
い
か
な
る
感
費
の
賦
態
を
以
て
、
吾
人
の
心
霊
に
快
感
を
興
ふ
べ
き
や
。

慧
眼
に
蜜
明
す
べ
き
作
智
の
相

慧
眼
は
如
来
の
本
然
の
自
性
を
直
観
す
。
能
所
一
韓
、
紐
劃
的
直
観
的
一
国
相
を
以
て
表
明
す
ベ
し
。

是
如
来
の
一
切
の
相
と
用
を
除
き
た
る
一
如
の
本
性
を
直
観
し
た
る
も
の
と
す
。

吾
人
は
慧
眼
を
以
て
宇
宙
の
本
質
を
直
観
す
る
時
に
は
、
時
間
空
間
物
質
的
因
果
的
の
一
切
の
肉
眼
的
感
費
を
超
え



て
直
離
す
る
時
は
、
宇
宙
は
組
封
無
限
に
し
て
唯
全
一
瞳
一
大
観
念
界
の
み
な
る
を
観
ず
。

慧
眼
を
以
て
直
観
す
る
時
は
肉
眼
所
封
の
感
悉
く
訳
紹
す
。
擾
々
た
る
紛
々
た
る
高
物
は
夢
幻
泡
露
の
如
し
。
吾
人

に
紐
封
観
念
の
露
現
し
た
る
と
き
は
、
戯
論
の
宇
ひ
費
醒
し
て
、
一
切
の
約
束
を
脱
し
て
超
然
と
絶
封
無
墨
碍
の
天
地

に
透
入
せ
り
。
斯
る
無
限
の
精
神
界
を
知
ら
で
束
縛
の
夢
中
に
オ
み
し
昔
を
お
も
ふ
。

之
れ
吾
人
が
相
待
規
定
空
間
に
時
間
に
因
果
に
拘
束
せ
ら
れ
た
る
、
生
滅
襲
日
勿
の
妄
界
を
出
て
、
紹
封
無
規
の
無
限

の
霊
界
あ
る
こ
と
を
知
る
。

慧
眼
に
よ
る
詮
明
。
紐
関
本
質
に
劃
す
る
直
売
。
直
観
の
劃
象
な
る
紹
射
的
観
念
態
。

肉
眼
に
劃
す
る
如
き
時
間
空
間
の
因
果
律
に
し
た
が
っ
て
現
ず
る
慮
の
天
然
物
象
を
超
え
、
冥
想

E
観
は
一
の
観
念

態
な
り
。

潟
象
の
連
績
的
説
話
的
を
超
え
て
、

一
切
の
物
質
的
感
畳
を
超
え
、
宇
宙
本
質
に
劃
す
る
直
観
な
り
。
す
べ
て
の
相

符
因
果
の
高
物
を
超
え
、
純
粋
な
る
形
式
、
一
物
も
あ
る
な
し
、
紹
封
翫
念
態
の
み
。
十
方
洞
然
と
し
て
虚
徹
霊
通
、

非
内
非
外
非
中
間
、
離
一
切
差
別
。
宇
宙
全
韓
を
壷
し
て
一
睡
観
に
達
す
れ
ば
、
主
観
客
離
の
差
別
亡
じ
、
経
射
的
唯

一
の
智
慧
光
明
態
の
み
な
り
。
彼
も
な
く
此
も
な
く
、
能
所
致
一
、
結
封
無
規
、
本
来
一
盟
。

一
切
の
用
相
を
離
れ
た
る
自
性
天
員
に
封
す
る
直
観
な
り
。
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慧
眼
の
詮
明
す
る
慮
を
以
て
観
れ
ば
、
如
来
の
本
質
内
容
は
紐
劃
卒
等
大
智
慧
光
明
の
み
。
寅
は
超
絶
無
寄
、
言
語

道
断
の
慮
、
是
一
切
の
内
容
を
悉
く
除
き
た
る
純
粋
な
る
形
式
直
観
な
り
。

作
智
と
は
本
来
自
然
無
作
の
作
智
、
是
本
質
自
性
一
切
の
用
相
を
離
れ
た
り
。

次
に
作
智
の
用
を
顕
す
、
法
眼
と
及
び
其
劃
象
と
な
り
。
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法
眼
乃
至
法
身
と
及
び
法
塵

法
眼
の
掛
象
を
法
界
と
名
づ
く
。
作
智
の
主
観
の
方
面
な
る
法
眼
法
耳
乃
至
法
身
を
得
る
時
は
、
慧
眼
に
於
て
直
観

せ
る
無
碍
の
観
念
界
中
に
、
作
智
の
妙
用
不
可
思
議
の
用
相
と
し
て
、
霊
的
感
費
顧
現
す
。

持
教
に
説
く
慮
の
微
妙
の
荘
巌
、
至
美
の
事
相
。
衆
賓
巌
飾
、
校
廓
膿
蕩
と
し
て
限
極
す
べ
か
ら
ず
、
悉
く
相
雑
闘

し
轄
相
入
間
せ
り
。
光
赫
輝
耀
と
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浄
の
荘
巌
十
方
一
切
世
界
に
超
鴎
せ
り
。
衆
賓
の
中
の
精

な
る
も
の
な
り
。

乃
至
法
耳
に
は
常
に
自
然
微
妙
の
法
墨
田
を
きL
、
法
鼻
に
は
複
郁
た
る
妙
呑
を
嘆
ぎ
、
法
舌
に
は
法
喜
樟
悦
の
霊
味

に
飽
き
、
法
身
清
浄
に
し
て
形
な
き
が
如
く
、
即
ち
虚
無
の
身
無
極
の
瞳
。

本
来
吾
人
は
肉
眼
を
以
て
之
に
相
臆
せ
る
物
質
分
子
運
動
の
交
渉
に
よ
り
て
自
然
界
を
見
聞
す
。



作
智
は
本
来
如
来
の
法
界
に
周
偏
す
る
用
相
に
し
あ
れ
ば
、
慧
眼
に
は
、
之
れ
に
相
麿
し
一
切
慮
と
し
て
一
大
観
念

態
の
み
。
法
眼
を
以
て
観
ず
る
時
は
、
慮
と
し
て
至
美
清
掃
の
荘
厳
な
ら
ざ
る
な
し
。

法
眼
乃
至
法
身
の
劃
象
と
す
る
所
の
法
界
自
然
微
妙
の
荘
巌
は
、
色
に
非
ず
非
色
に
非
ず
、
感
費
心
象
是
如
来
不
可

思
議
業
の
用
相
な
り
。

若
し
如
来
の
用
を
離
る
L

時
は
一
切
の
感
費
な
し
。
然
れ
ど
も
本
質
あ
る
慮
必
ず
用
あ
り
。
如
来
の
智
相
は
周
遁
の

故
に
、
一
切
色
相
も
ま
た
現
ぜ
ざ
る
慮
な
し
。
起
信
論
に
、
諸
併
自
然
の
業
あ
り
て
能
く
一
切
慮
に
周
遍
せ
ば
、
世
間

の
人
多
く
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
や
、
の
聞
に
答
へ
て
日
く
、
如
来
法
身
卒
等
に
一
切
慮
に
遁
し
、
作
意
あ
る
こ
と
無

し
、
故
に
自
然
と
読
く
。
但
し
衆
生
の
心
に
依
り
て
現
ず
。
衆
生
心
は
猶
し
鏡
の
加
し
、
鏡
若
し
垢
あ
れ
ば
色
像
現
ぜ

ず
、
是
の
如
し
、
衆
生
の
心
に
若
し
垢
あ
れ
ば
法
身
現
ぜ
ざ
る
故
に
。

是
如
来
作
智
の
妙
用
周
遁
し
衆
生
の
之
に
相
臨
隠
せ
る
法
眼
聞
く
慮
に
額
現
す
る
こ
と
を
明
し
ぬ
。

吾
人
は
法
眼
に
よ
り
て
知
り
ぬ
、
如
来
の
智
相
は
一
切
慮
に
本
来
周
遍
し
、
慮
と
し
て
清
浄
法
界
な
ら
ざ
る
な
し
、

但
衆
生
の
心
垢
に
よ
り
て
観
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
。

成所作智

仰
眼
乃
至
品
開
身
に
よ
り
て
置
明
す
べ
き
働
界
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併
眼
等
は
本
来
如
来
の
作
智
と
全
然
一
致
し
た
る
慮
、
併
眼
を
以
て
法
界
を
観
ず
る
時
は
、
見
聞
鰯
と
し
て
悌
界
な

ら
ざ
る
な
し
。
宇
宙
本
来
如
来
蓮
華
磁
界
ま
た
常
寂
光
土
な
り
。
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俳
限
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
隻
照
す
る
が
故
に
、
常
寂
光
の
大
智
慧
界
中
に
、
衆
賓
荘
厳
の
事
相
を
現
じ
、
理

事
無
碍
な
る
と
共
に
、
重
々
無
量
の
妙
用
あ
り
。
剖
ち
一
盛
の
中
に
童
十
方
界
を
観
じ
、
一
塵
の
如
く
一
切
塵
々
ま
た

一
切
俳
土
を
見
る
等
。
俳
眼
は
五
根
互
用
、
園
融
無
碍
、
併
限
は
法
界
を
毒
し
て
眼
と
し
、
ま
た
併
耳
と
し
五
根
互

用
、
圃
融
無
碍
。

十
方
法
界
一
々
塵
一
々
芥
子
に
も
十
方
依
正
を
現
じ
、
如
来
常
恒
に
読
法
し
衆
生
を
教
化
す
。

一
切
寓
物
の
中
に
一
切
の
色
聾
香
味
鰯
の
所
現
と
し
て
、
作
智
の
妙
用
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
ま
た
一
切
諸
併
の
眼
耳

鼻
舌
身
と
し
て
作
智
の
内
面
額
現
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

宇
宙
本
如
来
の
賓
盟
中
に
於
て
、
衆
生
は
白
か
ら
本
畳
を
失
ふ
て
妄
に
向
ひ
、
白
か
ら
妄
境
界
を
認
め
て
宇
宙
の
賓

相
と
調
へ
り
Q

法
華
経
に
日
く
「
如
来
如
賞
知
見
三
界
之
相
、
無
有
生
死
、
若
退
若
出
、
亦
無
在
世
及
滅
度
者
、
非
貫

非
虚
非
如
非
異
、
不
如
三
界
見
於
三
界
、
如
斯
之
事
如
来
明
見
、
無
有
錯
謬
。
」

又
維
摩
粧
の
一
意
に
日
く
、
「
其
心
浄
に
随
っ
て
傍
土
浄
し
」
と
。

舎
利
弗
疑
て
日
く
、
吾
併
世
隼
の
土
何
が
故
に
ぞ
斯
の
如
く
不
浄
な
る
や
。
吾
此
土
を
見
る
に
丘
陵
、

院
扶
、
荊



蘇
、
砂
礁
、
土
石
等
諸
の
積
悪
充
満
せ
り
と
。
時
に
党
王
あ
り
て
舎
利
弗
に
謂
っ
て
目
く
、
汝
是
の
一
奮
を
な
す
な
か

れ
。
そ
は
但
汝
が
自
か
ら
積
悪
の
園
土
を
感
ず
る
の
み
。
若
し
汝
凡
眼
を
捨
て
併
蓄
の
眼
を
以
て
見
る
時
は
、
必
ず
清

浄
園
土
を
見
む
こ
と
を
得
む
と
。
時
に
併
陀
が
足
指
を
以
て
地
に
按
く
に
、
即
時
に
三
千
界
若
干
百
千
珍
賓
を
以
て
巌

飾
せ
る
こ
と
、
警
へ
ば
賓
荘
厳
併
の
無
量
荘
厳
等
の
如
し
と
。
時
に
併
陀
舎
利
弗
に
告
げ
て
の
た
ま
は
く
、
汝
且
く
此

俳
土
の
厳
浄
な
る
を
観
る
や
。
舎
利
弗
言
く
、
唯
然
り
世
隼
本
見
ざ
る
慮
聞
か
ざ
る
慮
、
今
傍
土
巌
浄
に
し
て
悉
く
現

ず
。
併
陀
言
は
く
、
我
併
土
は
常
に
清
海
な
る
こ
と
斯
の
如
し
と
。

凡
夫
の
肉
眼
を
以
て
積
悪
の
土
を
感
費
す
る
慮
に
於
て
併
陀
は
清
浄
併
土
を
離
ず
。

前
回
限
を
統
揖
し
最
高
等
に
正
し
く
作
智
の
本
質
佳
用
と
一
致
せ
る
を
併
眼
と
云
ふ
。

起
信
論
の
不
可
思
議
業
相

主
観
客
観
の
感
費
態
な
る
も
の
は
、
如
来
作
智
の
南
面
現
な
り
。
故
に
梯
巌
に
六
慮
十
二
入
十
八
界
悉
く
如
来
臓
妙

民
如
性
な
り
と
。

成所作智

如
来
の
成
所
作
智
は
一
大
観
念
が
、
意
志
に
賓
現
せ
ら
る
L

観
念
態
の
分
子
的
運
動
に
し
て
、
衆
生
の
感
能
に
臨
じ
て
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感
費
を
現
す
。
生
理
機
能
の
肉
眼
等
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
相
臆
せ
る
物
に
よ
り
て
感
費
を
生
じ
、
心
眼
を
も
て
直
費
す

る
と
き
は
、
心
霊
界
に
善
美
の
五
感
の
象
を
感
費
す
る
こ
と
を
得
。
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作
智
を
起
信
論
に
は
、
不
可
思
議
業
相
と
名
づ
く
。
論
に
不
可
思
議
業
相
と
は
智
浄
相
に
依
る
を
以
て
、
一
切
勝
妙

境
界
を
作
す
。
所
調
る
無
量
功
徳
の
椙
常
に
断
絶
な
し
。
衆
生
の
根
に
随
っ
て
自
然
に
相
臆
し
、
種
々
に
現
じ
て
利
盆

を
得
し
む
る
故
に
。
義
記
に
調
く
、
衆
生
の
潟
に
六
根
の
境
界
と
作
る
が
故
に
。
賓
性
論
に
云
く
、
如
来
の
身
は
虚
空

の
如
く
無
相
、
諸
の
勝
智
者
の
矯
に
は
六
根
の
境
界
と
作
っ
て
微
妙
の
色
を
示
し
、
妙
音
聾
を
出
し
仰
の
戒
香
を
嘆
が

し
め
、
備
の
妙
法
味
を
興
へ
、
三
昧
の
鰯
を
費
せ
し
め
、
深
妙
の
法
を
知
ら
し
む
、
故
に
妙
境
界
と
名
づ
く
。

作
智
は
十
方
一
切
利
土
及
一
切
の
寓
有
中
、
清
浄
園
土
不
可
思
議
の
荘
巌
の
事
相
を
現
ず
。
悌
眼
及
法
眼
の
感
ず
る

慮
と
す
。

揮
論
に
日
く
、
如
来
一
念
遍
く
一
一
一
世
に
臆
じ
、
所
麿
無
始
な
る
故
に
能
官
服
部
ち
無
始
な
り
。

叉
起
信
論
に
日
く
、
員
如
の
用
と
は
(
(
即
作
智
)
)
自
然
に
不
可
思
議
の
業
種
々
の
用
あ
り
。
員
如
と
等
し
く
一
切
慮

に
遍
す
。
然
れ
ど
も
用
栢
の
得
べ
き
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是
法
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
一
に
し
て
、

世
一
諦
の
境
界
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
作
一
意
の
施
作
を
離
る
。
但
衆
生
の
見
聞
に
盆
を
得
せ
し
む
る
に
随
つ
て
の
故
に
、

説
い
て
用
と
す
。



此
用
に
二
種
あ
り
。

一
に
凡
夫
の
矯
に
薩
身
を
現
ず
。
凡
夫
は
此
色
身
を
見
て
、
是
心
作
用
の
所
現
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
全
く
外
よ
り

来
る
と
見
と
め
て
、
単
に
色
相
の
み
を
見
る
。
是
色
相
本
如
来
智
の
所
現
な
る
を
意
識
せ
ざ
る
故
な
り
。
二
に
菩
薩
の

所
見
を
報
身
と
震
す
。
身
に
無
量
の
色
あ
り
、
色
に
無
量
の
相
あ
り
、
相
に
無
量
の
好
あ
り
、
所
住
の
依
果
に
亦
無
量

種
々
の
荘
巌
あ
り
て
、
示
現
す
る
慮
に
随
っ
て
即
ち
遺
あ
る
こ
と
な
し
、
窮
表
す
べ
か
ら
ず
、
分
賓
の
相
を
離
れ
、
其

所
臆
に
随
っ
て
常
に
能
く
住
持
し
て
散
せ
ず
失
せ
ず
。

復
次
に
凡
夫
の
所
見
は
、
但
其
金
色
な
る
の
み
な
ら
ず
、
六
道
共
に
各
其
見
る
慮
の
相
同
じ
か
ら
ず
。
種
々
の
異
類

と
現
じ
て
受
柴
の
相
に
あ
ら
ず
、
故
に
慮
身
と
名
づ
く
。

是
凡
夫
の
肉
眼
は
生
理
機
能
器
械
的
な
る
故
に
、
其
れ
に
臆
じ
て
其
の
相
を
見
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、一
水
四
見
の

例
の
如
し
。

菩
薩
は
此
色
相
は
、
員
如
の
智
相
よ
り
現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
故
に
、
彼
の
色
相
荘
厳
の
事
は
来
も
な
く
、

去
も
な
く
、
分
費
を
離
る
、
唯
心
に
依
て
現
じ
て
員
如
を
離
れ
ず
。
然
れ
ど
も
此
菩
薩
猶
自
ら
分
別
し
て
、
未
だ
法
身

の
位
に
入
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
此
の
相
を
見
る
。
若
し
静
心
を
う
れ
ば
見
る
虞
微
妙
に
し
て
其
用
も
再
た
勝
れ

た
り
。
自
位
分
別
を
離
れ
て
、
究
寛
し
て
彼
此
の
相
な
く
、
唯
一
の
法
身
と
な
る
。

成所作智397 



菩
薩
は
法
眼
を
以
て
報
身
を
見
る
。
法
眼
の
劃
象
は
報
身
即
ち
法
の
身
に
し
て
、
物
質
的
色
象
に
あ
ら
ず
。
故
に
質

碍
的
可
割
的
に
あ
ら
ず
。
法
眼
の
主
観
が
向
上
す
る
に
随
っ
て
、
劃
象
の
客
睡
も
ま
た
培
勝
す
。
能
親
に
随
っ
て
所
親

の
色
相
を
見
る
。
是
如
来
作
智
が
客
韓
と
し
て
示
現
し
た
る
も
の
な
り
。
若
し
静
心
を
得
て
彼
此
の
相
な
き
は
蓑
眼
の

所
見
な
り
。
慧
眼
は
主
客
本
同
一
本
質
の
用
相
を
離
れ
た
る
相
な
る
が
故
に
。

叉
云
く
、
問
日
、
若
諸
併
の
法
身
。
色
相
を
離
る
れ
ば
、
云
何
が
能
く
色
相
を
現
ず
る
。
答
日
、
即
ち
此
法
身
是
色

の
瞳
な
る
故
に
、
能
く
色
を
現
ず
。
謂
ゆ
る
本
よ
り
己
来
色
心
不
二
な
り
。
色
性
即
ち
智
な
る
を
以
て
の
故
に
、
色
瞳

無
形
。
説
い
て
智
身
と
名
づ
く
。
智
性
即
ち
色
な
る
を
以
て
の
故
に
、
説
い
て
法
身
一
切
慮
に
遁
ず
と
名
づ
く
。
所
現

の
色
分
罫
あ
る
こ
と
な
し
。
心
に
随
っ
て
能
く
十
方
世
界
無
量
の
菩
薩
、
無
量
の
報
身
、
無
量
の
荘
厳
を
一
示
す
。
各
々

差
別
皆
分
費
な
し
。
而
も
相
妨
げ
ず
。
此
心
識
分
別
の
能
く
知
る
所
に
非
ず
。
員
如
自
在
の
用
の
義
な
る
を
以
て
の
故
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密
に
聾
字
賓
相
義

五
大
皆
有
響
、
十
界
具
一
言
語
、
六
塵
悉
文
字
、
法
身
是
賞
相
。

五
大
は
聾
の
本
健
、
一
音
響
則
用
な
り
。
十
界
所
有
言
語
皆
撃
に
由
っ
て
起
る
。
聾
文
あ
り
。
尋
問
韻
曲
屈
な
り
。
文
字



の
九
界
は
妄
、
俳
界
の
文
字
は
員
賓
な
り
。
六
塵
と
は
色
聾
香
味
鰯
な
り
。
色
塵
の
文
字
と
は
願
形
等
の
色
内
外
依
正

に
具
す
。
二
期
色
と
は
五
大
色
、
黄
白
赤
黒
青
、
形
色
と
は
謂
る
長
短
、
食
細
、
正
不
正
、
高
下
是
な
り
。
又
方
園
三

角
宇
月
等
。
三
に
表
色
と
は
謂
る
取
拾
、
屈
申
、
行
住
坐
臥
是
。
又
業
用
矯
作
轄
動
差
別
を
云
ふ
。
是
ら
の
三
種
色
は

是
眼
所
行
境
界
。
又
一
意
識
の
境
界
、
如
是
差
別
は
是
文
字
な
り
。

五
大
造
色
種
子
の
色
緊
の
諸
法
を
説
く
。
問
一
切
諸
法
の
生
は
自
種
よ
り
起
こ
す
。
云
何
ぞ
、
諸
の
大
種
能
く
所
造

色
を
生
ず
と
読
く
。
云
何
が
造
色
彼
に
依
り
て
建
立
せ
ら
れ
ま
た
任
持
せ
ら
れ
、
長
養
せ
ら
る
や
。
答
て
、一
切
内
外

の
大
種
と
所
造
色
の
種
子
と
は
、
皆
内
の
相
績
心
に
依
付
す
。
乃
至
諸
大
の
種
子
未
た
諸
大
を
生
ぜ
ざ
る
に
、
造
色
種

子
O
O
造
色
を
生
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
由
て
彼
生
じ
て
前
導
と
な
る
故
に
、
此
道
理
に
由
っ
て
、
諸
の
大
種
は
彼

の
生
因
と
震
る
と
説
く
。
云
何
が
造
色
彼
に
依
る
や
。
造
色
生
じ
己
っ
て
大
種
の
庭
を
離
れ
ず
し
て
、
輔
、
ず
る
に
由
る

が
故
に
。
云
何
が
彼
に
建
立
せ
ら
る
、
大
種
損
盆
す
れ
ば
彼
同
じ
く
安
危
す
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
彼
に
任
持
せ

ら
る
、
大
種
に
随
っ
て
等
量
に
し
て
壊
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
長
養
せ
ら
る
。
飲
食
睡
眠
修
習
発
行
三
摩
地

に
因
っ
て
、
彼
に
依
っ
て
造
色
復
盆
増
長
す
る
に
由
る
が
故
に
、
大
種
を
彼
が
長
養
の
因
と
説
く
。
是
の
如
く
諸
の
大

種
を
所
造
色
に
望
む
に
五
種
の
作
用
あ
り
。

成所作智

復
次
に
、
色
緊
の
中
に
於
て
曾
て
極
微
生
な
し
。
若
し
自
種
よ
り
生
ず
る
時
に
唯
家
集
し
て
生
ず
。
或
は
細
或
は
中399 



或
は
大
、
又
極
徴
集
っ
て
色
緊
成
ず
る
に
非
ず
や
。
但
費
叢
に
由
て
諸
色
を
分
析
し
、
極
量
溢
際
を
分
別
し
、
観
立
し

て
以
て
極
微
と
す
。
叉
色
棄
に
方
分
あ
ら
ば
極
微
も
亦
方
分
あ
る
ベ
し
。
然
る
に
色
緊
に
は
分
あ
り
、
極
微
に
非
ず
、

何
を
以
て
の
故
に
、
極
微
即
是
分
な
る
に
由
っ
て
此
是
認
氷
色
の
所
有
な
り
。
極
微
に
非
ず
復
儀
の
極
微
あ
ら
ん
、
是
故

に
極
微
に
は
分
相
あ
る
に
非
ず
。
叉
不
相
離
に
二
種
あ
り
。
一
に
同
慮
不
相
離
、
調
く
大
種
の
極
微
と
色
香
味
燭
等
と

無
根
の
慮
に
於
て
離
根
の
者
あ
り
。
有
根
の
慮
に
於
て
有
根
の
者
あ
り
。
有
根
の
慮
に
有
根
の
者
あ
り
。
是
を
同
慮
不

相
離
と
名
づ
く
。
二
に
和
雑
不
相
離
。
調
即
此
大
種
極
微
と
儀
緊
集
の
能
造
所
造
の
色
魔
倶
な
る
が
故
に
、
是
を
和
雑
不

相
離
と
云
ふ
。
叉
此
遍
満
蒙
色
は
謄
に
知
る
べ
し
、
種
々
物
を
石
を
以
て
磨
し
て
末
と
な
し
、
水
を
以
て
和
合
し
、
互

に
相
離
れ
ざ
る
が
如
し
。
乃
至
又
諸
の
色
衰
の
中
に
於
て
、
略
し
て
十
四
種
の
事
あ
り
。
謂
く
地
水
火
風
色
聾
香
味
鯛

及
び
眼
等
五
根
な
り
。
唯
意
所
行
色
を
除
く
。

400 

十
界
依
正
色
差
別

内
外
依
正
具
と
は
此
に
三
あ
り
。
一
に
内
色
百
六
顧
形
等
三
。
二
明
外
色
亦
具
三
色
。
三
明
内
色
非
=
定
内
色
「
外

色
非
三
定
外
色
叶
互
矯
=
依
正
「
内
色
と
言
ふ
は
有
情
、
外
色
と
は
器
界
。
経
云
僻
身
不
思
議
、
園
土
悉
在
中
。
又
一
毛
に

多
利
海
を
示
現
す
。
一
々
毛
現
ず
る
こ
と
悉
亦
如
是
、
普
同
於
法
界
。
又
一
毛
孔
内
難
思
の
利
あ
り
等
。
微
塵
数
種
々

住
二
皆
有
遍
照
隼
、
在
衆
曾
中
、
宣
妙
法
、
於
一
塵
中
大
小
利
種
々
差
別
、
如
塵
数
一
切
園
土
、
所
有
塵
、
二
塵



中
併
皆
入
。

今
此
ら
の
文
に
依
て
明
か
に
知
ん
ぬ
、
飾
品
巧
及
衆
生
身
大
小
重
々
或
は
虚
空
法
界
を
以
て
身
量
と
矯
し
、
乃
至
一
切

大
小
の
身
土
互
に
内
外
と
な
り
、
互
に
依
正
と
矯
り
、
此
内
外
依
正
の
中
に
必
ず
額
形
表
色
を
具
す
。
故
に
内
外
依
正

具
と
云
ふ
。

密
家
に
は
法
爾
障
縁
の
二
義
あ
り
。
地
水
火
風
色
聾
香
味
燭
及
び
眼
耳
等
の
五
根
は
、
是
法
爾
、
即
ち
天
則
に
し

て
、
こ
の
五
根
五
境
本
法
性
法
然
の
徳
な
れ
ば
、
衆
生
業
道
に
由
っ
て
障
縁
の
差
別
あ
り
。
眼
根
の
色
塵
を
観
る
に
、

天
則
に
罪
垢
あ
る
こ
と
な
し
。
衆
生
随
縁
の
煩
悩
こ
の
色
塵
の
矯
に
罪
を
造
る
。

密
に
は
法
爾
随
縁
の
作
智
あ
り

法
爾
と
は
法
傍
如
来
自
性
の
境
界
、
一
切
の
五
妙
境
界
、
法
然
の
所
成
、
即
法
傍
の
依
正
是
な
り
。
大
日
経
に
、
大

日
世
隼
等
至
三
昧
に
於
て
、
即
時
諸
俳
園
土
地
卒
な
る
こ
と
掌
の
如
く
、
五
賓
間
錯
し
、
八
功
徳
水
葬
霞
盈
満
せ
り
。

無
量
衆
鳥
鴛
鷲
鷲
鵠
和
雅
の
菅
を
出
す
。
時
華
雑
樹
敷
柴
、
間
列
無
量
柴
器
、
自
然
に
韻
に
譜
ひ
其
整
微
妙
に
し
て
、
同

人
聞
く
を
柴
ふ
所
な
り
。
無
量
菩
薩
、
随
一
幅
所
感
、
宮
室
殿
堂
意
生
の
座
あ
り
。
如
来
信
解
願
力
所
生
な
り
。
法
界
標
酬

峨
の
大
蓮
華
を
出
現
し
て
、
如
来
法
界
性
身
其
中
に
安
住
せ
り
と
。
此
文
に
は
何
の
義
を
顧
す
や
。
調
く
二
義
あ
り
。

lnu 

一
に
は
法
悌
法
輔
の
身
土
を
明
す
。
謂
く
法
界
性
身
法
界
標
臓
の
放
に
。
二
、
随
縁
願
現
を
明
す
。
調
く
菩
薩
随
一
帽
所
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感
と
。
及
如
来
信
解
願
力
所
生
の
故
に
、
調
く
大
日
傘
大
ピ
ル
シ
ヤ
ナ
併
是
、
乃
法
身
如
来
な
り
。
法
身
の
依
正
は
則

法
爾
所
成
の
故
に
法
然
有
と
日
ふ
。
若
謂
、
報
備
を
亦
大
日
隼
故
、
日
=
信
解
力
所
生
吋
又
云
、
時
彼
如
来
一
切
支
分

無
障
。
力
従
十
智
力
信
解
所
生
無
量
形
色
荘
厳
の
相
は
報
仰
の
身
土
を
明
す
。
若
謂
、
臆
化
併
大
日
傘
と
名
づ
く
。

臆
化
光
明
普
照
法
界
故
得
此
名
。
或
名
樟
迦
、
無
数
劫
に
六
度
の
功
徳
に
賓
長
せ
ら
る
a
A
身
、
此
に
は
醸
化
併
の
行

願
の
身
土
を
明
す
。
若
は
調
く
、
等
流
身
を
亦
大
日
傘
と
名
づ
く
。
分
に
此
義
あ
る
が
故
に
。
経
に
即
時
出
現
と
日

ふ
。
此
文
は
等
流
身
の
暫
現
速
憶
を
明
す
。
身
巴
に
有
り
、
土
量
無
か
ら
ん
。
此
は
等
流
身
の
身
及
び
土
を
現
す
。
上

所
説
依
正
の
土
は
並
に
四
種
身
に
通
ず
。
若
し
竪
の
義
に
約
せ
ば
、
大
小
倉
細
あ
り
。
若
し
横
の
義
に
よ
ら
ば
、
卒
等

卒
等
に
し
て
、
如
是
身
及
土
並
法
爾
随
縁
の
二
義
あ
り
。
故
に
法
然
随
縁
有
と
日
ふ
。
如
是
諸
色
は
皆
悉
く
三
種
色
を

具
し
、
互
に
依
正
と
震
る
。
此
は
傍
遣
に
約
し
て
揮
す
。
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若
し
衆
生
に
約
し
て
蝿
押
せ
ば
、
若
し
は
衆
生
亦
本
畳
法
身
あ
り
。
併
と
卒
等
。
此
身
此
土
は
法
然
有
市
巴
。
一
二
界
六

遁
の
身
及
土
は
業
に
随
っ
て
有
な
り
。
是
衆
生
随
縁
と
名
づ
く
。
叉
鰹
云
、
彼
衆
生
界
を
染
る
に
法
界
の
味
を
以
て

す
。
即
ち
色
の
義
な
り
。
如
加
妙
味
此
亦
法
然
色
を
明
す
。
是
の
如
く
内
外
の
諸
の
色
、
愚
に
於
て
は
毒
と
漏
り
智
に

於
て
棄
と
漏
る
。
故
に
能
迷
亦
能
悟
と
日
ふ
。
是
の
如
く
法
爾
随
縁
種
々
色
等
の
能
造
所
造
云
何
、
能
生
は
五
大
五

色
、
所
生
は
三
種
世
間
な
り
。
此
是
三
種
世
間
に
無
謹
の
差
別
な
り
。
是
を
法
然
随
縁
の
文
字
と
名
づ
く
。



四
大
智
慧

結
封
の
本
瞳
を
離
れ
て
一
物
の
有
る
べ
き
な
し
。
此
員
理
に
よ
り
て
能
く
一
切
の
法
を
橋
し
、
一
切
の
法
を
生
ず
。

(
起
信
に
は
ア
リ
ヤ
を
立
つ
れ
ど
も
、
彼
は
未
だ
方
便
を
脆
せ
ず
。
今
は
員
賓
の
み
)
費
不
畳
共
に
此
に
よ
っ
て
生
成

す
。世

界
の
衆
生
は
此
不
可
思
議
の
腫
用
の
上
に
於
て
、
自
ら
種
々
の
妄
想
分
別
を
以
て
業
を
起
し
、
生
死
苦
笑
の
現
象

を
作
る
。

此
智
を
自
ら
知
ら
ず
、
不
費
の
境
界
を
現
ず
。
盲
人
太
陽
の
光
中
に
あ
り
て
物
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
如
し
。

信
論
に
不
思
議
業
相
と
は
、
智
津
相
に
依
る
を
以
て
、
能
く
一
切
勝
妙
の
境
界
を
作
す
。
所
調
無
量
功
徳
の
相
常
に

断
絶
な
し
。
衆
生
の
根
に
随
っ
て
自
然
に
相
臆
し
、
種
々
に
現
じ
て
利
盆
を
得
し
む
る
が
故
に
。
賓
性
論
に
、
如
来
の

身
は
虚
空
の
如
く
無
相
、
諸
の
勝
智
の
者
の
矯
に
六
根
の
境
界
と
作
り
、
微
妙
の
色
を
示
現
し
、
妙
品
目
聾
を
出
し
仰
の

戒
香
を
嘆
が
し
め
、
併
の
妙
法
味
を
輿
へ
三
昧
の
燭
を
畳
せ
し
め
、
深
妙
の
法
を
知
ら
し
む
と
。

記
に
、
報
化
の
二
身
員
如
の
大
用
、
無
始
無
終
に
相
績
し
て
紐
せ
ず
。
金
光
明
に
醸
身
と
は
無
始
よ
り
相
績
し
て
断
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え
ざ
る
が
故
に
、

一
切
諸
備
不
共
の
法
能
く
踊
持
す
る
が
故
に
、
衆
生
蚤
き
ざ
れ
ば
用
も
亦
壷
き
ず
。
故
に
常
住
と
云404 

ふ
。

如
来
心
身
は
法
界
に
偏
瀦
し
、
如
来
一
念
普
く
三
世
に
慮
じ
て
、
所
醸
無
始
な
り
。
能
く
一
念
に
臆
じ
則
無
始
。
猫

し
一
念
圃
智
遍
く
達
す
。
三
世
の
境
、
境
無
濯
の
故
に
智
も
又
無
透
。
無
濯
の
智
所
現
の
相
な
る
が
故
に
無
始
を
得
、

亦
能
く
無
彩
。
此
れ
心
識
思
量
の
測
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。
故
に
不
思
議
と
名
づ
く
。

賓
を
魁
し
て
論
ず
れ
ば
、
十
方
三
世
費
不
畳
一
切
の
所
作
皆
是
自
然
に
し
て
、
如
来
の
作
を
離
れ
て
有
る
も
の
有
る

な
し
。
如
来
の
作
は
無
作
の
作
、
無
作
自
然
に
し
て
一
切
の
所
作
を
現
ず
。
六
凡
自
ら
不
莞
に
し
て
、
あ
や
ま
つ
の
み
。

能
く
自
ら
深
く
無
港
光
に
よ
り
て
観
ず
る
と
き
は
、
悉
く
是
如
来
一
切
能
を
離
れ
て
、
宇
宙
開
に
動
力
の
得
べ
き
も
の

有
る
な
し
。

個
人
先
天
に
俳
性
即
ち
理
性
賦
興
せ
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
如
来
大
圃
鏡
智
の
光
を
輿
へ
ざ
れ
ば
、
(

は
是
如
来
絶
封
観
念
に
し
て
、
こ
の
智
光
は
世
界
及
び
高
物
の
紐
劃
根
底
は
調
陀
な
る
を
以
て
、
世
界
の
依
属
を
脱
し

て
紐
劃
依
属
の
員
相
を
示
さ
ん
が
た
め
の
光
な
り
。

)
全
宇
宙

四
智
共
に
遁
境
な
る
如
来
の
智
慧
に
し
て
、
直
接
に
自
己
と
の
関
係
な
し
と
謂
ふ
は
甚
だ
非
な
り
。
如
来
の
智
蓄
は

絶
割
に
し
て
自
中
存
在
な
る
個
人
の
精
神
の
中
に
、
此
光
を
現
は
し
て
個
人
の
根
底
は
是
如
来
な
る
こ
と
を
照
見
せ
し



む
る
光
な
り
。
個
人
と
て
個
人
其
も
の
を
い
ふ
に
非
ず
し
て
、
自
己
を
脱
し
た
る
絶
劉
を
い
ふ
。
自
己
の
一
心
の
根
本

を
離
れ
て
位
に
如
来
を
求
む
る
こ
と
な
か
れ
。
き
れ
ば
と
て
主
我
の
中
に
求
む
る
な
か
れ
。
主
我
は
是
罪
悪
の
源
な
れ

ば
な
り
。

回大智慧405 



十
方

物 世

IL¥ 
切
色

象
Jf~\ 
の

相象

観念物心衆生
を二主
用相観

す韓と の観客と

しと
て現

衆生 ず
の

大空
園保

鏡智 統照

一中

紹
超

劃
客主 感

観観
観

費
物心 ~ 、

象象 態

大

園

鏡

智

の慧大智にを正依一切方世三普十光念絶観劉相す照時同色 の
心鏡

観 蓋 天

十
方

瞳別世十ー相現とる千十界三
界=の
千

限

高超超高 | 大

重 l 固
同

震 l 鏡

現象す 世界 ー
に切物
は IL\
主二

翻霊物 祖侵2 
とに
IL\ し
とて

炉~

盆

l 智

406 



卒

等

調

理

性

紐
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性
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性
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智
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智

等

卒

性

理
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高
物
自
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自
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統
制
す
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用
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千
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紹
劉
理
性
は
世
界
と
衆
生
と
の
自
己
内
存
の
性
。
紳
の
一
切
智
内
存
。

世
界
性
、
世
界
に
は
因
縁
因
果
の
理
法
と
な
り
て
秩
序
を
整
ふ
、
複
雑
極
り
な
き
寓
物
に
保
理
の
整
然
た
る
は
理
性

408 

内
存
す
れ
ば
な
り
。

性
は
自
性
任
持
法
爾
の
理
。
自
己
内
存
の
性
を
有
し
て
外
部
よ
り
規
定
す
べ
き
こ
と
能
は
ず
。
例
へ
ば
人
の
小
見
の

生
理
上
の
眼
に
覗
受
聴
費
の
如
き
、
自
己
の
性
が
外
部
の
養
に
由
っ
て
、
自
己
本
能
が
護
達
し
て
覗
聴
の
用
を
な
す
。

紳
の
性
を
法
性
又
は
自
性
天
員
と
も
云
ふ
、
之
が
相
待
世
界
に
は
内
存
の
天
則
理
性
と
云
ふ
。
一
切
有
機
中
に
は
目

は
視
る
の
法
則
あ
る
如
く
、
又
無
機
に
火
の
熱
き
如
く
。

念
|
|
表

相

偏
性
ー
ー
内

性

察
智
J
I
l
t知
力
|
|
内
詮
|
|
理
智
力
特
殊
の
差
別
に
劃
す
る
精
神
作
用
察
智
。

V事
|
|
特
殊

作
智
」
|
|
感
費
態
|
|
表
相
|
|
綿
寓
象
の
差
別
の
現
象
に
し
て
特
殊
に
封
ず
る
も
の
。
観
念
は
穂
相
に
し
て

感
畳
は
特
殊
な
り
。



生
理
的
美
感
。

霊
的
美
感
。

絡、
相

，，-司』・向・/、』明司・ー-、

性国
智智

理観
性念

大大
理観
性念
態態

~，..ー『九一一、

客主客主
観観
親観
念念

物心
象象
」ー-，---J

と
現
ず
る
カ1

性

認
識
観
メ入
芭、

を
用
と
す

日
一
理
性
に
し
て
一
切
我
執
を
統
一
し
理
系

「
主
観
|
|
思
考
観
察

「
察
智
l
l
|
知
力
|
|
員
賓
識
知
態
{

一
戸
客
観
|
|
観
察
せ
ら
る

L

事
理
の
相
。

別
相
〈

{
作
智l
l

感
畳
|
|
感

畳

「
主
観
|
|
感
費

態
+戸

客
観
|
|
|
色
聾
香
等

四

智
宇
宙
の
寅
睦
は
紐
封
精
神
と
し
て
、
睦
と
相
と
用
の
三
大
と
す
れ
ば
、
韓
大
は
紐
封
精
神
に
し
て
、
相
大
は
親
念
態
、

四大智慧409 



用
大
は
紐
劃
意
志
と
す
。

な
り
。

一
大
精
神
の
ニ
属
性
な
り
。
桂
あ
れ
ば
相
あ
り
。
瞳
に
は
必
ず
能
力
あ
り
。
三
大
は
本
一
睡410 

相
大
紹
劃
親
念
態
は
、
一
大
精
神
を
相
の
方
面
よ
り
研
究
す
る
に
、
先
づ
四
方
面
に
分
ち
て
読
か
ん
。
其
性
と
能
と

に
於
て
便
な
れ
ば
な
り
。
即
ち
四
智
と
名
づ
く
。
一
、
大
国
鏡
智
。
二
、
卒
等
性
智
。
三
、
妙
観
察
智
。
四
、
成
所
作

智
。
是
れ
な
り
。

大
国
鏡
智
は
穂
相
に
し
て
、
組
封
観
念
態
な
り
。
卒
等
性
智
は
組
性
に
し
て
紹
劃
理
性
態
と
す
。
妙
観
察
智
は
内
容

豊
富
の
性
相
を
展
示
す
る
慧
の
用
に
し
て
、
成
所
作
智
は
内
容
を
褒
表
す
る
感
魔
的
作
用
な
り
。

四
つ
あ
る
中
、
甲
と
乙
と
は
組
相
普
備
的
に
し
て
、
丙
と
丁
と
は
差
別
的
特
殊
的
な
り
。

若
し
是
を
人
の
心
理
に
分
類
せ
ば
、
甲
は
観
念
ま
た
潟
象
に
し
て
、
乙
は
自
我
ま
た
理
性
に
配
し
、
丙
は
智
力
の
思

考
観
察
等
に
し
て
、
丁
は
感
費
な
り
。
然
れ
ど
も
機
制
的
心
理
の
相
待
的
個
韓
な
る
と
は
、
其
性
質
に
於
て
相
ひ
比
例

す
べ
き
も
、
紐
劃
と
相
待
、
全
憧
と
個
韓
、
規
定
と
無
規
定
に
し
て
、
固
よ
り
同
一
の
定
相
な
り
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。

紐
劃
心
霊
と
相
待
的
心
象
と
は
、
紐
封
は
主
観
客
観
を
組
合
し
、
人
の
精
神
は
主
観
的
の
一
方
な
れ
ば
、
客
観
の
方
面

は
間
接
に
観
念
し
謹
明
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。

無
遁
光
ハ
終
)
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